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元・最下位の妃、２度目の政略結婚で氷の冷酷王に嫁ぎます～「愛は望むな」と言われた出戻り王女が愛され妃になるまで～










◆　プロローグ




　目を覚ましたら、とびきり美形な男が隣に寝ていた。

　銀髪に碧へき眼がんの美しい男は、青い瞳でアリスを静かに見つめている。彼の着ているグレーのシルクガウンは上半身がはだけ、筋肉質な体がむき出しになっていた。

（え？　誰？）

　昨日は確かにひとりで寝たはずなのに。

「え？　え？　きゃー！」

　室内にアリスの悲鳴が響き渡った――。




（なんてことなの）

　混乱する頭を整理してだんだんと記憶がよみがえってくるにつれ、アリスは自分の失態に驚きょう愕がくした。

　アリスは昨日結婚し、昨晩は初夜だった。ところが、深夜になっても夫――ここシスティス国の若き国王であるウィルフリッド・ハーストが一向に現れなかった。

　初夜なのにまさかの放置プレーかとやけ酒したところまでは覚えているが、その後の記憶が一切ない。頭を襲うずきっとした痛みに、思わず額に手を当てた。

（まずいわ。なんとかしないと）

　初夜に飲んだくれて記憶がないとは、なんたる失態。なんとか挽回しなければ。

　アリスは背筋を伸ばし、居住まいを正す。

「おはようございます、陛下」

「おはよう、アリス」

　昨日アリスが結婚した相手――ウィルフリッドは青い瞳でアリスを見つめ、気だるげに銀髪をかき上げる。

「本当に申し訳ございません。なんとお詫び申し上げればいいか――」

「まさか初めての朝に、顔を見るなり妻に悲鳴を上げられるとは思ってもみなかった」

　ウィルフリッドはふっと笑う。

「いえ、あの――」

　アリスの背中をつーっと嫌な汗が伝う。

　だって、ひとりで寝ていると思ったら隣に人がいたのだ。驚かないほうがおかしいと思う。

「昨晩はあんなに強く俺を求めてきたというのに、ひどい話だな」

「へ？」

　ウィルフリッドはアリスを見つめたまま、意味ありげに口の端を上げる。その瞬間、首まで顔が赤くなるのが自分でもわかった。

（強く求めた？　わたくしが？　本当に？）

　あり得ないことに、全く記憶がなかった。アリスにとって、正真正銘初めての夜なのに！

　しかし、今け朝さの密着度や彼の寝間着のはだけ方を見ればそういうことがあったとしても不思議ではない。そして、ウィルフリッドとアリスは夫婦なのだから、ごく自然な行為である。

「もしかして、覚えていないのか？」

「まさか！　覚えております。しっかりと覚えております」

　本当は一切覚えていない。しかし、ふたりで迎える初めての朝に「全く覚えておりません」と言えるほど、アリスは図太くない。

「本当に？」

　ウィルフリッドがスッと目を眇すがめる。

　昨夜の失態をへらっと笑ってやり過ごそうとするアリスを見て、ウィルフリッドは「まあ、いい」と言って息を吐いた。

「この結婚に当たって、きみに伝えておかなければならないことがある」

「はい」

　何か重要なことを言おうとしていると察し、アリスはウィルフリッドの言葉に耳を傾ける。

「この結婚で、愛は望むな。子供も望むな。それ以外のものは、可能な限り融通するように善処しよう」

　なんの感情もこもらない声で告げられたのは、思ってもみない言葉で――。

　これがアーヴィ国王女――アリス・ワーナー二度目の結婚生活の幕開けだった。










◆　第一章　アリス、出戻り王女となる




　ビクルス国の王太子専用ハーレムに入って七年が経ち、アリスは二十二歳になっていた。そんなある日のこと。

【重大発表あり。全ての妃きさきは本日十五時に大広間に集まるように】

　ハーレムにいる四十三人の妃達に通達が出た。

「全ての妃が？　珍しいわね。どんな発表？」

　七年間もハーレムに住んでいるが、妃が一堂に集められたことなど、パーティーぐらいしか記憶にない。不思議に思ったアリスは言付けに来た女官に尋ねる。

「内容までは存じ上げません。必ずいらっしゃるようにとのことです。それでは失礼いたします」

　女官は事務的な態度でぺこりと頭を下げると、立ち去っていった。

　アリスはその後ろ姿を見送ってから、くるりと振り返って自室の奥を見る。

「ケイト様、どう思う？　通達を出されたのはクリス殿下かしら？」

　アリスはたまたま自室に遊びに来ていた仲良しの妃――ケイトに話しかける。ケイトは緩い癖のある髪の毛をかき上げ、背もたれに寄りかかった。

「きっとそうだと思うけど……何かしらね？　ルシア様か誰かがご懐妊でもなさったかしら？」

「ああ、なるほど！　きっとそうだわ。クリス殿下はルシア様がお気に入りですものね。今度こそ男の子かしら？」

「お気に入りっていうか、ルシア様しか興味がないわよね。お世継ぎがなかなか生まれないって大臣達がやきもきしていたから、男の子だったら一安心ね」

「つまり、わたくし達はますます用なしってことね？」

「そうね。いっそのこと、ルシア様以外は全員ハーレムから解放してくれたらいいのに」

　ケイトはつまらなそうに言う。

「あははっ。本当にね」

　その意見には完全に同意する。アリスはなんだかおかしくなって、声を出して笑った。




　――アリスが超大国であるここビクルス国の王太子――クリスに四十一番目の妃として嫁いだのは、今から七年前、まだ十五歳のときだった。

　――クリスはアリスの八歳年上で、二十三歳だった。さして珍しくもない茶髪、茶色の瞳で、身長も平均くらい。目を瞠みはるような美男子でも、一騎当千の英雄でもないけれど、ややふっくらした顔立ちで温厚そうな青年に見えた。

　身を焦がすような大恋愛に憧れがないと言えば嘘になるが、この結婚に期待などしていないのも事実。王女の政略結婚などこんなものだろう。

　アリスは、まず夫となる男性が温厚そうであることに心底安心した。

（よかったわ）

　ハーレムの中ではきっと、王太子の寵ちょうを競う血みどろの戦いが繰り広げられているに違いない。ただでさえストレスフルな場所だろうに、肝心の夫まで気難しい男ではやっていられない。

（やっぱり新入りはいじめられるのかしら？）

　もしかしたら、嫌がらせをされるかもしれないし、ひょっとすると毒を盛られるかもしれない。アリスが読んだことのある小説によると、ハーレムとは魑ち魅み魍もう魎りょうが跋ばっ扈こする恐ろしい場所なのだ。

（負けないように、頑張らないと！）

　来たる女の戦いに備え、アリスは覚悟を決めたのだが――。




「嫁いできたときは、まさかクリス殿下が年上好きだなんて想像すらしていなかったわ」

　ケイトの向かいに座ったアリスは、ふうっと息を吐く。

「年上っていうか、たぶん熟女好きだわ。この前、皇后陛下より年上の女官に言い寄っているのを見かけたもの」

　ケイトが訂正する。

「もしケイト様が真実を教えてくださらなかったら、わたくしショックすぎて寝込んでいたわ」

「ふふっ。ハーレムの皆様ったらアリス様のことを見た瞬間、ホッとしていたわ。だって、アリス様ってばただでさえ若いのに童顔で、まるで小動物みたいに可愛かわいらしいんですもの」

　ケイトはアリスが嫁いできたときのことを思い出したのか、くすくすと笑う。

　そう、ハーレムでの生活は、アリスが想像していたものとは全く違っていた。なぜなら、アリスの夫であるこのハーレムの主あるじ――クリスは大の年上女性好きだったのだ！　なんでも、最低でも十歳以上年上でないと興味すら湧かないらしい。つまり、元々童顔で背も小さい上に八つ年下のアリスは、彼の好みの対極にいた。

　初夜にすら寝所に現れず、一切自分に興味を示さないクリスの態度に、アリスは少なからずショックを受けた。

　複数の妃を持ちながらも、次から次へと新しい妃を迎え続けているクリスは、世間では〝女好き〟の王太子として有名だった。だから、まさか興味すら持たれないとは想像していなかったのだ。

　翌日女官に聞いてみると、彼は一番のお気に入りの妃、ルシア――彼女はアリスの二十二歳年上の、このハーレムで最年長の妃だ――のもとに足しげく通っているという。

　唯一よかったのは、あまりにもアリスがクリスに相手にされないので、ハーレム中の妃達から『この子は敵にならない』と判断され、いじめられるどころか可愛がってもらえたことだろう。

　そしてルシアは現在に至るまでクリスの寵愛を一身に浴び、絶対的寵妃の座を揺るぎないものにしている。対するアリスは七年間で夫の顔を見たのは数回程度。全て宴席の場で遠目に見ただけである。

　同情した他の妃が強力な催さい淫いん剤ざいだと言って瓶に入った媚薬を分けてくれたが、そもそも渡りがないのに使いようがない。そんなこんなで、アリスは最底辺の妃としての地位をいつの間にか固めていた。

　ハーレムの妃に配られる給金は、どれだけ主の寵愛を受けているかで変わってくる。世知辛いことに、アリスの給金は雀の涙だった。もしかしたら、女官のほうが多いかもしれない。

　だから、アリスはみんなに可愛がられていることをいいことに、いろんな妃のもとを訪れては侍女のように働き、小遣いを稼いでいた。涙なしには語れない、ということもなくそれなりに楽しかったのでそれ自体は別に構わない。だが、想像していた結婚生活と全く違っていたのは否めない。

（結婚生活か……）

　ふと、先日読んだ人気作家の恋愛小説の内容を思い出す。

　――身を焦がすような恋に翻弄されるふたりは、数々の苦難を乗り越えて結婚し、心身共に結ばれる。その後、可愛い子宝にも恵まれて、いつまでもいつまでも幸せに暮らしました――。

（うーん。違いすぎて笑っちゃう）

　ハーレムでの暮らしは気ままで悪くないが、果たしてこれは結婚生活と言えるのだろうか。夫と年に一度も会わないなんて。

　ふと、壁にかかった鏡が目に入る。

　さらさらの長い髪は蜂はち蜜みつを思わせる薄茶色、大きな瞳は黄金色で、長いまつ毛に縁どられている。どこか少女っぽさが抜けない童顔なのは否定しないが、そこまで女性としての魅力が欠けているだろうか。

（もし別の人に嫁いでいたら、全く違う結婚生活を送っていたのかしら？）

　思わずそんなことを思ってしまう。

「十五時ってことは、そろそろだわ。行きましょう」

　時計を確認したケイトに促され、アリスは「ええ、そうね」と立ち上がる。大広間に向かうと、すでに多くの妃達が集まっていた。

　そこに現れたのは、大臣を伴った若い男性だった。

「皆、よく集まってくれた。今日は大事な話がある」

「あれって、エルゴ殿下？　クリス殿下はどうしたのかしら？」

　隣に立つケイトがこそっとアリスに耳打ちをする。

　エルゴはクリスの腹違いの弟で、ここビクルス国の第二王子だ。母親譲りの金髪碧眼で、なかなかの美青年だ。

「兄上の度重なる散財により、国庫は極めて厳しい状況にある。議会はこれを非常に重く受け止め、兄上の廃太子を決定した。新たな王太子は私だ」

　思ってもみなかった電撃発表に、その場にいた妃達に激震が走る。アリスも驚いたひとりだ。

（じゃあ、わたくし達は、これからはエルゴ殿下の妃になるってことかしら？）

　ここは王太子専用のハーレムだ。クリスが王太子でなくなったなら、次の王太子であるエルゴがここの主ということになる。

「私には、国のためにこの傾きかけた財政を健全化する使命がある。散財の一因として、このハーレムがある。気に入った妃達に乞こわれるがままに宝石やドレスを贈り、その額は国家予算の五パーセントを超えるほどだ」

　エルゴのさらなる言葉に、アリスは仰天した。

　国家予算の五パーセントを自身のハーレムに費やすとは、なんという大盤振る舞いだろう。ちなみに、アリスは全くその恩恵を受けていないが。

　これはきっと、「お前達の予算を削る」という宣告に違いない。その場にいる誰もがそう覚悟した。

「私はこのようなハーレムは不要だと思っている。妃は、愛する女性ひとりで十分だ」

　エルゴは胸に手を当て、力説する。おやっとアリスは思った。

（見た目によらずロマンチックな人なのね）

　感心した次の瞬間、エルゴはその場にいる誰もが想像していなかった宣言をした。

「よって、このハーレムは取りつぶす。婚姻関係も解消だ。これにて解散！　各自、荷物をまとめて実家なり祖国なりに帰るように」

　エルゴは大きく両腕を広げ、解散を表明する。

（え？　ええー！）

　それはまさに、青天の霹へき靂れきだった。

　これにて解散、でハーレムを終了させるなど聞いたことがない。呆気にとられる妃達を尻目に、エルゴは話は終わったとばかりに壇から下りる。

　そのとき、「お待ちください！」と鋭い声がした。

「そのような話は承服いたしかねます。そもそも、祖国に戻されても実家も困ってしまいますわ。それに、幼い姫達はどうするおつもり？」

　一歩前に出たのはこのハーレムの絶対的王者、ルシアだ。エルゴはちらりとルシアを見て、ふんと鼻を鳴らした。

「姫達は責任をもってこちらで育てる。だが、妃達は帰国していただく。このハーレムの予算の実に九割がそなたに費やされていたことを私が知らないとでも？　今年に入ってからだけでも純金のクローゼットに金剛石で縁どられた純金の手鏡、真珠がちりばめられたドレス……。ああ、高級酒を満たした風呂というのもあったな。その風呂も純金製だろう？」

（高級酒を満たした純金の風呂!?）

　なんということだ。

　アリスなんて、下位の妃達が使う共同風呂にひっそりと入っているというのに。まさに格差社会だ。

「なんなら、兄上を誑たぶらかして国庫を食いつぶした毒婦として、そなたのことを訴追してもいいのだぞ？　こうして祖国に帰すだけで大目に見てやることを、ありがたく思え。ああそうだ、兄上にねだって購入した貴金属とドレスは全て置いてゆくように。あれはそなたのものではなく、国有財産だ」

　それだけ言うと、エルゴはくるりと体の向きを変えて、すたすたと出ていった。

　ちらりとルシアを見ると、怒りで顔を赤くしてわなわなと震えている。

（とりあえず、ここから退散したほうがよさそうね）

　触らぬ神に祟たたりなし。現王太子のエルゴと前王太子のクリスは、女性の好みが異なるようだということだけはわかった。




　それからは怒ど涛とうのようだった。

　妃達の実家には、すでに離縁による王室離脱と実家に戻される旨が知らされていたようだ。ハーレム解散の数日後には、アリスのもとに故郷アーヴィ国から迎えの馬車が到着した。

　大急ぎで荷物を整理していると、クローゼットの奥から緑色のラベルが貼られた小さな茶色い瓶が出てきた。

「あ、これ……」

　いつだったか、アリスがあまりにもクリスから相手にされないことに同情した妃が分けてくれた催淫剤だ。アリスはその小瓶をじっと眺める。

「もうわたくしには必要ないわね」

　もう、というか、これまでも必要なかったのだが、そこは触れずにいてほしい。

　ルシアが一身に寵愛を受けていたので、ハーレムの多くの妃達は数少ない渡りの機会で確実に子をなそうと必死だった。そのため、クリスをなんとかしてその気にさせようと、この催淫剤が利用されていたのだ。

　ただ、この薬は効果が高い反面、副作用も大きい。容量を間違えると意識の混濁や判断力の低下、最悪の場合は死に至ることもあるのだ。飲んだ直後は平気なのに、数時間後に一気に症状が現れるのでより危険性が高い。

「危ないから、捨ててしまいましょう」

　アリスは小瓶のふたを開けるとそれを下水に流し、瓶はごみ箱に捨てる。すっきりとした気分で迎えの馬車のもとに向かった。




　馬車乗り場には、親友のケイトが見送りに来てくれた。

「アリス様、絶対に手紙送ってね」

「もちろんよ。ケイト様もお元気でね」

　まだ故郷からの迎えが到着していないケイトの首に、アリスは両腕を回して抱擁する。ハーレムにも夫にも何も未練はないけれど、仲よくなった友人と離れるのはとても寂しい。

「いつか、わたくしの国に遊びに来てね」

「ありがとう。アリス様もぜひわたくしの国に来て」

「絶対に行くわ！」

　アリスは力強く頷うなずく。このハーレムにいた七年間、アリスは様々な国から嫁いできた妃達と仲よくなり、彼らの故郷の話を色々と聞いた。ケイトは妃の中でも一番の親友だったので、彼女の故郷――ローラン国の話は特に印象に残っている。

　ローラン国は、ビクルス国の遥はるか北方に位置する。極寒の地にある国ゆえ、冬になると移動の馬車の車輪はそりに変わるとか、水が凍るので水路は地下につくるとか、色々な食べ物を凍らせて冬場はそれを少しずつ食べるとか、アリスの知らないことが盛りだくさんだった。

「アリス様が雷の日にちゃんと眠れるか、心配だわ」

「雷が鳴りそうな日は、窓を全部閉めて布団を頭からかぶって眠るわ」

「まあ、ふふっ」

　ケイトは力強く言うアリスを見つめ、くすくすと笑う。

　アリスがまだ幼い頃、庭の物置小屋に雷が落ちて火災が起きたことがある。耳をつんざくような爆音と、ピカピカと空から地面に走る閃せん光こう、それに、一気に燃え上がる物置小屋。あのときのことを思い出すといまだに恐怖で体が震えてしまい、ひとりだと不安でたまらなくなる。

　そんなアリスを心配して、ケイトはよく雷の日に一緒にいてくれた。

「元気でね」

「ええ。アリス様も、道中気をつけて」

　アリスは動きだした馬車の窓から顔を出し、徐々に小さくなるケイトに大きく手を振った。




＊　＊　＊




「――というわけで、戻ってまいりました」

　ここはアーヴィ国の王宮にある謁見室だ。故郷に戻ったアリスは、まず父であるアーヴィ国王に挨拶に行った。

「うむ。話はビクルス国の使者から大体聞いている。災難だったな」

　久しぶりに会う父は、アリスの記憶の中の姿よりも白髪が多くなっていた。七年という時の流れを感じる。

「ひとまず、ゆっくりと過ごすといい。今後のことはゆくゆく考えればよい」

「ありがとうございます。お心遣いに感謝いたします」

　アリスはお辞儀をして、父に感謝を伝える。

　アーヴィ国とビクルス国、両国の友好の印として王太子に嫁いだはずなのに、七年でハーレムを追い出され、戻ってきた娘。もしかしたら呆あきれられ、早々に出ていけと言われるかもしれないと覚悟していた。

　しかし、父からかけられたのは、優しい言葉だ。

「嫁ぐ前にお前が使っていた部屋は、今もそのままにしてある。そこを使いなさい」

「はい。かしこまりました」

　アリスはもう一度深々とお辞儀をしてから、部屋に向かったのだった。




　自室に戻ったアリスは、ソファーに座ってふうっと息をついた。

　ピンク色を基調にした小花柄のソファーは、結婚前にアリスが使っていた大のお気に入りの品だ。今も以前と変わらぬ姿をしており、アリスがいない間もこまめに掃除されていたのだとわかる。

　ふとベッドの上を見ると、見覚えのある大きなぬいぐるみが置いてあった。

「あら、懐かしい」

　ふかふかの大型犬のぬいぐるみは、アリスが小さなときに両親がプレゼントしてくれたものだ。いつも一緒に寝て、抱き枕にしていた。

　アリスはベッドの端に座ると、そのぬいぐるみを抱きしめてふかふかの毛並みに顔を寄せる。

「これからどうしようかしら？」

　通常であれば、異国に嫁いだ王女はその国に骨を埋うずめてくるものだ。アリスも、アーヴィ国には二度と戻ってこないと思っていた。

　出戻り王女など、異例中の異例なことだった。

　さらに、アリスは七年間もハーレムにいたのに一度も妊娠していない。

　そもそもまだ清い体なので妊娠しないのは当たり前なのだが、周囲はそれを知らない。ただ、嫁いでおきながら一度もクリスの手がつかなかったことを自分から公言するのは得策ではないとアリスは思った。

　なにせ四十三人も妃を迎え入れていた彼は、世間では女好きとして知られていたのだ。アリスが本当のことを話したとしても、信じてもらえるとは思えない。

　むしろ、アリスに何か問題があるのに弁解していると思われて、ますます分が悪くなるだけだろう。

「この状況だと、良家がわたくしを望むことはあり得ないわよね」

　アリスは背もたれに体を預け、天井を仰ぎながらつぶやく。

　貴族の当主に嫁いだ女性に一番期待される役目は、跡継ぎとなる子供を産むことだ。

　七年間の結婚生活でそれができなかったのだから、アリスを娶めとりたいという有力貴族はまずいないだろう。もしも申し入れがあるとすれば、子供をなす必要がない貴族、すなわち、すでに子供がいる当主の後妻ぐらいだろう。だが、後妻として王女が嫁ぐには外聞が悪すぎる。

「うーん」

　つまり、国にとって有益な名門貴族や他国の王族に嫁ぐことで王女として役に立つことは、難しそうだ。

「困ったわ。嫁ぐ以外で、国のためにお役に立てることって何かないかしら？」

　すぐに思いついたのは慈善活動をすることだった。ただ、本来であれば王女は有益な相手と結婚し、かつ慈善活動もするものだ。

　うーんと悩んでいると、トントントンとドアがノックされた。

「アリス。開けてもいいか？」

　聞き覚えのある声に、アリスはパッと顔を明るくして立ち上がる。やってきたのは思った通り、アリスの兄であるアーヴィ国王太子だった。少し茶色がかった金髪に深い緑色の瞳、いつも穏やかな表情は記憶の通りなのだが、年を重ねて大人の色香が増していた。

「ご無沙汰しておりました、お兄様。わたくしが嫁いでいる間にご結婚なさって、子供も生まれたそうですね。おめでとうございます」

「ああ。今夜、夕食のときに紹介しよう。彼女はトリスタ国から嫁いできた王女なんだ」

「トリスタ国……。たしか、北海に浮かぶ島国ですよね。優れた漁業技術があり、造船技術は世界有数だとか」

　アリスがいたハーレムには四十三人も妃がいたので、その中にはトリスタ国から来た女性もいた。彼女から故郷の話を聞いたときのことを思い出しながら、アリスは言う。

「そうなんだ。その造船技術をぜひとも我が国に取り入れたくて、こちらから政略結婚を打診した。しかし、よく知っているな？　トリスタ国は小さな国なのに」

　兄はずいぶんと驚いた様子だ。

「どこからそんな知識を？」

「えっと、ハーレムには色々な国出身のお妃様がいらしたので、彼女達から話を――」

「へえ。大したものだな」

　兄は感心したように言う。そのとき、閃ひらめいた。

（そうだわ！　これって、わたくしにしかない武器になるのではないかしら？）

　アリスはハーレムの妃達との交流で、多くの国の元王女と知り合いになり、祖国の様々な話を聞いた。クリスに相手にされないアリスは夜が暇だったので、暇つぶしに彼女達の祖国の言葉を学んだりもした。日常会話であれば複数の言語を喋しゃべることができるし、各国の王族に知り合いがいて人脈もある。

　こんな人材が他にいるだろうか。いや、いない！

　思いついたら善は急げ。アリスは早速兄に相談することにした。

「お兄様。いらっしゃって早々申し訳ないのですが、折り入って相談があります。わたくしの、これからのことです」

「アリス。心配しなくてもいい。お前は好きなだけここにいていいんだ」

　修道院にでも送られるとアリスが心配しているとでも思ったのか、兄は沈痛な面持ちで首を振る。

「ええ。ここにはしばらくいるつもりです。わたくし、決めました。外交官になります！」

「……はあ!?」

　兄のどこか間の抜けた声が、部屋に響いた。




　アリスが調べたところによると、外交官になるには国家試験に合格する必要があるらしい。

　出戻り王女がコネで外交官になったと非難されるのは本意ではないので、アリスはこの試験を自分も受けることにした。幸いにして、時間はたくさんあるのだ。兄や両親からは本気なのかと何度も聞かれたが、アリスの決意は今のところ揺らいでいない。

　そして、帰国して一カ月が経ったこの日、今日もアリスはペンを片手に、アーヴィ国の外務省が発行している試験対策の教科書と問題集を眺めていた。

「今日からシスティス国の単元か。ハーレムにシスティス国出身のお妃様はいらっしゃらなかったから、あんまりよく知らないのよね」

　システィス国はここアーヴィ国の北方に位置する国だ。冬場はとても寒く、氷点下が毎日のように続くという。降り積もる雪は、多いところだと家の屋根よりも高くなるのだとか。野菜を収穫できる時期が限られているため、寒さの中でも野菜を育てられる農業技術の開発が進んでいると書かれている。

　そして、システィス国の最大の特徴は、王家の直系男児にのみごく稀まれに発現するといわれる異能にあった。

　異能の種類は人それぞれだが、火・水・土・風・雷のいずれかの精霊の加護を得ることで発現しているため、そのどれかに紐ひもづいている。

　なんでも、火や風を自在に操るなど不思議な現象を起こすことができるのだとか。これは、精霊神と盟友だったシスティス国の初代国王が、その力を少しだけ分けてもらったためだといわれている。異能の発現時期は人それぞれのようで、五歳で発現した王子がいる一方で、二十歳近くなって発現した例もあるようだ。

　アリスはうーんと眉根を寄せる。

「そんな不思議な力、本当にあるのかしら？」

　噂には聞くけれど、アーヴィ国の王族はそんな異能を持っていないし、ハーレムにいた妃達にもそんな異能を持っている人はひとりもいなかった。

　実際に異能を使う場面を見た人がひとりでもいれば、信じざるを得ないのだが。

「システィス国の国王陛下といえば、たしか――」

　根を詰めて勉強していると、トントントンとドアをノックする音がした。アリスは「はい、どうぞ」と返事する。静かにドアが開くと、そこに立っていたのは、女官だった。

「アリス殿下。国王陛下がお呼びです。謁見室にいらっしゃるようにと」

「お父様が？　どうなさったのかしら？」

　アリスは呼ばれる心当たりがなく、首をかしげる。

「どこか深刻そうなご様子で、何か重要なお話があるようなご様子でした」

「深刻そうな様子で、重要な話……」

　ますますもって心当たりがない。部屋に引きこもって勉強ばかりしていないで奉仕活動にもっと行けとでも言われるのかと思ったが、深刻そうな様子をしていたのなら違うだろう。

（ここで考えていても正解はわからないし、ひとまずお父様のところに行くしかないわね）

　アリスは即座にそう判断する。

「わかったわ。伝言ありがとう。すぐに行くわ」

　アリスはすっくと立ち上がると、女官と共に謁見室へと向かった。




　謁見室には、アーヴィ国王である父と王妃である母の他に、王太子である兄もいた。さらに、父の傍らには宰相や大臣など、主要な臣下達も控えている。

（どうしてこんなに、皆さん集まっているのかしら？）

　理由はわからないが、この顔ぶれではよっぽど重要なことをこれから話すのだろう。アリスは背筋をピシッと伸ばし、姿勢を正した。

「お父様、お母様、お待たせいたしました。アリスでございます」

　アリスは父のいる玉座へと歩み寄ると、両手でスカートをつまみお辞儀をする。父は「うむ」と一言だけ答えた。

「アリス。実はお前に、結婚の申し込みがあった」

「わたくしに、結婚の申し込み？」

　出戻りの、しかも跡継ぎが望めないという、いわく付きの王女を娶ろうなど、ずいぶんと奇特な人物がいたものだ。叶うことなら、年齢は五十歳以下で特殊な性癖がない人だとありがたい。

「お相手は、どなたですか？」

　アリスはどきどきしながら、恐る恐る父に問いかける。

「システィス国の国王――ウィルフリッド・ハースト殿だ」

「システィス国のウィルフリッド・ハースト陛下……」

　国内貴族ではなく他国の国王、それも、ちょうど今さっき問題集を見ながら勉強していた国名が出てきて、アリスは驚いた。

「あの……国王陛下がわたくしを妃などに迎えてよろしいのでしょうか？　システィス国に後宮はなかったかと思うのですが」

　アリスは国王に問いかける。

　真実はともかく、アリスは周囲から〝子供をなせない〟という疑惑を持たれている。国王など、どんな貴族よりも跡継ぎが熱望される存在のはずだ。

　王族同士の政略結婚では、申し込み前に相手についての調査が行われる。ウィルフリッドは、アリスが七年間ハーレムに入っていたことや、その間に子供ができなかったことを把握しているはずだ。

「それが、システィス国が是が非でもと、お前を熱望されている」

「わたくしを熱望……」

　いったいなぜ？と思わざるを得ない。アリスは見た目が可愛らしいと言われることはよくあるが、絶世の美女ではない。それに、アーヴィ国が他国に比べて膨大な資源を持っているということもない。

　つまり、熱望される理由がないのだ。

　うーんと悩むアリスを見て、両親は顔を見合わせる。彼らも、なぜウィルフリッドがアリスを妻に望むのか、皆目見当がつかないのだろう。

「もしもお前が嫌なら、なんとか断ることもできる」

　父は心配そうな目で、アリスを見下ろす。

「断る？」

　システィス国は強大な軍事力を持ち資源も多い国なので、国際的な影響力が強い。断って関係が悪化したら、アーヴィ国にとってはかなりの痛手だろう。断るという選択肢は、極力避けたいはずだ。

「いいえ。わたくし、システィス国に参ります」

　アリスははっきりとそう言った。

　ビクルス国側の都合で一方的に離縁されたとはいえ、実家に帰されるという前代未聞の事態に巻き込まれてしまった。ただでさえ両親には迷惑をかけているのに、これ以上、自分が原因で迷惑をかけたくはない。

「アリス、本当にいいの？　ウィルフリッド陛下には気になる噂もあるわ」

　心配そうな顔をして口を挟んだのは、アリスの母である王妃だ。

「気になる噂？」

「ウィルフリッド陛下が国王と王太子を殺し、王座を手に入れたという噂よ。システィス国では〝冷酷王〟と呼ばれているとか」

　王妃は胸元でぎゅっと手を握り、アリスを見る。考え直したほうがいいと目で訴えている。

（国王と王太子を殺し――）

　それはまたずいぶんと物騒な噂だ。両親がアリスを心配するのも頷ける。

　しかし――。

「構いません」

　アリスは首を横に振る。

（気になる噂があるのは、わたくしも同じだし）

　アリスの〝気になる噂〟は子供を産むことができないのではないかという噂だ。

　王族に嫁ぐ女性が子供を産めないということは、すなわち世継ぎをつくれないということだ。

　そもそも子づくりをしていないのだからできるはずがないのだが、真実を知らないくせに好き勝手な憶測をまるで真実のように言う人は少なからずいるものだ。だからアリスは、ウィルフリッドの悪い噂も本当か疑わしいと思った。

　唯一の心残りは、せっかく外交官になろうと思い立って勉強を始めたのに、それが叶わなくなってしまうことだ。

　とはいえ、絶対に外交官になりたかったわけではなく、自分が役に立てそうな分野を探していたら外交官が目についたというだけのこと。これを理由に断るほどのものでもない。

　それに、アリスは外交官になるよりもシスティス国の国王に嫁いだほうが、直接的にアーヴィ国に恩恵をもたらすことができるだろう。

　王族同士の結婚は、準備に一年以上かかることも多い。システィス国について学び、かの国の王妃になる心の準備をする時間はある。

「このお話、ぜひ進めてくださいませ」

　アリスはそう言うと、にっこりと微ほほ笑えんだ。










◆　第二章　出戻り王女の再婚




　システィス国に婚姻申し入れに対する返事をしたのち、アリスの輿こし入いれの話はあれよあれよという間に進んだ。

　両国の外交官が調整を行った結果、アリスは半年後には、システィス国に嫁ぐことになったのだ。

（いよいよね）

　システィス国の女官達にウエディングドレスを着せられながら、アリスはどこか不思議な気分だった。

　一年前の今頃はビクルス国のハーレムにいたのに、今はシスティス国の王都にある大聖堂で王妃になるべく着飾っているなんて。人生とは何があるかわからないものだ。

　馬車の車窓から見たシスティス国の王都は、おとぎ話の世界のように可愛らしい街並みをしていた。

　大通りに並ぶ建物はパステルカラーで彩られ、見ているだけでわくわくする。一見奇抜に見えるこの外壁は雪でも建物を見えやすくするため、三角形の屋根の角度がやや急なのは雪下ろしせずとも雪が下に落ちるようにするためだと本で読んだ。

　そして、大聖堂も周囲の街並みになじむメルヘンチックな建物だった。ライトピンクの外壁に白で飾りが描かれており、まるで絵本の世界から出てきたようだ。

「アリス殿下。こちらを」

　着付けを手伝ってくれた女官が、トレーにのせたティアラを差し出す。真珠がちりばめられた、上品かつ豪華なティアラだ。少し屈かがむと、別の女官がそれを大切そうに両手で持ち、アリスの頭にのせる。

「とてもお綺き麗れいでございます」

　女官達はアリスを見つめ、満足そうに笑みをこぼす。

「ありがとう」

　褒ほめられて悪い気はしない。アリスは微笑んで女官達にお礼を言うと、鏡を見た。

（わあ、素敵）

　アリスは大きな目を瞬かせ、どこか不思議な気分で鏡に映る自分の姿を見た。

　蜂蜜色の髪は美しく結われ、白い花が飾られている。胸元には精緻なレース飾り、そして、腰から足元に向かって大きく広がるドレスは純白で、ところどころに花の飾りと真珠が縫いつけられている。

（まさか、またウエディングドレスを着ることになるなんて）

　王女として生まれた以上、結婚は一生に一度きりだと思っていた。それが、まだ二十二歳なのに二回目の結婚式を迎えようとしている。

「アリス殿下、そろそろお時間です」

「ええ、わかったわ」

　神官に呼ばれ、アリスは立ち上がる。

（たしか、〝冷酷王〟だったかしら？）

　ずいぶんと物騒な呼び名だが、それがアリスがこれから嫁ぐ男――システィス国王であるウィルフリッド・ハーストの別名なのだ。

　アリスがアーヴィ国で調べた限りだと、自分が王座に就くために異能を使って父親と兄を死に追いやったと噂されていることや、彼の異能が水や氷を操るものであることが、そう呼ばれるようになった理由のようだ。

（まあ、自分からわたくしとの結婚をお望みになったのだから、来て早々殺されることもないでしょう）

　全く怖くないかと言えば嘘になるが、アリスは曲がりなりにもアーヴィ国の王女だ。両国の友好の印として嫁いできた妻を切り殺すほど、ウィルフリッドは愚かではないだろう。




　神官に案内されながら、大聖堂の講堂へと向かう。エスコート役の父――アーヴィ国王と並んで講堂の入り口に立つと、ゆっくりとその扉が開け放たれた。

（わあ、素敵！）

　たしか、ステンドグラスというのではなかっただろうか。幾何学模様に嵌はめ込まれた色とりどりのガラスは日の光を浴び、大聖堂の内部を幻想的に照らし出していた。

　そして、祭壇の前にはひとりの長身の男が立っていた。遠目にも、銀色の髪の毛がきらきらときらめいているのがわかる。

　アリスは父に伴われながら、ゆっくりと足を進める。

　祭壇の前に立つウィルフリッドが振り返り、視線が絡まり合った。まるでアリスの心の奥底を見透かしてしまいそうな、深い青色の瞳だ。身長は高く、小柄なアリスとは頭ひとつ分以上違う。薄いグレーのフロックコートがとても似合っており、その色合いからまさに〝冷酷王〟という言葉が自然に頭に浮かんだ。

（綺麗な人）

　まるで、彫刻のように整った見目をしている。

　アリスはウィルフリッドの顔をじっと見つめる。

　しかし、ウィルフリッドはアリスから視線を逸らすように微かすかに目を伏せると、白い手袋をした右手を差し出した。アリスはそこに手を重ねる。

（大きいのね）

　同じ男性の手なのに、父とはずいぶん違う、ごつごつした大きな手だった。恐らく、普段から剣を握っているからだろう。

　ふたりが祭壇の前に並ぶ。厳かに式は進行し、最後に大司教が片手を天に向かって伸ばした。

「――ここに、ふたりが夫婦となったことを宣言します」

　参列者達が盛大に拍手をしてふたりの門出を祝う。

　アリスはちらりと横に立つ男をうかがい見る。

（今度はどんな結婚生活になるかしら？）

　アリスはステンドグラスから降り注ぐ光のシャワーに目を細める。

　願わくは、穏やかで幸せなものになればいいと思った。




　挙式のあとは来賓達を招いた披露宴が行われた。王宮内にある大ホールにたくさんの食事が並べられ、高級酒が振る舞われる。

「アリス様！」

　高たか砂さごにいるアリスとウィルフリッドに駆け寄ってきたのは、満面の笑みを浮かべた美しい女性だった。

「まあまあ！　こんなに可愛らしい方が我が国に嫁いできてくださるなんて……」

　女性はアリスの両手を握ると、感激したように見つめてくる。

　腰まである銀色の髪に、青空のような瞳。女神かと見まごうような完璧な美貌。既視感のあるその人を見て、アリスは『もしかして』と思う。

「姉上。アリスが驚いている。名乗ったらどうだ？」

　隣に座るウィルフリッドが呆れたように言う。

（やっぱり！）

　性別こそ違えど、目の前の女性はウィルフリッドとよく似ている。

「あら、失礼しました。わたくしはアメリア・バレー。ウィルフリッドの姉で、夫はバレー公こう爵しゃくよ。これから末永くよろしくお願いします」

　その女性――アメリアはにこりと微笑む。

「アーヴィ国より参りました、アリスです。こちらこそ、よろしくお願いします」

　アメリアに手を握られたまま挨拶をされ、アリスは彼女に微笑み返す。

（出戻り王女を娶ることを反対されていないか心配していたけど――）

　明らかに歓迎ムードのアメリアを見て、アリスはほっとした。とても優しそうな女性だ。緊張が緩み、自然と口角が上がる。

「本当に可愛らしいわ。こんな素敵な方がウィルに嫁いできてくれて、わたくし感激してしまって」

「姉上。アリスが困っているだろう」

「まあ！　わたくしったら嬉うれしすぎてつい」

　アメリアはハッとしたように握っていたアリスの手を離すと、照れを隠すように笑う。その様子に、アリスはほっこりとした。

「わたくしも、アメリア様のようなお姉様ができて嬉しいです」

「本当？　じゃあ、今度お茶をしましょうね。すぐにご連絡します」

「ええ、ぜひ」

　勢いよく話すアメリアに対し、再びウィルフリッドが「姉上。次の人が待っている」と窘たしなめる。

「わかっているわ。少しお待ちなさい。うるさくって嫌ね。アリス様、こんな弟ですけれど、愛想を尽かさずに何なに卒とぞよろしくお願いします」

「愛想を尽かすなんて、とんでもない」

　アリスは苦笑いする。ウィルフリッドはさっさと行けとばかりに、しっしっと手を振った。

「ようやく行ったか」

　アメリアの後ろ姿を見送りふうっとため息をつくウィルフリッドの様子に、アリスはくすくすと笑う。

「ふふっ。とても仲がよろしいのですね」

「これは仲がよいというのか？」

　ウィルフリッドは半ばうんざりしたような様子だが、アリスから見ればアメリアがウィルフリッドをとても大切に思っていることがよくわかった。

　次に挨拶に現れたのは、黒髪、黒い瞳の精せき悍かんな雰囲気の男性だった。まだ若く、ウィルフリッドと同じくらいの年頃に見えた。

「このたびはご結婚、おめでとうございます」

　男性は祝辞を述べると、アリスを見てにこりと笑う。

「妃殿下、はじめまして。私はロジャー・ポーターと申します。陛下の側近としてお仕えしております」

「まあ、そうなのですね。これからよろしくお願いします」

　アリスが会釈を返すと、ロジャーは意味ありげにウィルフリッドに視線を送る。

「陛下がぜひともアリス殿下を娶りたいと熱望された理由がわかります。とてもお美しくて――」

「ロジャー。余計なことを言うな」

　ロジャーが続けた言葉をウィルフリッドが遮る。これ以上喋ることは許さないとばかりに、ロジャーを睨にらみつけていた。

（陛下が熱望された？）

　たしか父からも『システィス国から熱望された』と聞いたが、理由に心当たりがなくアリスは不思議に思った。一方のロジャーは「はいはい」と笑う。

「では失礼します、アリス妃殿下。また」

　ロジャーは片手を上げてウインクすると、颯さっ爽そうと立ち去る。その後ろ姿を見送り、ウィルフリッドははあっと息を吐いた。

「ロジャーはポーター侯爵家の嫡男で、俺の側近をしている。幼いときからの友人だ」

「どうりで仲がよさそうだと思いました」

　アリスはふふっと笑う。そのとき、ウィルフリッドが来賓のほうを見て何かに気づいたような顔をした。

「叔お父じ上、叔お母ば上」

　ウィルフリッドが片手を上げると、四十歳前後に見える夫婦が近づいてきた。

「陛下、このたびは誠におめでとうございます」

　男性の挨拶に合わせ、横にいる女性も頭を下げる。

（叔父上って言っていたわよね。叔父上ってたしか――）

　事前に勉強していた、この国の王族に関する知識を思い出す。

「アリス、彼はノートン公爵だ。私の叔父上で、この国の宰相をしている」

　ウィルフリッドの言葉を聞き、アリスは『やっぱり』と思う。

　アリスはシスティス国へ嫁ぐことが決まってから、可能な限りシスティス国とウィルフリッドについて勉強した。たしか彼の叔父は、即位当時まだ幼かったウィルフリッドの補佐官として敏腕を振るい、今も宰相としてこの国の貴族に絶大な影響力を持っている。

　ちらほらと白髪が交じり始めたグレイヘアを後ろになでつけ、口元のひげを綺麗に整えた渋みのある男性だった。いわゆる、イケオジというやつだ。そして、傍らにいる艶やかな黒髪が印象的な美人は、彼の妻だろう。

「はじめまして、アリス妃殿下。宰相をしているヴィクター・ノートンです。こちらは妻のイリスです。以後お見知りおきを」

「はじめまして、ノートン卿きょう。イリス様」

　アリスは失礼がないよう、丁寧にヴィクターに挨拶を返す。

「陛下が急に結婚を決めて、驚きました。なんでも、アリス様は昨年までビクルス国のハーレムにいらっしゃったとか」

　イリスがにこやかな表情でアリスに尋ねる。

「え？」

「姉のルシアから聞きました」

　アリスは驚いて目を丸くする。ルシアとは、アリスの前夫――ビクルス国のクリスの寵妃だった女性だ。

「まあ、そうだったのですね。ちっとも存じ上げませんでした」

　扇で口元を隠しつつ、アリスは返事を返す。

（ルシア様の妹君が、システィス国の王弟殿下に嫁いでいたなんて）

　ルシアは近隣国の王女なのでその妹がシスティス国の王族に嫁ぐのはなんら不思議ではないのだが、思ってもみなかった縁に驚いた。

「本当に突然で驚きました。いったいどのようにして知り合われたのですか？」

　しおらしい様子で問いかけてきているように見えるが、アリスを見つめる目は興味津々といったところか。

（なるほどね）

　要は、ハーレム解散直後に面識のないウィルフリッドとの結婚を決めたアリスのことを、警戒しているのだろう。もしかすると、どこかの名家から娘を王妃に推してほしいとでも頼まれていたのかもしれない。

「祖国に戻って程なくして、陛下からの求婚をいただきまして――」

　どのようにも何も、結婚式が初対面だ。

　アリスがちらりと横を見ると、ウィルフリッドの鋭さのある青い瞳と視線が絡み合った。彼はノートン夫妻へと視線を向ける。

「ずっと昔ですが、ビクルス国で開催された舞踏会で一度だけアリスを見かけました。そのときの姿が忘れられずにいたところ、独身になったという噂を聞いて、いても立ってもいられずに求婚した次第です」

　ウィルフリッドが補足する。

（あら？）

　そんな話は初耳だ。アリスの立場が悪くならないように咄とっ嗟さにごまかしてくれたのだろう。

「なるほど。確かに陛下は数年前、ビクルス国に行かれていましたな。では、陛下が長らく結婚を渋っておられたのは、アリス様のことを思って？」

「想像に任せます」

　ウィルフリッドはどこか冷たさのある笑みを浮かべる。その態度は、これ以上この話題に触れることは許さないと言いたげに見えた。

「これは失礼いたしました」

　ヴィクターはウィルフリッドの意図に気づいたようで、話を終わらせる。

「では、私はここで」

「ええ。楽しんでいってください」

　ウィルフリッドはノートン夫妻の後ろ姿を見送る。彼らの背中が雑踏に消えたのを見届けてから、アリスはチラッとウィルフリッドのほうを見た。

「陛下、ありがとうございます。その……助けてくださって」

「構わない。私が急にこの結婚を決めたから、色々と気になるようだ」

「そうなのですね。あの……どうして――」

　どうしてウィルフリッドはアリスに求婚したのか。恐らく先ほどの一目惚れというのは、その場の作り話だ。

　アリス自身もずっと不思議に思っていたので本当の理由を聞こうとしたが、それは次に祝辞を述べようと近づいてきた来賓によって遮られた。

「おめでとうございます」

「ありがとうございます」

「このような美しい方が我が国に来てくださり、喜ばしい限りです」

「ありがとうございます」

　アリスはそのあとも、次々と祝辞を述べに来る来賓への対応に追われる。これが永遠に続くのではないかと思えてくるほどだ。

　ちらりとウィルフリッドを見ると、彼はなんの感情も見えない表情で賓客と会話している。

　国王だった父と王太子だった実の兄を殺害し国王の座を手に入れた冷酷な王。

　アリスは頭の片隅で、まことしやかに囁ささやかれているというウィルフリッドにまつわる黒い噂を思い出していた。




　挙式のあとの披露宴が終わっても、花嫁の一日は終わらない。一番の大仕事――初夜の儀が残っているのだ。

　披露宴会場から戻ったアリスを部屋の前で待っていたのは、年若い女性だ。黒いワンピースにエプロンを組み合わせた服を着ており、肩までの長さの茶色い髪はサイドを三つ編みにしていた。大きな目は水色で、年齢はアリスと同じか少し上に見える。

「はじめまして王妃様。本日よりアリス様の専属侍女を仰せつかりましたエマでございます。誠心誠意仕えさせていただきますので、よろしくお願いいたします」

「専属？　わたくしの？」

　アリスはきょとんとしてその女性――エマに問いかける。

「はい、そうです。あの……どうかなさいましたか？」

　エマはアリスの反応に不安を覚えたのか、恐る恐るといった様子で問いかける。アリスはハッとしてぶんぶんと首を横に振った。

「いいえ、なんでもないわ！　専属侍女がいるなんて知らなかったから、驚いただけよ。よろしく、エマ」

　アリスは喜色を浮かべ立ち上がると、エマに微笑みかける。

　ビクルス国のハーレムには四十三人の妃がいたが、それに対して世話役の女官は全部で十人もいなかった。そのうちふたりはクリスのお気に入りの妃――ルシアの専属のようになっていたので、実際は八人の女官で残り四十二人の妃を世話していた。

　とはいえ、女官達の手が回るはずもなく、多くの下級妃は自分のことは自分でやらなければならなかった。食事を厨房に取りに行くことや、掃除、洗濯など全てだ。

　大体の妃は自分の給金を使って人を雇うのだが、アリスは最下位の妃だったので給金自体も雀の涙で人を雇うことができなかった。だから、自分のことを自分でやった上で、他の妃のところに手伝いに行って女官もどきのことをこなし、小銭を稼いでいたのだ。

　そんな状況で七年も過ごしたアリスにとって、『専属侍女のいる妃』になることは夢のまた夢だったのだ。

　一方のエマは、アリスが彼女に不満を持っているわけではないとわかったようで、ほっとした様子だ。

「改めてよろしくお願いいたします。それではこれよりお仕えさせていただきますので、なんなりとお申しつけくださいませ。早速、夜のお支度をお手伝いさせていただきます」

　エマはにこっと微笑むと、外に控えていた屋敷の女官達に言って温かいお湯を湯船に張らせる。結い上げられたアリスの髪をその間にほどくと、てきぱきとドレスを脱がせてゆく。

　湯が溜まったら風呂で入念に体を清められ、香油をしっかりと肌に塗られた。

「アリス様。こちらをお召しになってください」

　着せられたのは、シルクで作られた寝間着だった。

　腰紐を兼ねたリボンを外せばすぐに脱げるような構造になっており、寝間着というにはやや心もとない。しかし、触り心地はなめらかで、上質なものであることはすぐにわかった。

　アリスは言われた通りにその寝間着を着る。そして、エマに案内されて内扉で繋つながった隣の部屋――寝室へと移動させられた。

「こちらが国王陛下ご夫妻の寝室でございます」

　エマがアリスに説明する。

　広い部屋の中央には天てん蓋がい付きの大きなベッドがあった。ベッドの脇には二人掛けのソファーセットとローテーブルが置かれ、その上にはピッチャーとグラス、それにちょっとしたおつまみもあった。

　照明は少し暗くされており、それが余計にこれからこの部屋で行われることに対する緊張を呼び起こす。

「それでは、私はここで失礼いたします」

「ええ、ありがとう」

　アリスがお礼を言うと、エマはお辞儀をして部屋を出ていった。

　ひとりきりになったアリスは、改めて部屋の中を見回して大きなベッドの端に腰かけた。

「大きなベッド」

　アリスがアーヴィ国にいたときに使っていたベッドもそれなりに立派なものだったが、この部屋にあるベッドはそれよりもさらに一回り大きい。長さだけでなく横幅もかなり広く、寝転んでみると、アリスの頭から足先まですっぽり収まってしまった。

　シーツに手を這はわせる。さらりとした上質なコットンは、とても優しい触り心地だ。

（今回は、いらっしゃるかしら？）

　一度目の結婚式の夜、アリスは夫の来訪を今か今かと待っていた。しかし、空が白み始めても夫が現れることはなく、虚しさだけが残ったのを覚えている。

「ウィルフリッド様か……」

　彼に関する黒い噂の真偽のほどはわからない。

　国王に即位した十三年前、ウィルフリッドは十二歳だったという。まだ子供だった彼が国王を務めるのは並大抵ではなかっただろう。たとえ叔父――ヴィクター・ノートンの支えがあったとしても。

（それにしても、まさか陛下の叔母上がルシア様の妹君だなんて）

　人の縁とは、どこで繋がっているのかわからないものだ。

「陛下、遅いな……」

　アリスは日中のウィルフリッドの様子を思い返す。

　冷酷王と呼ばれているなどと聞いたからどんな暴君かと覚悟していたが、アリスには普通の青年に見えた。今のところ、冷酷王の要素など微み塵じんも感じられない。

　ただ、どこか孤独を思わせる寂しげな瞳をしているのが気になる。

　時計を見ると、そろそろ日付が変わる時刻だ。結婚を祝う臣下達と話しているにしても、さすがに遅すぎる。

（まさか、今回も初夜にほったらかし？）

　今日のウィルフリッドの様子を見る限り、嫌われてはいないと思っていたのだが。

（もしかして、クリス殿下のときと一緒で、わたくしは陛下の好みのタイプではなかったのかしら）

　顔？　もしくは体？　まだほとんど会話もしていないのだから、性格ということはないはず。

　アリスは自分の体を見下ろす。

　胸は普通にあるのだが、着やせするタイプのようで、はたから見ると体型も子供っぽく見えるだろう。それに、童顔だ。

（わたくし、そんなに女性として魅力がないのかしら？）

　正直、二回も初夜に夫に放置されることになるとは思ってもみなかった。これでも、アーヴィ国では『花のように可憐な姫』と持てはやされていたのに。さすがにショックだ。

「水でも飲みましょう」

　アリスは気を紛らわせようと水差しからグラスに水を移し、それを一気に飲み干す。

（あら？　これ、もしかしてお酒？）

　水だと思ったものは、水ではなかった。気づいたときには時すでに遅し。

　急激に体温が上がり、頭がふわふわする。

「うふふっ。二回も初夜すっぽかしを食う王女なんて、世界広しといえどわたくしだけではないかしら？」

　なんだか妙に楽しくなってきて、アリスは再びグラスに酒を注ぐとぐびっとそれを飲んだ。

　ふわっとあくびが漏れる。今回の輿入れは昨晩遅くにシスティス国に到着し、翌朝には結婚式と披露宴を行うという強行軍だった。実を言うと、もうくたくただ。

「……ちょっとだけ寝ましょう」

　アリスはベッドの端に横になる。意識はすぐに、闇にのまれた。




◇　◇　◇




　日中、ウィルフリッドは浮かない表情で、新郎の控え室にいた。

　大きな鏡には、銀色の髪を丁寧にセットされ、すっきりとした身なりの彼が映っている。だが、その表情は、おおよそ今日結婚式を迎える新郎のものではない。

　結婚など、一生するつもりはなかった。

　だが、王妃が空席になっていることで王妃選びを勧めてくる貴族、もっと言うと自分の縁者を王妃に推薦する貴族が跡を絶たず、政権運営に悪影響が出てきたので娶らざるを得なかったのだ。

　当初ウィルフリッドは、集まってきた縁談の中から当たり障りのない相手を選ぶつもりだった。しかし、国内の貴族勢力に影響を与えないことや、王妃にふさわしい立ち振る舞いができることなど諸々考えて、結果的にアリスを迎えることになった。

「陛下。そろそろ時間です。王妃様は神官が呼びに行きました」

「ああ、わかった」

　ウィルフリッドは呼びに来た側近――ロジャーに返事をすると目を閉じる。そのまま息を吐き、目を開けるとすっくと立ち上がった。

（行くか）

　ウィルフリッドがアーヴィ国に対し、王女を妃に娶りたいと打診したのは半年ほど前のこと。ビクルス国のハーレムが解散され、各国の王女が祖国に戻ったという情報を得たすぐあとだった。

　ウィルフリッドの決定に臣下達は驚き、出戻り王女など娶るべきではないと反対する者も多かった。しかし、それを押しきったのは他でもないウィルフリッド自身だ。

　ウィルフリッドがアリスを見かけたのは、三年ほど前のことだ。

　たった一度だけ、それも、直接言葉を交わしたわけでもない女性。そんなアリスをウィルフリッドがよく覚えていたのには、理由がある。




　――ビクルス国のパーティーに招かれたときのこと。

『大丈夫ですか？』

　少し離れた席から女の声が聞こえてそちらを見ると、小柄で可愛らしい雰囲気の若い女が横に座っている貴婦人に声をかけていた。

　貴婦人は四十過ぎぐらいに見え、衣装から判断するに賓客だ。対する若い女はまだ十代のようで、ビクルス国の伝統衣装を着ていた。蜂蜜色の艶やかな髪に髪飾りをつけ、大きな黄金色の瞳がイエローサファイアのようで印象的だった。

『これ、すごく硬いのよ』

　貴婦人は、慣れない異国の料理――海え老びに戸惑っているように見えた。

『海のない国では海産物は見慣れないですよね。これは、殻からをむいて中だけを食べるのですが――』

　若い女はビクルス語ではない言葉を流ちょうに操りコミュニケーションをとると、周囲を見回す。そして、一番近くにいたメイドに海老の殻を外して食べやすくすることと、ふかしたイモを持ってくるように伝えていた。

（なんでふかしたイモなんだ？）

　そんなウィルフリッドの疑問は、すぐに解決する。どうやら、貴婦人の祖国の主食がふかしたイモで、おかずとイモを一緒に食べる風習があったようだ。

　貴婦人は大層感激して感謝の言葉を伝えていたが、女は照れくさそうに『気になさらないでください』と笑っていた。

　なんとなく彼女が気になり、そのあともちらちらと見ていた。彼女は別の来賓と別の言語を使って楽しげに話し、相手の国について熱心に質問していた。

（ずいぶんと、他国に対する知見があるのだな）

　彼女は少なくとも、ビクルス語以外に二カ国語を流ちょうに話し、諸外国の風習や文化についてもよく知っているように見えた。事前に勉強したのかもしれないが、それでも大したものだ。

（彼女は何者だ？）

　普段、女を気に留めることなどまずないのに、彼女のことはなぜか気になった。それとなく様子をうかがっていると、女と話していた賓客が『アリス様はどこの国のご出身なのですか？』と尋ねるのが聞こえた。

『アーヴィ国です。クリス殿下に嫁いで、もう四年になります』

　女はにこにこしながら答える。それで思いがけず、女がアーヴィ国出身の王太子妃――アリスであることを知った。

（ビクルス国の妃達はこんなにレベルが高いのか？）

　驚いたウィルフリッドは、たまたま近くに座っていた別の妃に声をかけた。しかし、その妃は他国のことはおろか、嫁ぎ先のビクルス国のことすらろくに勉強していないようで、アリスが特別優秀なのだと察した。

　そして二年が経過し、ウィルフリッドはまだ結婚していなかった。

『陛下。今日もこんなにたくさんの釣書がきましたよ。もう、一番好みの女で――』

　ロジャーはうんざりした様子で見合いの提案を持ってくる。その数は日に日に増えており、結婚を渋るのもそろそろ限界であることはわかっていた。

（ロジャーの言う通り、当たり障りのない女で手を打つしかないか）

　縁者を妃にさせようとする貴族達の間でいさかいが起こり、政権運営にも影響が出始めている。これ以上先延ばしするのは、得策ではない。

　ビクルス国の王太子――クリスが失脚しハーレムを解散、妃は全員祖国または実家に戻されたという情報が入ってきたのは、そんなときだった。

　すぐに思い出したのは、ビクルス国のパーティーで見かけたアリスのことだ。

（全員が祖国に戻されたということは、彼女もアーヴィ国に戻っているはず）

　ウィルフリッドは少し逡しゅん巡じゅんしてから、ロジャーに告げる。『結婚を申し込みたい王女がいる』と。

　出戻り王女であるアリスは、恐らくもう良縁を望めないだろう。しかし、ウィルフリッドは博識な彼女は王妃にするにはちょうどいいと思った。それに、他国の王女である点も国内貴族の勢力図に影響を与えず、都合がいい。

　一部の臣下は、アリスには子供を産めない疑いがあるとして、大反対した。だが、ウィルフリッドはそれらの意見を全て一蹴し、宰相のヴィクターもウィルフリッドの意思を尊重すべきだと彼を支持してくれた。

　子供を持てないことは、全く問題ない。なぜなら、ウィルフリッドは一生、子供など持つつもりがないのだから。

　父と兄を死に追いやった自分の血など、絶えてしまえばいい――。




　多くの来賓が見守る中、結婚式は大聖堂で行われた。

　新婦となるアリスを迎えるべく、ウィルフリッドは祭壇の前に立つ。

（彼女はどんな気持ちで嫁いでくるのだろう）

　ウィルフリッドにはその即位の経緯から、ひどい悪評がある。その噂を聞かれたら断られるだろうと覚悟もしていたが、アーヴィ国からの返事は【ぜひこの話を進めたい】という前向きなものだった。

（もしかすると、祖国で厄介者扱いされているのかもな）

　異国の王族に嫁いだ王女が出戻ってくるなど、滅多にない話だ。厄介者扱いされても不思議ではないから、システィス国からの結婚の打診は渡りに船だったのかもしれない。

　アーヴィ国王に伴われて三年ぶりに再会するアリスは、あのときと変わらず小柄で可憐な女性だった。実年齢の二十二歳よりも少し幼く見え、それが庇ひ護ご欲よくをそそる。

　純白のウエディングドレスを身にまとった彼女は可愛らしく、そして美しかった。

　アリスは緊張からかこわばった表情でウィルフリッドを見つめる。怖がられているのかと思ったウィルフリッドは、敢あえて彼女から視線を逸らした。差し出した手に重ねられた手は、力を入れれば骨が砕けてしまいそうなほど華きゃ奢しゃで、とても小さかった。

　披露宴が終わったあと、ウィルフリッドは私室ではなく自分の執務室に向かった。緊急の仕事など何もないが、寝室に行くのは気が進まないのだ。

　仕事の書類を確認しながら、はあっとため息を吐く。

（きっと、怒るだろうな。もしかすると、泣かれるかもしれない）

　これからアリスに話さなければならないことを考え、ウィルフリッドの気持ちは重くなる。

「陛下。そろそろ寝室に行かれてはどうですか？」

「ああ、この資料を読み終えたら行く」

「でもその資料、さっきも読んでいましたよね？」

　鋭い指摘を受け、ウィルフリッドはうっと言葉に詰まる。

　ロジャーはじとっとした目でウィルフリッドを見ている。

　彼は古くから王家に仕えるポーター侯爵家の子息で、文武両道の優秀な側近だった。ときおり辛口になるのが玉に瑕きずだが。

「初日にほったらかしはまずいでしょう。王妃様は陛下にないがしろにされていると周囲に受け取られ、立場が悪くなる可能性があります」

「彼女をないがしろにするつもりなどない」

　ウィルフリッドはキッとロジャーを睨にらみつける。

「では、今すぐ寝室に行ってください。一目惚れしたお相手が嫁いできたというのに、ヘタレですか」

「は？　誰が一目惚れだ」

「一目惚れではないのですか？　臣下の反対を押しきってアリス妃を娶ったのですから」

「…………」

　確かに臣下の反対を押しきったが、一目惚れではない。彼女の持っている能力と、他国の王女であるという立場に惹ひかれただけだ。

　ロジャーは黙り込んだウィルフリッドのそばに歩み寄ると、ひょいっとその手から書類を取り上げる。

「何をする！」

　ウィルフリッドはロジャーを睨む。

「こちらの資料は特に急ぎではございません。陛下、よい夜を」

　ロジャーはウィルフリッドを見下ろし、にこりと微笑む。

　ウィルフリッドは再びはあっと息を吐き、寝室へと向かったのだった。




　寝室に到着したウィルフリッドは、そっとドアを開ける。室内は薄暗く、シーンと静まり返っていた。

「アリス？」

　ウィルフリッドは室内に向かって、新妻の名を呼びかける。しかし、返事はない。

（まさか、いない？　俺の噂を聞いて、逃げ出したか？）

　新婚初夜に花嫁が失踪、という嫌な想像が頭をよぎる。自らいなくなったのか、誰かに連れ去られたのか、どちらにしても一大事であることに変わりはない。

「どこだ？」

　室内を見回して、ベッドの上に人影を見つけた。

　ウィルフリッドはゆっくりと歩み寄る。

「寝ているのか？」

　アリスはベッドの端で小さく丸まり、すやすやと眠っていた。

　ふとベッドサイドに置かれたローテーブルを見ると、メイドによって用意された蒸留酒がコップに注がれていた。蒸留酒の瓶の中身は、半分ぐらいなくなっている。

「まさか、これをひとりで飲んだのか？」

　この酒はやや特殊なもので、アルコール度数はかなり高い。体の小さい女性がこれだけ飲めば、かなり酔いが回るはずだ。

（まさか、初夜にひとり酒をあおり、先に寝てしまうとは……）

　先ほどまで、怒りだしたらどうしようか、泣きだしたらどうしようかと様々なシチュエーションに備えて心の準備をしてきたのに、どれも当てはまらない。このパターンは想定していなかった。

「おい、起きろ。話がある」

　ウィルフリッドはアリスの肩を揺する。すると、横向きに丸まっていたアリスが「うーん」と言って仰向けに寝返りを打つ。薄うっすらと目を開けたアリスは、ウィルフリッドを見るとへらっと笑った。

「陛下。いらっしゃったのですね。よかった。今回は来てくれて」

「今回は？」

　ウィルフリッドはアリスの言葉の意味がわからず、困惑する。アリスは両腕を伸ばしてウィルフリッドの首に回すと、ぎゅっと抱きついてきた。

「おいっ」

　ウィルフリッドは慌てる。アリスに引っ張られる形でベッドに倒れ込み、慌てて起き上がろうとするとアリスの腕に力がこもった。

「わたくしの抱き枕、取らないで！」

「は？」

「ふふっ、あったかい」

　幸せそうに微笑むアリスはウィルフリッドの首筋に頬ずりする。

「……抱き枕？」

　抱き枕とはなんのことだろうか。まさか、ウィルフリッドを抱き枕と勘違いしている？

　アリスに抱きつかれたままベッドに横たわるウィルフリッドは、そっとそこから抜け出そうとする。しかし、少し離れるとすぐにアリスがぎゅっと抱きついてきて離れられない。

（まさか、朝までこのままか？）

　またしても、ウィルフリッドの想定外の状況だ。

　ウィルフリッドは自分にしっかりと抱きつくアリスの顔をうかがい見る。長いまつ毛に縁どられた目はしっかりと閉じられており、すーすーと規則正しい寝息を立てている。

「参ったな。勘弁してくれ」

　ウィルフリッドは、はあっとため息をつく。

　とても眠れそうにない。長い夜になりそうだ。




◇　◇　◇




　ふと、瞼まぶた越しに眩まぶしさを感じた。薄らと目を開けると、朝日が部屋に差し込み、壁紙を線状に照らしている。

「もう朝？」

　心地よい布団の温かさに、アリスはまどろむ。なんだか昨晩はぽかぽかしていて、とても寝心地がよかった。きっと、ちょうどいい抱き枕があるおかげだ。

　アリスは再び目を閉じ、抱き枕に体ごと絡みつくと頬擦りをする。

「アーヴィ国の姫君は可憐な見た目によらず、ずいぶんと大胆なのだな」

　頭上から笑いを含んだ低い声がして、アリスはハッとした。

（抱き枕が喋った？）

　驚いてがばっと起き上がると、そこは見慣れない部屋だった。

（え？　わたくし……）

　横にいる男に驚き、室内にアリスの悲鳴が響き渡った。




　数分後、アリスは平身低頭でその男――ウィルフリッドに謝罪をしていた。

「本当に申し訳ございません。なんとお詫び申し上げればいいか――」

　ようやくしっかりと目を覚ましたアリスは、自分の失態に驚愕した。

　昨日システィス国に嫁ぎ王妃となったというのに、酒に酔い寝落ちした。さらに、寝ぼけてすっかりそのことを忘れ、知らない部屋で見知らぬ男が横に寝ていると完全に勘違いして、あろうことか大絶叫したのだ。

　悲鳴を聞きつけた衛兵や女官達が何事かと部屋になだれ込み、アリスがさらなる悲鳴を上げたのは言うまでもない。

「まさか初めての朝に、顔を見るなり妻に悲鳴を上げられるとは思ってもみなかった」

　ウィルフリッドはふっと笑う。

「いえ、あの――」

　アリスの背中をつーっと嫌な汗が伝う。

　だって、ひとりで寝ていると思ったら隣に人がいたのだ。驚くなというのは無理だと思う。

「昨晩はあんなに強く俺を求めてきたというのに、ひどい話だな」

「へ？」

　ウィルフリッドは青い瞳でアリスを見つめたまま、意味ありげに口の端を上げる。その瞬間、アリスは自分が首まで赤くなるのがわかった。

（強く求めた？　わたくしが？　本当に？）

　あり得ないことに、全く記憶がない。アリスにとって、正真正銘初めての夜なのに！

　しかし、今朝の密着度や服のはだけ方を考えればそういうことがあったとしても不思議ではない。そして、ウィルフリッドとアリスは夫婦なのだから、ごく自然な行為である。

「もしかして、覚えていないのか？」

「まさか！　覚えております。しっかりと覚えております」

「本当に？」

　本当は一切覚えていないが、覚えていませんなどと言えるはずがない。

　ウィルフリッドがスッと目を眇める。

「本当に、印象深い夜だった」

「ええっと……」

　アリスは言葉に詰まる。どんなふうに印象深かったのか、皆目見当もつかない。

「抱き枕にされたのは、人生で初めてだ」

「抱き……枕……？」

　抱き枕……。確かに昨晩は、お気に入りの抱き枕を使っていた記憶がある。あの抱き枕は、抱き心地が最高なのだ。

　アリスはチラッとベッドの上に視線を走らせる。

（ないわ）

　アリスの真横にあったはずの抱き枕がどこにもない。よくよく考えてみれば、あの抱き枕は祖国に置いてきたのだから、ここにあるはずがないのだ。

　ということは――。

（もしかして、抱き枕じゃなくってウィルフリッド陛下だったの!?　わたくしったら、何やってるのー！）

　サーッと血の気が引くのを感じた。ばちっとウィルフリッドと目が合い、アリスは気まずさからなんとかこの場をやり過ごそうと、へらっと笑う。ウィルフリッドは「まあ、いい」と言って、はあっと息を吐く。

「この結婚に当たって、きみに伝えておかなければならないことがある」

「はい」

　ウィルフリッドの態度にこれから重要な話が始まると悟ったアリスは、背筋を伸ばして姿勢を正す。

「アリスを王妃に迎えたのは、きみの力を利用したいと思ったからだ」

「え？　力とは？」

　アリスには特別な力はない。なんのことを言われているのか戸惑い、アリスは聞き返す。

「以前たまたまきみがいる社交パーティーに参加したことがあり、諸外国に関する知識が豊富で語学力も堪能であることを知っていた。それに、アーヴィ国は面積こそ小さいものの、多くの国と国境を接している物流の拠点で、経済的にも潤っている。だから、政治的利用価値があると判断して結婚を申し入れた」

（ああ、そういうこと）

　政治的利用価値があるから結婚を申し込んだと言われて、すんなりと納得した。どうして自分が望まれたのか、アリス自身も不思議だったから。

　それに、一度目の結婚もアーヴィ国とビクルス国の関係強化のための政略結婚だった。アリス以外の多くの妃達も、祖国の国益になるために嫁がされてきた女性だった。

「この結婚で、愛は望むな。子供も望むな。それ以外のものは、可能な限り融通するように善処しよう」

　感情のこもらない冷ややかな視線を向けられ、アリスは胃の辺りがぎゅっとなるのを感じた。

「きみには申し訳ないと思っている。だが、この結婚を撤回するつもりはない」

　淡々と語られるその言葉に、どこか他ひ人と事のように耳を傾ける。

（きっと、ウィルフリッド様は誠実なお方なのね）

　王族にとって政治的利用価値を求めて結婚することなど、よくある話だ。だがそれでも、夫が自分を愛してくれると信じ、裏切られ、絶望する王女は多い。

　そんな中、ウィルフリッドは愛も子供も望むなと最初にはっきりアリスに宣言した。

『きみに一目惚れした』などと調子のいい言葉でごまかされるよりも、よっぽど気持ちがいい。

　つまり、彼がアリスに求めているのは政治的価値の発揮だ。世継ぎはそのうち愛人にでも産ませるつもりなのかもしれない。

　愛より国益を優先させるウィルフリッドの判断は、国王としては正しいものだ。国として有益ならば、ひとりの女性の人生を踏み台にするくらいの冷徹さがなければ、国王など務まらない。

（あら？　待って……）

　アリスはそこでふと気がついてしまった。

（これって、わたくしが元々目指していた人生プランそのものじゃない？）

　アリスはウィルフリッドからの縁談がこなければ、一生独身で外交官として身を立てようと思っていた。王女と王妃、それに国の違いはあれども、自分の知識を生かして国のために尽くすという点は共通している。

（うん、悪くない結婚生活だわ）

　なんといっても、ウィルフリッドは愛と子供さえ望まなければその他は可能な限り希望を叶えるように善処すると言ってくれた。これ以上にない好条件と言ってもいい。

「承知いたしました」

　アリスはその場に座ったまま、一礼する。

「このアリス・ハースト、必ずや陛下の期待に応えてみせましょう！」

　アリスは胸に手を当て、声高々に宣言したのだった。










◆　第三章　出戻り王女は役に立ちたい




　アリスがシスティス国に来て一カ月が過ぎた。

　ここに来てからの生活はとても穏やかで、周囲の多くの人々が歓迎してくれているのが彼らの態度からわかる。

　ウィルフリッドとは白い結婚で仮面夫婦だけれども、そのことについては初日にしっかりと説明されているので文句を言うつもりもない。

　彼は自分から進んでアリスに話しかけてくることはないが、アリスから話しかければ無視せずに耳を傾けてくれるし、食事への同席を拒否することもない。

「おはようございます、陛下」

　朝食の席でウィルフリッドに挨拶をする。彼はちらりとアリスを見て「ああ」と答えるとすぐに目を逸らした。

「先日エマが部屋に花の蕾つぼみを生けてくれたのですが、今朝それが咲いたんです。黄色くて綺麗なお花でした」

「そうか」

　ウィルフリッドはいつも、素っ気ない一言しか返してくれない。けれど、アリスの両親も母がお喋りしているのを父は静かに聞いているだけのことが多かったので、ウィルフリッドの反応の薄さもさほど気にならなかった。

「そうそう、わたくしが自由に書物や資料を見られるように陛下が手配してくださったので、先日王宮内にある図書室に行ってまいりました。とても懐かしい本があって――」

　初日の『可能な限り融通する』という言葉通り、ウィルフリッドはアリスの行動を制限することもなく、自由に過ごさせてくれている。

　つい先日も彼は、アリスが読みたい資料を自由に読めるように手配してくれた。だから最近は、いろんな資料や本を読んで過ごしていることが多い。

　つまり、ここでの生活はとても快適なものだった。




　この日、アリスはシスティス国の現在の施策について理解を深めようと、宰相のヴィクターのもとへ向かった。

「おはようございます、王妃様」

「おはよう」

「王妃様、ごきげんよう」

「ごきげんよう」

　廊下を歩いていると、王宮内の女官や騎士、文官達が立ち止まり、アリスに頭を下げる。きっちりと挨拶をする彼らに笑顔で返事をしながら、アリスは内心で感動していた。

（わたくし、ちゃんと王妃様として扱われているわ！）

　臣下が王妃に挨拶をするなど基本中の基本で当たり前のことだが、なにせ一度目の結婚で最下級の妃だったアリスは侍女同然の生活を送っており、女官達にもないがしろにされる存在だった。こんなふうに大切に扱ってもらったことなどなかったので、感動もひとしおだ。

（こんな素敵な環境を与えてくださるなんて……。陛下には深く感謝しないと！）

　衣食住も揃そろっているし、行動を制限されることもない。まさに理想的な環境だ。

（これは、なんとしてもしっかりと王妃の役を務め上げて、恩返しをしないと）

　そのためにはまず国の状況をしっかりと把握する必要がある。

　目的の部屋――ヴィクターの執務室に到着すると、アリスに気づいた衛兵がすぐに中に来訪を知らせに行った。ほどなくして、ドアが開かれる。

「ごきげんよう、ノートン卿。今少しいいですか？」

「これは王妃様。今日はいかがなさいました？」

　ヴィクターはすっくと立ち上がると、アリスのほうに歩み寄る。

「先日お借りした医療福祉についての資料、とても勉強になりました。今日は、最新の議会の資料と議事録を確認させていただきたくって」

「かしこまりました」

　ヴィクターは執務室の一角に設置された本棚に歩み寄ると、そこからひと綴つづりの書類を取り出す。

「こちらでございます」

「ありがとう」

　アリスは書類を受け取りながら、笑顔で答える。

　表紙に書かれた議題一覧をざっと眺めると、新たな国道整備計画や春の農作物の地域別収穫状況、それに一部地域で発生した大雨の影響など様々なことが書かれていた。

　アリスはぱらぱらと報告書をめくる。

「ノートン卿の領地は先日の大雨で大きな被害がなくて幸いでしたね」

「ええ。地理的によかったようです」

　先日、王都の南に位置する地域で広範囲の大雨が降った。アリスが小耳に挟んだ情報ではバケツをひっくり返したような豪雨だったそうで、農地が冠水したり、民家が浸水する被害が複数発生したようだ。

　ノートン公爵家の領地も王都の南側にあるのでこの豪雨が降ったはずなのだが、大きな被害がなかったのは不幸中の幸いだ。

「……それにしても、王妃様は本当に勉強熱心ですね」

「はい。早く皆様のお役に立ちたくって」

　ウィルフリッドがアリスに求めているのは、王妃として役に立つこと。だから、可能な限り期待に応えたいと思っている。

「では、こちらはお借りしますね」

　アリスは片手で書類を持ち上げると、ヴィクターの部屋をあとにした。




　部屋に戻る道中、開放廊下から見える訓練場で騎士達が剣の訓練をしているのが見えた。その傍らに、見覚えのある後ろ姿を見つけてアリスは足を止める。

「陛下だわ」

　長身で美しい銀髪のウィルフリッドは、遠目でも目立つ。アリスは書類を胸に抱えて開放廊下から外に出る階段を駆け下りると、彼に近づいた。

「陛下、ごきげんよう」

　ウィルフリッドに呼びかけると、それに気づいた彼はちらりとアリスを見る。

　しかし、すぐに不機嫌そうに眉根を寄せ、ふいっとそっぽを向く。

（あら。そっぽ向かれちゃった）

　ウィルフリッドはあからさまにアリスに何かを言ったり行動の制限をしたりはしないが、一歩彼の懐に踏み込もうとすると途端に拒絶するような態度を見せる。

　代わりに「あれ？」と声を上げて近づいてきたのは、側近のロジャーだった。

「アリス妃、いったいどうなさいました？」

「訓練中に申し訳ございません。あそこの廊下から、陛下のお姿が見えたので」

　アリスは先ほどまで歩いていた開放廊下を指さす。

「へえ。陛下の姿が見えたからここに？」

「はい、そうです」

　アリスは笑顔で頷く。

　仮かり初そめの夫婦であろうと、アリスはウィルフリッドと良好な関係を築きたいと思っている。だから、タイミングを見つけてはウィルフリッドと交流を図るように心がけていた。そうすることで彼の人となりを理解できたらと思っているからだ。

　ロジャーはわかりやすくにやにやした顔でウィルフリッドを見るが、彼は迷惑そうに眉間にしわを寄せるだけだ。ただ、出ていけとは言われないのでここにいてもいいのだろうと、アリスは勝手に判断した。

「陛下は騎士の皆様の訓練に立ち会われるのですね」

　アリスはウィルフリッドに一歩近づき、話しかける。ウィルフリッドは一言だけ「ああ」と低い声で、答えた。

「すごい迫力ですね」

「我が国が誇る精鋭達だ」

　ウィルフリッドが彼らを見つめる眼まな差ざしは、どこか誇らしげなものだ。その眼差しから、彼がこの騎士達に強い信頼を置いていることがわかった。

　会話が途絶える。気を使ったロジャーが今度はアリスに質問してきた。

「アリス妃はいったい何をしていたんですか？」

「わたくしは、ノートン卿のところに資料を借りに行ってきました」

「資料？」

「はい。先日の議会の資料と議事録です」

　アリスは胸に抱えている資料をロジャーとウィルフリッドに見せるように、少しだけ持ち上げる。

「今度は議事録か。また、どうしてそんなものを？」

　ウィルフリッドが訝いぶかしげにアリスに尋ねる。

「どうしてって……わたくしがこの国の役に立つためには、今の国の状況や施策を理解しておく必要があります。議会の資料や議事録を確認することは、そのための有効な手段だと思ったのですが」

「なるほど。それで、何かわかったか？」

　ウィルフリッドに問いかけられ、アリスは顎に手を当てる。

「先日読んだ医療福祉の資料に記載されていた、『国が助成する治療をあらかじめ指定して国民全員がある程度の医療を受けられるようにする』という施策は、とても興味深かったです。ただ一方で、それらの助成に莫大な国費が使われるでしょう。一部の予算を使って予防医学に取り組んでもいいのではないかと」

「予防医学？」

「はい。ハーレムにいた際に聞いた話なのですが、医療先進国として有名な国では、国民全員に幼少期にこまめな手洗い、うがいをすることを教え込むそうです。それを始めてから、疫病の流行が顕著に減少したとか」

「なるほど。それは興味深いな」

「かの国の王女殿下と知り合いですので、詳しく話を聞くこともできるかと思います。もしご希望でしたら手紙を書いてみますので、ご指示ください」

　ハーレムにいた際の人脈は、アリスにとってかけがえのない財産だ。それが役に立つなら、手紙のひとつやふたつすぐに書くつもりだった。

「そうだな。もし本当にそんなに効果があるなら、取り組む価値はある。公式な打診をする前に、知見を持つ者を紹介してもらって軽く話を聞けないか聞いてもらっていいか？」

「もちろんです」

　アリスはこくこくと頷く。

　ウィルフリッドがアリスに何か頼み事をするなんて、これが初めてかもしれない。アリスの人脈が役に立つなら、これ以上に嬉しいことはない。

「ところで陛下。わたくし、町に行ってみたいのですが、よろしいですか？」

「「町に？」」

　ウィルフリッドとロジャーが同時に、驚いたように言う。

「はい。国民の生活を知るには、実際に彼らの生活を見て話を聞いてみたくて」

　アリスはおずおずと彼らを見上げる。

（だめかしら？）

　ビクルス国では、妃はハーレムから出ることを禁じられていた。

　その習慣からこの一カ月はおとなしく城内で過ごしていたが、色々な資料を読むにつれて、実際に国民の生活を見てみたいという思いが強くなっていた。とはいえ、アリスはシスティス国の王族のしきたりにまだあまり詳しくないので、もしかしたら常識破りなことを言ってしまったかもしれないと不安になる。

「なるほど」

　ウィルフリッドは考えるように視線を宙に向ける。

「では、案内兼護衛の者をつけよう。それでいいか？」

「はい！　ありがとうございます」

　こんなにすんなり許可が出るとは思っていなかった。アリスは笑顔で頷いたのだった。




　数日後、ウィルフリッドは約束通り、アリスの外出に案内兼護衛の騎士をつけてくれた。

　アリスはまず、馬車で中心街へと向かった。ここの馬車通りがシスティス国一の繁華街だとヴィクターに教えてもらったからだ。道の両脇にはたくさんの店が軒を連ねており、そこかしこから客引きの呼び声が聞こえてきた。

「とても賑やかね」

　馬車を降りたアリスは、同行しているエマに話しかける。

　この国に嫁いでくる日も馬車でこの道を通ったはずだが、緊張していたせいかほとんど覚えていない。

　アリスはゆっくりと歩きながら、店頭に並んでいる商品を眺める。品揃えが豊富で、人々が豊かな暮らしを送っていることがよくわかった。

「システィス国は今から秋にかけてが、一年で最も賑やかな季節なんですよ」

「一年で一番賑やか？」

「はい。システィス国の冬はとても寒いので、特に雪の日は皆外に出ようとしません。だから、冬場は人通りがぐっと減ります」

「なるほど。そういうことね」

　アリスが生まれ育ったアーヴィ国は冬も比較的温暖なため、季節による人出の差はない。国によってこうも違うのかと、とても興味深い。

　しばらく歩くと水路があり、それを越えるといくつもの民家が並んでいるのが見えた。

　民家の窓や戸が全て二重構造になっているのは、寒さを防ぐためだ。それに、各民家の脇には、物置程度の小屋らしき建物があった。

「あ、あれはもしかして――」

　システィス国について調べたとき、各家庭には地下貯蔵庫があるのが一般的だと書かれているのを見た記憶がある。そこに越冬用の食料や燃料を蓄えておいて、冬の間に少しずつ使うという記載を見た。

「ねえ、エマ。もしかしてあれは、地下貯蔵庫への入り口？」

「はい、そうです。よくご存じですね」

　エマはびっくりした様子だ。

「やっぱり！　本で読んだの」

　アリスは笑みをこぼす。勉強したものを実際に目にするのは、なんだか嬉しい。

　その後、アリスは中心地から馬車で十分ほどの場所にある、城下で一番大きい救貧院に向かった。

（思ったより立派なのね）

　アリスは二階建ての建物を眺める。思っていた以上に清潔感のある立派な施設で驚いた。

　今日アリスが訪問することは事前に知らせてあったので、すぐに院長が迎えに出てきた。

「ようこそいらっしゃいました、王妃様」

「押しかけてごめんなさい。どうしても、民の暮らしぶりを一度見てみたくて」

「いつでも歓迎します」

　院長は口元に笑みを浮かべる。

「先日も、陛下がいらっしゃいました」

「陛下が？」

　アリスは意外に思って聞き返す。

「はい。年一回は、必ずいらっしゃいます。問題がないかご自身の目で確認されるのです。いつもご多忙の中、数十分もの時間を割いてくださって、感謝しております」

「へえ」

　ウィルフリッドは国王だ。福祉以外にもやらなければならない仕事が盛りだくさんで、非常に忙しい。年に一度、数十分とはいえ、かなりの負担になるだろう。

（わたくしも、頑張らないと）

　アリスは決意を新たに、救貧院を見て回る。そこには、様々な事情で住む家を失った人々が暮らしていた。

　一階部分は食堂や集会室、就労支援のための訓練をする部屋などがあり、二階は八人部屋の居室が並んでいる。

「何か困っていることはない？」

　アリスは施設で働く女性に話しかける。

　女性達は顔を見合わせてから、おずおずと口を開いた。

「冬になると、水に不自由するので困っています」

「水に？」

　アリスは聞き返す。

　今日町を見た限り、システィス国の王都には水路が張り巡らされており、水の設備は整っているように見えた。アリスが今暮らしている王宮でも水路から水を引いており、いつでも新鮮な水が汲くめるようになっている。

「王妃様はここの冬がとても厳しいことはご存じですか？」

「ええ」

　実際に体験したことはないが、とても寒いということは書物や人から聞いた話で知っている。

「冬になると、水路の水はカチコチに凍ってしまって水を使いたくても使えなくなるのです」

「凍ってしまって？　じゃあ、その間はどうしているの？」

　アリスは驚いて尋ねる。

「積もっている雪や氷を溶かして使います。ただ、気温が低いので水に戻すのにも一苦労で」

「それはそうよね」

　アリスは頷く。

　水を使いたいときに雪を取りに行くといっても、吹雪ふぶきの日などは外に出るのも一苦労だろう。それに、雪を溶かすのにも時間がかかるし、手も冷たいはずだ。

（なんとかできないのかしら……）

　水路にお湯を流しても、すぐに冷めてしまうから無駄だろう。もっと根本的な改善策を……と考えているときに、ふとビクルス国のハーレムにいたときに一番の仲良しだった妃――ケイトが何気なく話したことを思い出した。




　――ハーレムにある妃用の共同風呂で、一緒にお風呂に入っていたときのこと。

『ビクルス国は、お湯が豊富で贅沢ね。わたくしの故郷は寒いから、こんなにたくさんのお湯を沸かすのは大変だわ』

　ケイトは湯船に満たされたお湯を手で掬すくい、しみじみと眺めた。

『そうなの？』

『ええ、寒いと水温も低いから、お湯にするのも一苦労なのよ。水路は地下につくるのだけど、それでも冷たいものは冷たいもの』

『地下に水路を？　どうして？』

　不思議に思ってアリスは尋ねる。

『地面の温度は気温よりも高いから、水が凍るのを防ぐことができるのよ』

『なるほど！』

　すごい技術もあるものだと、アリスは驚いたのだった――。




（水路が凍らないように、地下につくる……。そうよ、これよ！）

　ケイトは寒さの厳しい国――ローラン国の出身で、彼女の祖国はここシスティス国と同様、冬は氷と雪に閉ざされる。そのローラン国でうまく機能しているのなら、システィス国でだって同じ技術が適用できるはずだ。

（早速、陛下に相談してみましょう）

　冬は嫌でもやってくる。工事の期間を考えると、着手は早いほうがいい。




◇　◇　◇




　アリスがウィルフリッドを訪ねてきたのは、午後の会議が終わってちょうど執務室に戻ったタイミングだった。

　会議資料を読み返していると、トントントンとドアをノックする音が聞こえた。

「なんだ？」

「陛下。お妃様がお越しです」

「なんだと？」

　執務室の入り口を守る衛兵からアリスの来訪を知らされ、ウィルフリッドは訝しく思った。アリスが日中ウィルフリッドの執務室を訪ねてくることなど、滅多になかったから。

「ごきげんよう、陛下」

　衛兵の後ろからちょこんと顔を出したのは、アリスだ。小柄なので体格のよい衛兵の陰に完全に隠れている。

「ご相談があって少しだけお時間をいただきたいのですが、よろしいでしょうか？」

「相談？」

　ウィルフリッドは聞き返す。

「はい。もしご都合が悪いようでしたら、夜でも構いません」

「いや。今聞こう」

　アリスがわざわざ訪ねてきたからにはきっと重要な用事なのだろうと判断したウィルフリッドは、執務室に置かれたソファーに座るよう彼女に勧める。アリスは素直にそこに座った。

「それで、相談とはなんだ？」

「本日は護衛の騎士の手配をありがとうございました」

　アリスはまず、ウィルフリッドが護衛の騎士を約束通り手配したことに対してお礼を言う。

「町に行ったところ、市民から冬場に水路が凍りついてとても不便しているという話を聞きました」

「ああ、そうだな。毎年のことだ」

　ウィルフリッドは頷く。だから、ウィルフリッドは真冬に町を視察する際は、ついでに自分の異能を用いて水路の氷を溶かすようにしている。それでも、すぐにまた凍ってしまうので焼け石に水だが。

「システィス国と同様に寒さが厳しいローラン国では、水路を地下につくって冬場も凍らないようにする技術があるそうです。我が国にその技術が使えるかどうかはわかりませんが、検討する価値はあるのではないかと」

「地下に水路？」

　その発想はなかった。確かに冬場の地温は地上より高く、滅多なことでは氷点下まで下がらないはずだ。もしも冬場も水路が使えるようになれば、市民生活の利便性は格段に上がるだろう。

「それは興味深い話だ。だが、地下に水路などつくったら地上で陥没が起きて今とは違う不便が発生する可能性がある。実現にはしっかりとした検討と、十分な知見と技術を持った者の指導が必要だ。ローラン国はそうやすやすと、技術者を他国にやらないだろう」

「確かにそうですね」

　アリスは考えるように口元に手を当てると、しばらく黙り込む。

「では、ローラン国にも相応のメリットがあると提示して、交渉するのはいかがでしょう？」

「相応のメリット？」

「はい。我が国にはあってかの国にはないものがあります」

　アリスはウィルフリッドを見つめると、自信ありげに口の端を上げた。

「我が国にあってかの国にないものとは？」

　ウィルフリッドは興味を覚え、アリスに尋ねる。

「農業技術です」

　システィス国は寒冷地域に位置するため、寒さの中でも野菜を育てるための様々な技術が開発されていた。

　一方、ローラン国は野菜を雪の下に保存して少しずつ使っているという。雪の下に保存した野菜も悪くはないのだが、寒い時期にも栽培できる技術が入れば少なからず国の財政と食卓の豊かさに影響を与えるはずだ。

「水路技術と、農業技術か。なかなか面おも白しろい」

　ウィルフリッドが前向きな返事をしたので、アリスはパッと表情を明るくする。

「では、早速ローラン国に手紙を書きます。かの国の王女は、わたくしの親友なのです――」

　アリスは役に立てることが嬉しいのか、花が咲いたような笑みを浮かべた。
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　アリスが剣の訓練を見学してからひと月ほど経ったある日。ウィルフリッドが夕食の場に行くと、アリスがにこにこしていた。アリスはいつもにこにこしているのだが、今日はいつも以上に機嫌がよさそうに見える。

「陛下」

　呼びかけられ、ウィルフリッドはアリスを見る。

「ローラン国に出した手紙の返事がきました。まずは担当者間で協議の場を設けたいと、とても前向きな回答です」

　アリスは手に持っていた手紙をウィルフリッドに差し出す。ウィルフリッドはそれを受け取ると、素早く文字を追う。

　それは、アリスが言っていた通り、ビクルス国のハーレムにいた時代の友人からのようだった。アリスの結婚への祝辞から始まり、自らは国内貴族と結婚が決まったことや、最近あった出来事、それに、アリスからの水路技術に関する要望に対してぜひとも前向きに交渉を開始したいと王太子も考えているという旨が書かれていた。

「では、早速文官を派遣する手配を進めよう。両国とも冬は寒さが厳しくて移動が難しい。協議をするなら、秋までがいいだろう」

「はい。よろしくお願いします」

　アリスは嬉しそうに頷く。そして、何かを思い出したかのように宙に視線を投げた。

「そういえば、今日また救貧院に行って院長と話してきました。彼らに働く意思はあるものの、そのすべを備えていない。それゆえ、多くの場合は法外に安い賃金と劣悪な環境下で長時間酷使され、逃げ出してはまた救貧院に戻ってくるそうです。わたくし、この問題を解決するために職業訓練と連携した仕事斡あっ旋せんの制度をつくりたいです」

「職業訓練と連携した仕事斡旋？」

「はい。以前、聞いたことがあるんです。仕事をする技術を教え込み、さらに彼らを雇ってくれる場所を公的に紹介する。一見すると費用ばかりかかって手間に見えるかもしれませんが、結果的に労働力の増加、経済の活性化に繋がり、国としては得するんだそうです」

「それもハーレムで聞いたのか？」

「はい、そうです。すっかり忘れていましたが、今日救貧院の院長と話していたら思い出しました」

「なるほど」

　ウィルフリッドは考える。アリスの言っている提案は、一理ある。それに、失業率の低下は国民の生活満足度の上昇と税収の増加に寄与する。

「労務省の大臣に伝えておこう」

「はい、ぜひ！」

　笑顔でアリスは頷いた。




　食事を終えると、アリスは私室に戻り、ウィルフリッドはその日の状況に応じて執務室に戻ったり私室に戻ったりするのが常だ。

　その日も一時間ほどで食事を終えると、ふたりはそれぞれの部屋に戻ろうと立ち上がった。

　そのとき、外から「ドッカーン！」と大きな音がした。

「雷か」

　ウィルフリッドは外を見る。すでに暗くなった空がピカッと光るのが見えた。

　特に気にせずにそのまま部屋に戻ろうと思ったそのとき、アリスの様子がおかしいことに気づいた。顔が真っ青で、小刻みに震えている。

「おい。体調でも悪いのか？」

「いえ。大丈夫です」

　そう言って首を左右に振るが、明らかに様子がおかしい。

（いったいどうしたんだ？）

　そう思った次の瞬間、外から再びドッカーンと音がした。

「きゃああー！」

　アリスは両腕で頭を抱え、その場にしゃがみ込む。

（もしかして――）

　ウィルフリッドはアリスと視線を合わせるようにしゃがむ。

「雷が苦手なのか？」

「申し訳ございませ……きゃーっ」

　再び雷が落ちる轟ごう音おんが響き、アリスは悲鳴を上げる。間違いなく雷が怖いようだ。

「どうすれば落ち着く。いつもはどうしていたんだ？」

「ハーレムでは仲のよい妃が、雷が収まるまでずっと一緒にいてくれました」

　ウィルフリッドは眉根を寄せる。ここはハーレムではないので、彼女と仲のよい妃などいない。

「あの……お構いなく。陛下はお戻りください」

　アリスはへらりと笑うが、普段は白い肌が今は真っ青だ。小刻みに震えているし、強がっているのは明らかだった。

（見ていられないな）

　ウィルフリッドは、はあっと息をつくと、「行くぞ」と言ってアリスを両腕で抱える。初めて抱き上げるアリスは、小柄なこともあって想像以上に軽かった。

「へ、陛下!?」

　アリスは動揺したように叫び、顔を赤くする。

「今日はもう少しアリスと話したい気分だ。リビングに行こう。あそこなら、ここより音が聞こえにくいはずだ」

　王宮の中には、国王の家族が過ごすためのリビングルームも設けられている。ウィルフリッドはアリスを抱きかかえたまま、そこに向かった。

「申し訳ございません……」

「構わない。耳でも塞いでおけ」

　ソファーに座らせると、彼女の両耳を塞ぐように抱き寄せる。アリスは抵抗することなく、ウィルフリッドにぴったりと寄り添う。

「本当に、よっぽど雷が怖いんだな。昔からそうなのか？」

「小さなとき、目の前で雷が落ちるのを見て……。物置小屋があっという間に火に包まれて、本当に怖かったんです」

「そうか……」

　小さく震える姿が、まるで小動物のようだ。

　ウィルフリッドはアリスを安心させるように、ぽんぽんと背中を叩いてやる。すると安心したせいか、しばらくすると規則正しい寝息が聞こえてきた。

「寝てる？」

　屈託のない寝顔を見ると、アリスがこの国にやって来た日の初夜のことを思い出す。自分でも、ずいぶんとひどいことを言ったという自覚はある。

（アリスはなぜ、そんなにもこの国に尽くそうとするんだ？）

　国の利益になると思って、政略結婚を申し込んだのはウィルフリッドのほうだ。しかし、こんなにも色々なことに自主的に取り組んでくれるとは思っていなかった。

　結婚に対する風除よけに、人前に出しても恥ずかしくない程度の妃がいればそれでいいと思っていたのだ。

　それに、ウィルフリッドが結婚式の翌朝にアリスに告げたことは、彼女が怒っても仕方がないような、ひどいことだ。しかし、アリスは一切怒ることなく、むしろ積極的にウィルフリッドに笑顔で接し、色々な提案をしてくれる。

（今日はどんなことを話してくれるだろうか）

　そんなことを思って、改めて自覚する――。

　アリスと話すのが楽しみになったのはいつからだろうか。

　アリスの頭をそっと撫なでるウィルフリッドは、自分でも気づかぬうちに口元に微笑みを浮かべた。
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　真綿に包まれるような温かさにまどろみながら、アリスはゆっくりと目を開ける。

（あら、わたくし……）

　いつの間に寝てしまったのだろう。体を少し起こして目を瞬かせると、至近距離から「起きたか」と声がした。びっくりして顔を上げると、こちらを見る青い瞳と視線が絡む。

「へ、陛下？」

　なぜウィルフリッドがここにいるのか。もっと言うと、なぜこんなに密着した状態なのか。

　状況が理解できず、アリスはただウィルフリッドを見つめたまま体を硬直させる。

「雷はやんだ。俺は行く」

　ウィルフリッドはアリスを支えるように背中に回していた腕を外すと、すっくと立ち上がる。

　その後ろ姿を見送りながら、段々と記憶がよみがえってきた。

（雷？　そうよ、雷！）

　夕食を終えたタイミングで大の苦手の雷が鳴り始め、アリスは気分が悪くなった。それを見かねたウィルフリッドが、彼女を抱えて音が聞こえにくいリビングルームまで連れてきてくれたのだ。

（たしか、ソファーに座って寄り添ってくれて――）

　そこから記憶がない。ということは、恐らくそのまま寝てしまったのだろう。

　壁際に置かれた置き時計を見ると、三十分ほど寝てしまったようだ。

（陛下、わざわざずっとそばにいてくださったのかしら？）

　アリスが寝た時点で、彼女ひとりを残して自分は部屋に戻ることもできたはずなのに。

（きっと、わたくしが怖がっていたからよね？）

　それ以外に、ウィルフリッドがずっとアリスのそばにいた理由を思いつかない。

　アリスは胸の前でぎゅっと手を握る。

　ウィルフリッドは普段、アリスとの間に一線を引くような態度をとるくせに、いざというときには優しい。

（陛下についての噂って、本当なのかしら？）

　父親と兄を殺すような人が、こんなふうに優しさを見せるものなのだろうか。

　日に日に、彼の黒い噂についての違和感は募るばかりだった。










◆　第四章　出戻り王女は初デートする




　この日、アリスはウィルフリッドの姉であるアメリアに招かれて、バレー公爵家を訪問していた。

　バレー公爵家は七十年ほど前に王家から分かれた公爵家だ。初代当主はウィルフリッドとアメリアの曾そう祖そ父ふの弟で、元々は離宮だった建物を今は屋敷として使っている。

「アリス様！　よくいらしてくださいましたね」

　朗らかな笑みを浮かべてアリスを出迎えたのは、バレー公爵夫人であるアメリアだ。

「はい。ご招待ありがとうございます」

　アリスはアメリアに向かって、丁寧にお辞儀をする。

「あら、そんなにかしこまらなくっていいのよ。さあさあ、奥に案内するわ。アリス様とお茶をするのが楽しみで、新しいティーセットを揃えたのよ」

　アメリアはご機嫌な様子で屋敷の奥へと案内する。

　ちょうど廊下に飾られていた、美しい庭園の絵が目に入った。花が咲き乱れる庭園のガゼボに、少女が座っている。

「素敵な絵ですね」

「ええ。城下にある王立庭園よ。十年くらい前に描かれたもので、夫の妹をモデルにしているの」

　アメリアの説明を聞きながら、アリスはその絵をまじまじと眺める。油絵具を幾重にも重ねて描かれた絵画は明るい色調で、見ているだけで楽しくなる。

「アリス様は花が好きなの？」

「花も好きですが、絵が好きなんです。よく、宮廷画家が絵を描いているのを眺めていました」

「へえ」

　アメリアは興味深げに目を輝かせる。

　通された部屋は、大きな暖炉がある客間だった。テーブルには焼き菓子からフルーツまで様々なスイーツが並べられ、花が飾られている。それだけで、アメリアがこのお茶会の準備に心を砕いてくれたことがよくわかる。

「アリス様、夫から噂を聞きましたよ。なんでも、ローラン国の王族との伝つ手てを使って地下水路の技術提供の約束を取りつけたとか。すごいわ」

　紅茶が振る舞われてすぐ、アメリアが話題を振る。

「ええ、そうなのです。ローラン国の地下水路の技術を我が国にも導入できないかと思って。ウィルフリッド様にご相談したら、話がスムーズに進むようにお力添えくださいました」

「まあ、ウィルが」

　アメリアは嬉しそうに相槌を打つ。アメリアは公式の場ではウィルフリッドを『陛下』と呼ぶが、プライベートの砕けたときは愛称の『ウィル』と呼ぶのだ。

「ところで、最近ふたりはどうなの？　どこかにデートには行ったの？」

「え？」

　にこにこしながら尋ねられ、アリスは言葉に詰まる。

　アリスはお飾りの王妃なのだから、デートなど行くはずがない。ただ、アメリアはそのことを知らない。

　アリスの戸惑った表情から、アメリアはすぐに今の状況――いまだに距離感の遠い夫婦であることを悟ったようだ。スッと目を据すわらせる。

「まだデートのひとつも誘わないなんて、信じられないわ。何やっているのかしら、あの子！」

「あの」

「こんなに可愛らしいのだから、うかうかしていると愛想を尽かされてしまうってわかってないのかしら！　ああ、本当にもう！」

「アメリア様？」

　ぶつぶつと独り言を言い出したアメリアに、アリスは困惑気味に話しかける。

「アリス様。あの愚弟の気が利かないばっかりに、申し訳ないわ。わたくしがしっかり言い聞かせておきますから、安心なさって！」

　アメリアは片手を胸に当て、声高々に宣言したのだった。




「――なるほど。それで、この手紙というわけか」

「申し訳ありません……」

「いや、いい。アリスが悪いわけではない」

　はあっと息を吐くウィルフリッドを、アリスは恐縮しつつ見る。

　てっきり冗談かと思っていたが、アメリアはアリスとのお茶会のあとに本当にウィルフリッドに手紙を出したようだ。

　ウィルフリッドによると、この手紙がウィルフリッドのもとに届いたのは、一時間ほど前のこと。バレー公爵家の使者が、アメリアからの大事な手紙だと言って持ってきたらしい。

　姉から『重要』と赤字で書かれた手紙が届けば、ウィルフリッドとて目を通さざるを得ない。手紙には、新妻をデートに誘わないとはけしからんという説教が綴られていたらしい。

「具体的には、なんと？」

　アリスは恐る恐る、ウィルフリッドに尋ねる。

　ウィルフリッドは無言で、一枚の紙を差し出した。アリスはその紙に書かれた文字に視線を走らせた。




【ウィルへ　可愛い妻が一生懸命王妃として頑張っているのに、慰労のデートにも誘わないなんてどういうつもりなの？　お姉様はあなたをそんな気の利かない子に育てた覚えはありません！　アメリアより】




　予想以上に直接的な説教の手紙だったので、アリスはその内容にびっくり仰天した。

「育てるも何も、姉上とはひとつしか違わないんだが」

　ウィルフリッドは、ぼそりとつぶやく。

「そ、そうですよね」

　ウィルフリッドの母は産後間もなく、父と兄は彼が十二歳のときに亡くなっている。残された家族の中ではアメリアが年長者であることに間違いはないのだが、育てるというのは少々言いすぎに思える。

「あの、陛下。どうぞお気になさらずに」

　アリスは眉根を寄せたままのウィルフリッドにおずおずと告げる。

　アリスは自分がお飾りの妃であることを理解しているし、ウィルフリッドが忙しいこともわかっている。彼を邪魔しようという気は一切ないのだ。

　ウィルフリッドはアリスをちらりと見て、ふむと考え込む。

「いや、行こうか。姉上おすすめの場所があるようだ」

「え？」

「姉上のことだから、行き先の施設にはすでに我々が行くと伝えて根回ししているはずだ。国王夫婦が来ると思って意気込んで待っていたのに、誰も来なかったら彼らは少なからず意気消沈するはずだ」

「それはそうですね」

「だろう？　それとも、俺と出かけるのが嫌か？」

　ウィルフリッドは頬杖をついて、アリスを見つめる。

「いいえ、ちっとも！　ぜひ一緒に出かけたいです！」

　アリスは身を乗り出して答える。その勢いに圧倒されたのかウィルフリッドは少し目を丸くして、ふっと笑みを見せる。

「では、決まりだな。楽しみにしておこう」

　ウィルフリッドはそれだけ言うと、すっくと立ち上がってアリスの部屋を出ていく。アリスは呆ぼう然ぜんと、その後ろ姿を見送った。

（今、笑った？）

　いつもしかめっ面しか見せないウィルフリッドが、ほんのわずかだけど笑ってくれた。

　なんだかそれが、とても嬉しいことのように感じられた。
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　約束のデートの日、アリスはエマにより入念に着飾らされていた。

「あの……エマ？　今日はずいぶんと髪を結うのに時間がかかっているのね」

「だって、今日はデートですよ？　陛下とのデート！　これが気合いを入れずにいられましょうか」

　エマはぐっと拳を握ると、フンと鼻から息を吐く。

　アリスも最近知ったのだが、エマは元々アメリアの侍女だったそうだ。アリスが嫁いでくると知ったアメリアがぜひこの人をと推薦して、アリスの侍女になったという。

　だから、エマとアメリアは今でも親交があり、アリスとウィルフリッドのデートのことも情報が筒抜けだった。

　エマはアリスの髪の毛をサイドから編み上げ、ハーフアップにした後ろの結び目に花を模した細工の髪飾りをつける。そして、編み上げのところどころにも同じ花の小さな飾りをつけた。

「さあ、できましたよ」

「ありがとう。これで陛下の横に立っても恥ずかしくないわね」

　今日着ている服は、今持っている衣装の中で特にお気に入りの一着だ。

　淡い水色のワンピースで、裾にはレースの飾りが、腰の部分にはリボンがついている。町歩き用なので決して華美ではないのだが、さりげなくあしらわれた飾りのおかげで清楚に見えるのだ。

「元々恥ずかしくなんてありません。今日はいつも以上にお美しいので、陛下も惚れ直すことでしょう」

　惚れ直すも何も、元々惚れられていない。けれど、エマに褒められ悪い気はせず、アリスははにかむ。

　ちょうど準備が終わったタイミングで、トントントンと部屋をノックする音がした。

「……準備はできたか？」

　ドアの向こうに立っていたのはウィルフリッドだった。アリスを迎えに来てくれたようだ。

「はい、できております。陛下にお迎えのご足労をおかけしてしまい、申し訳ございません」

　アリスはウィルフリッドのほうに駆け寄る。ウィルフリッドはアリスを見ると、少し驚いたような顔をした。

「あの、何かおかしいでしょうか？」

　ウィルフリッドの反応に、アリスは不安になる。

「いや……似合っている。では、行こうか」

「はい」

　ではなぜ驚いた顔をしたのだろうと不思議に思ったが、ウィルフリッドはそれ以上言う気がなさそうだ。ふたりは並んで廊下を歩きだした。

「今日は晴れてよかったですね」

　王宮の開放廊下から空を見上げ、アリスはウィルフリッドに話しかける。

　システィス国は今、短い夏が終わりを告げて秋を迎えようとしている。この季節は曇りがちで雨の日も多いのだが、今日は珍しく爽さわやかな晴れで雲もほとんどない。

「ああ、そうだな」

　ウィルフリッドは頷いた。

「昨晩は、今日の外出が楽しみすぎてあまり眠れませんでした。陛下はよく眠れましたか？」

　アリスは隣を歩くウィルフリッドに話しかける。

「俺は元々眠りが浅く、ほとんど寝ない」

「そうなのですか？」

　アリスはびっくりして聞き返す。毎晩ぐっすり眠るアリスとは大違いだ。

「寝ないと体調を崩しやすくなります。あまり無理しないでくださいね」

「いつものことだ」

　ウィルフリッドはなんともないことのように、言い放った。




　馬車に乗り込むと、軽快な足音を立てて馬が走りだす。

「今日はどこに行くのですか？」

　アリスはわくわくしながら、ウィルフリッドに問いかけた。

「姉上からは、城下にある美術館のチケットをもらったのだが――」

「まあ、美術館ですか！　実はわたくし、絵を見るのも描くのも大好きなんです」

　アリスは目を輝かせる。

　昔から、絵を見るのも描くのも好きだった。小さな頃は、宮廷画家の後ろをちょこまかとついていっては一緒に絵を描こうとして、よく両親に呆れられたのを覚えている。

　アメリアやエマにはそのことを少し話していたので、ウィルフリッドに美術館を勧めてくれたのかもしれない。

　美術館には馬車に揺られること十五分ほどで到着した。国立美術館の名にふさわしい重厚なつくりの建物は、白亜の城のようだ。入り口の左右には石の彫刻が置かれている。ひとつは鎧よろいを着た騎士、もうひとつは来訪者に語りかけているかのように見える女性の像だ。

　内部は外国の美術品とシスティス国の美術品がそれぞれ年代順に展示されていた。

　アリスはその一つひとつを興味深く眺める。中にはアーヴィ国出身でアリスの知っている画家の作品もあって、懐かしさを感じた。

「この辺りからはシスティス国の作家の作品なのですね」

　最後の展示室で、アリスは室内を見回す。風景画、特に雪景色が多いのは、システィス国の冬が長いことが影響しているのだろう。

「あ！　もしかしてこれはロウーノの作品ではございませんか？　独特の世界観のリトグラフで多くの書籍の挿し絵を手がけた――」

　その中に見覚えのある特徴の絵を見つけ、アリスはウィルフリッドに話しかける。

　ロウーノは近年活躍しているシスティス国出身の画家で、油絵も描くが有名なのはリトグラフだ。多くの書籍で採用されており、彼が挿し絵を手がけた本は必ずベストセラーになり入手困難になる。

「よく知っているな？」

「はい。彼の絵が大好きなので――」

　そこまで言ったアリスは、ちょうど目に入った大きな油絵を見て言葉を止める。

（あら？）

　椅子に座る精悍な雰囲気の男性の横に利発そうな少年が立ち、その前に可愛らしい女の子と男の子が立っている。男性は隣に立つ少年の肩に手をのせていた。子供達は全員、銀色の髪に青い瞳をしている。

（これって……アメリア様とウィルフリッド様？）

　確信はないが、女の子と男の子の顔に、なんとなくアメリアとウィルフリッドの面影があるような気がする。ウィルフリッドと思われる男の子はこちらを見つめ、満面の笑みを浮かべていた。彼がアリスに今まで一度も見せたことがないような笑顔だ。

「陛下。これって――」

「だいぶ時間も経った。そろそろ戻るぞ」

「あ、はい」

　ウィルフリッドの家族について聞く、いいきっかけだったのに、途中で遮られてしまった。ウィルフリッドの態度に『その話題に触れるな』と言いたげな雰囲気を感じた。

　アリスは今さっき見た、家族の肖像画を思い返す。

（以前はあんなふうに笑っていらしたのかしら？）

　アリスが知るウィルフリッドは表情が乏しく、どこか人に一線を引いたような、周囲を拒絶する雰囲気を持つ。彼が今のように変わってしまったのは、何か理由があるのだろうか。

　聞きたいけれど、なんとなく聞きにくい。




　アリスは帰りの馬車に乗り込み、ウィルフリッドと向かい合って座る。

　動きだした拍子にガタンと馬車が大きく揺れ、進行方向に向かって後ろ向きに座っていたアリスはバランスを崩す。

「きゃっ」

「大丈夫か？」

　前方に倒れそうになった体をウィルフリッドに抱きとめられて、アリスはドキッとした。

「申し訳ございません」

「気にしなくていい。今日の馬車は小さいから揺れるな」

　ウィルフリッドは特に気にしている様子もなく、窓の外を眺める。

「陛下。今日はお忙しい中、美術館に連れてきてくださりありがとうございました」

　ウィルフリッドはアリスをちらりと見て「構わない」と言った。

「美術品に詳しいのだな」

「はい。美術品全般が好きなので。彫刻や造形品も好きですが、一番好きなのは絵です。行ったことがない町の風景を見たり、会ったこともない人の視界を見たり、面白いですもの」

「なるほどな」

　特に、ハーレムにいるときはハーレムから出ることが許されていなかったので、旅の商人が持ってくる色々な地域の絵を眺めるのが何よりも楽しみだった。

「陛下は――」

「なんだ？」

「陛下は何をするのが好きなのですか？」

　アリスの質問に、ウィルフリッドは虚を衝つかれたかのような顔をした。

「なぜそんなことを聞く」

「知りたいからです。たとえ政略結婚であろうとも、陛下はわたくしの夫ですから。大切な人のことを知りたいと思うのは、当然ではありませんか？」

　アリスはなぜそんな質問を返されたのかがわからず、小首をかしげる。

「大切な人？」

「はい」

「きみに愛も子供も望むなと言った最低の夫が？」

　ウィルフリッドは自嘲気味に笑う。

（あら？）

　それを聞いたアリスは意外に思った。ウィルフリッド自身、最低なことだとわかっていながらあの言葉を口にしたのだろうか。

（それじゃあまるで――）

　まるで、最初からアリスから嫌われることを望んでいたかのようではないか。

「陛下は子供がお嫌いなのですか？」

　少し迷ってから、おずおずと問いかける。

「嫌い？　世継ぎに対して嫌いも何もあるか」

　ウィルフリッドはハッと笑う。

「俺は本来、国王になるべき器ではなかった。俺の血など、ここで絶えてしまえばいい」

　続けて彼がぼそりとつぶやいた言葉の意味がわからず、アリスは困惑する。

（本来、国王になるべき器ではなかった？）

　今の言葉は、ウィルフリッドは国王になどなりたくなかったのに、やむを得ない事情――前国王と王太子が同時に亡くなったことにより、仕方なく国王になったと言っているように聞こえた。

（どういうことかしら？　亡くなったお兄様が国王になるべきだったと今でも思っていらっしゃるということ？）

　アリスが事前に調べた噂では、ウィルフリッドは自分が国王になるために前国王と王太子を死に追いやった。

（……やっぱり、あの噂って誤解なのではないかしら？）

　アリスがウィルフリッドと知り合ってからまだ数カ月だが、彼がそんな残虐非道なことをするとはどうしても思えなかった。

　もし前国王と王太子を殺したという事実自体が誤解だとしたら？　ウィルフリッドは父親と兄を一度に失い、その上その犯人であると疑いの目を向けられた。さらに、望んでもいない国王の役目を押しつけられ、多くの自由を失った。

（そんなことになったら、誰だって人間不信になるわ）

　アリスはちらりとウィルフリッドの顔をうかがい見る。

　ウィルフリッドは静かに、車窓から町の様子を眺めていた。端正な横顔は相変わらず冷淡な印象で、青い瞳はどこか寂しげだ。

　前国王殺しの噂が真実なのか誤解なのか、アリスに真相はわからない。

（でも、わたくしは仮初とはいえ陛下の家族なのだから――）

　彼の本当の姿をもっと知りたい。自分には素の自分を見せてほしい。

　そう願うのは、贅沢なことなのだろうか。




　その日の夜、アリスはどこか悶もん々もんとした気持ちだった。

「アリス様。元気がないように見えますが、どうかなさいましたか？　デートで何かあったのですか？」

　エマがいち早くアリスの変化に気づき、心配そうに声をかけてくる。

「ううん、デートは楽しかったわ。とっても素敵な美術品をたくさん見られて、大満足よ。ただ――」

「ただ？」

　エマは小首をかしげる。

　アリスはエマに自分の胸のつかえを話すべきか否か迷った。

　初めて会ったときからずっと、あの鋭さの中にどこか寂しげな色が見える瞳が気になっていた。何か心に抱えているような、そんな気がするのはアリスの気のせいだろうか。

（でも――）

　雷を怖がるアリスを心配し、リビングルームまで連れていってくれただけでなく、そばに寄り添ってくれたウィルフリッドの優しさは、本来の彼のものである気がした。

　本当の彼を知りたい。今日の昼間に見たあの絵のようなとびきりの笑顔を、自分にも向けてほしい。

　そんな欲が、むくむくと湧いてくる。

（そうよ。妻であるわたくしがそれをしなくて、誰がするというの！）

　アリスはぐっと手を握って決心する。

「ねえ、エマ。陛下が即位した経緯について、知っていることを教えてくれる？」

　アリスはエマを見上げた。




　現システィス国王であるウィルフリッド・ハーストは、前システィス国王夫妻の次男として生を受けた。三つ上に王太子である兄、ひとつ上に王女である姉がおり、末っ子だ。

「陛下は元々、甘えん坊な子だったとアメリア様から聞いたことがあります。亡き王太子殿下やアメリア様の後ろをちょこまかと追いかけては真ま似ねをするような、典型的な末っ子だったと」

「甘えん坊？　陛下が？」

　意外な証言に、アリスは驚く。今のウィルフリッドは他人を拒絶する冷酷な雰囲気をまとい、甘えん坊とは対極に見える。

「はい。王妃様は陛下をご出産された際にお亡くなりになっていることもあり、不ふ憫びんに思われた前国王陛下は陛下のことをことさら可愛がっていたそうです。陛下自身も勉強している王太子殿下にねだって剣を教えてもらっては、うまくできたことを得意げに周囲に報告して褒められると嬉しそうに笑っていたと」

「へえ……」

　全く想像がつかないが、今日の昼間に見た肖像画にいた笑顔の少年からは、確かにそんな雰囲気を感じなくもない。

「あんなふうに心を閉ざしてしまわれたのは、あの事件がきっかけです」

「あの事件？」

「前国王陛下と、王太子殿下がお亡くなりになった事件です」

　エマは沈痛な面持ちで目を伏せる。

「その事件、詳しく聞かせてくれない？　なぜ陛下が黒幕だなんて噂がまことしやかに囁かれたの？」

　アリスは自分なりに調べたのだが、前国王がなくなった経緯について詳しく載った資料はどこにも見当たらなかった。恐らく、閲覧制限のあるものは厳重に保管されているのだろう。

　だから、アリスはいまだに前国王と王太子が亡くなった事件について詳細を知らない。

「アリス様は、陛下の異能が水や氷を操ることであるのはご存じですか？」

「ええ、もちろんよ」

　アリスは頷く。

　システィス国の王族には、稀に異能を持ち合わせた者が誕生する。

　ウィルフリッドの場合は水の精霊の加護を受けており、水や氷を操ることができる。

「あれは、もう初夏になろうというような季節でした。前国王陛下はふたりの王子を連れて、領地の視察に出かけられたのです。視察自体は滞りなく終了したのですが――」

　エマはそこで言葉を詰まらせる。

「帰りの道中で前国王陛下のご一行が暴風雪に襲われて、身動きが取れなくなってしまったのです」

「暴風雪？　初夏に？」

　アリスはすぐに強い違和感を覚えた。

　システィス国は確かに寒く、冬場は深い雪に包まれる。しかし、夏は半袖で快適に過ごせる程度まで気温が上がり、雪が降ることなどない。初夏になるとかなり気温も上がっているはずだから、稀に冷え込む日があったとしても暴風雪になることはないはずだ。

「目撃された方によりますと、陛下達ご一行がいらした場所だけが暴風雪になっていたのです。そんな異常な気象は、通常考えられません」

「……異能を使ったってこと？」

　背中をつうっと汗が伝うのを感じた。

　エマの話が全て真実だとすれば、暴風雪が発生した原因は間違いなく異能の力だろう。アリスの知る限り現在異能を持っている王族はウィルフリッドただひとりだ。

「……だから、陛下がふたりを殺したって言われているのね」

「はい。証拠は何もありませんが、当時、多くの貴族がそれを疑っておりました。陛下が即位されることには反対される貴族も多かったのですが、ノートン公爵が後見人として陛下を補佐することで、皆を納得させたのです」

「ノートン卿が」

　ノートン公爵はウィルフリッドの叔父で、前国王の弟だ。今も宰相として、政界に強い影響力を持っている。

「そんなことがあったのね……」

　思った以上に衝撃的な話だった。アリスは背もたれに体を預けると、天井を仰ぐ。

　もしアリスがウィルフリッドのことを知らない状態で今の話を聞いたら、間違いなく彼が意図的に父と兄を殺した犯人であると判断しただろう。けれど、この数カ月間ウィルフリッドを近くで見てきたアリスにはどうしても納得できなかった。

　今日の昼間の、ウィルフリッドのつぶやきを思い出す。

『俺は本来、国王になるべき器ではなかった。俺の血など、ここで絶えてしまえばいい』

　彼は確かにそうつぶやいた。その姿はどこか自嘲的で、どうしようもない運命に諦あきらめているような雰囲気さえ感じられた。

（たぶん、陛下はやっていないわ）

　なんの証拠もないけれど、アリスはそう思った。

（でも、それならどうしてそんなことに？）

　なんとも言えない嫌な予感がして、アリスはぶるっと身震いをした。




◇　◇　◇




　アリスと一緒に出かけた日の夜、ウィルフリッドは夕食の場に彼女がいることに驚いた。今日はアリスと出かけた影響で、執務が遅くまでかかった。とっくのとうにアリスは食事を終えていると思ったのだ。

「陛下。今日もお仕事お疲れさまでございます」

　ウィルフリッドがやって来たことに気づいたアリスは、立ち上がると満面に笑みを浮かべて彼に挨拶をする。

「ああ。……先に食べなかったのだな」

　ウィルフリッドは困惑した表情で言う。なぜアリスが自分を待っていたのか、わからなかったのだ。

「食事をしながら、陛下とお話でもしようと思いまして」

「俺と話？」

「はい。昼間にもお伝えした通り、陛下のことを、もっと知りたいのです」

「……なぜ？」

「興味があるからです」

「物好きなことだ」

　ウィルフリッドはハッと笑う。

「だめでしょうか？」

　アリスはおずおずと、ウィルフリッドの顔色をうかがうように聞いてくる。

「だめではないが」

　アリスと今後も距離を置き続けるなら、ここは「だめだ」と言うべきだった。ウィルフリッドは自分の口から自然に出た言葉に、驚いた。

「よかった」

　アリスは断られなかったことにホッとしたように、表情をやわらげる。

「では、今日はお互いに好きな食べ物のお話をしましょう」

「食べ物？」

「はい。まずはわたくしからお話ししますね。一番の大好物はビーフシチューで――」

　アリスはにこにこしながら話しだす。

　ウィルフリッドは呆気にとられた。何を話すのかと思えば、本当に他愛のないただのお喋りのようだ。

「陛下は何がお好きですか？」

　アリスは一通り話し終えると、屈託のない笑顔をウィルフリッドに向ける。

（どういうつもりだ？）

　彼女の意図が掴つかめず、困惑する。

　ウィルフリッドは今まで、特に信頼した人間を除き、人を寄せつけないようにしていた。父と兄を殺したとして冷酷王と呼ばれる自分と損得勘定抜きに親しくなりたい人間などいないと思っていたし、誰かと仲良しごっこをするつもりもなかったからだ。

　けれど、アリスは損得ではなく笑顔でウィルフリッドに接してくれていることが、彼女の態度からわかった。

「陛下？」

　ウィルフリッドが何も答えないので、アリスがどうしたのだろうという顔をした。

「食べ物……」

「はい」

　悩むウィルフリッドの答えを、アリスはきらきらした眼まな差ざしを向けながら待つ。

「サーモンのミルク煮」

　ぼそりとつぶやいたウィルフリッドの言葉を聞き、アリスは「まあ！」と声を上げる。

「イモやニンジンなどの野菜とサーモンをミルクで煮た、システィス国の伝統料理ですね？　わたくし、まだ食べたことがないので食べてみたいです」

「冬の料理だから、季節的にもうそろそろ出てくるだろう」

「わあ。楽しみです！」

　アリスは嬉しそうに笑う。

（彼女は不思議な女性だな）

　突き放しても笑顔でウィルフリッドに寄ってきて、役に立ちたいと努力した結果が実ると子供のように喜ぶ。表情がころころ変わり、目が離せなくなる。

　それに――。

『陛下のことを、もっと知りたいのです』

　アリスが先ほど言った言葉を思い返す。そんなことを言われたのは、生まれて初めてかもしれない。

　政治的駆け引きのないただのお喋りに興じたのは本当に久しぶりで、思いのほか悪くなかった。










◆　第五章　出戻り王女、夫を寝室に誘う




　秋も深まってきた今日この頃、システィス国では朝晩の気温がぐっと低くなる。

　アリスは城下にある病院と福祉施設を視察し、馬車で王宮に戻ってきた。

「ううっ、寒い」

　馬車を降りたアリスは自分の体を抱きしめるように腕を回す。今日は晴れているし、まだ季節は秋だ。それなのに、すでにアーヴィ国の真冬と同じくらい寒い気がする。

　馬車に乗ってじっとしていたから余計に寒く感じるということを考慮しても、やっぱり寒い。

「どうして皆さん寒くないのかしら？」

　アリスは両腕を手でこすりながら、ぼやく。町には多くの人々が往来していたし、王宮の屋外にも貴族や女官、騎士が行き交っていたが、アリスのように寒さで震えている人は誰もいなかった。

　これまでの人生で自分のことを寒がりだと思ったことはなかったのだが、システィス国にいると自分だけが寒がりのように思えてくる。

（きっと、幼い頃からこの環境で育っているから寒さへの耐性があるのね）

　アリスはすぐ横を歩くエマをうかがい見る。エマも、アリスよりも薄着なのになんともないような顔をしている。

（寒さへの耐性……）

　それは、何年か住めばアリスにも備わるものなのだろうか。このままでは冬場、寒さのあまりに動けなくなってしまいそうだ。

（あら？）

　ふと、廊下の前方から見覚えのある人が歩いてくるのが見えた。長身で逞たくましい体たい躯く、髪は輝く銀髪だ。

（陛下だわ）

　アリスが立ち止まり頭を下げると、ウィルフリッドはすぐに彼女に気づいた。

「どこかに行ってきたのか？」

「はい。病院と福祉施設の視察に」

「そうか。ご苦労だった」

　アリスの顔を見たウィルフリッドの眉間に、わずかにしわが寄る。

（どうかされたのかしら？）

　何か気に障ることをしてしまっただろうか。思い当たることがなくアリスが目を瞬かせると、ウィルフリッドは突然アリスの手を取る。

「やっぱり」

　ウィルフリッドは、はあっと息を吐き、指先でアリスの手の甲を撫でる。その仕草にドキッとした。

「あ、あの……」

「冷えきっているではないか」

「あ……」

　アリスは慌てて手を引こうとする。しかし、ウィルフリッドにしっかりと握られてそれは叶わなかった。

「唇の色が悪い」

「え？　まあ、本当だわ。気づかずに申し訳ありません！」

　横にいたエマがアリスの顔を覗のぞき込み、慌てたように謝罪する。

「ううん、気にしないで。わたくしが寒さに弱いみたい」

　アリスは慌ててエマをフォローする。そもそも、アリス以外は寒そうにしている人などいないのだから、アリスが異質なのだろう。ウィルフリッドはアリスに何か言いたげな顔をしたが、口を閉じてエマのほうに視線を移す。

「エマ。部屋の暖炉の火を強くしておけ」

「はい。かしこまりました」

　エマはウィルフリッドに向けて頭を下げる。

　ウィルフリッドは羽織っていたマントを外すと、それをアリスにかけた。

「え？」

　アリスはウィルフリッドの行動に驚いた。体を温もりが包む。

「それでも着ていろ」

「でも、それだと陛下が――」

「風邪をひかれると面倒だ」

「ありがとうございます」

　ウィルフリッドはふたりを一いち瞥べつすると、すたすたと立ち去っていく。その後ろ姿を見送っていると、エマが「冷えるので戻りましょう」とアリスに声をかける。

「ええ、そうね」

　アリスは頷いて歩き始める。

　マントから微かに、ウィルフリッドの使っている香水の匂いがする。

　風邪をひかれると面倒というのは建前で、本当はアリスが寒くないように上着を貸してくれたのだろう。

（温かい）

　アリスは両手でマントの端を持ち、きゅっと自分を包み込む。

　もう寒さは感じなかった。




　その日の晩、アリスは夕食の場で改めてウィルフリッドにお礼を言い、彼に借りたマントを返した。

「わたくしにマントを貸してしまって、陛下は寒くなかったですか？」

「大丈夫だと言っただろう」

「なら、いいのですが……。わたくしのせいで陛下が風邪を召されたら大変です」

「そんなにやわではない」

　ウィルフリッドは素っ気なく言い放つ。その態度に、ひとまず風邪はひいてなさそうだとアリスはほっとした。

「今日はなんの話を？」

「え？」

「俺と話したいのだろう？」

　青い瞳が、アリスをまっすぐに見つめる。彼から話を振ってくれたのは初めてだったので、アリスは驚いて目を見開いた。

「ええ、そうです！　そうね……好きな本などはいかがでしょう？」

「好きな本？」

「はい。以前いたハーレムでは恋愛小説が人気だったのですが、その中でもわたくしのお気に入りは騎士と町娘のお話です。騎士は貧しかった恋人の町娘にドレスやアクセサリーをプレゼントして、美しく変身した彼女と舞踏会に行くんです。町で買い物をするたびにどんどん美しくなるシーンが本当に素敵で――」

「へえ」

　ウィルフリッドの非常に薄い反応に、アリスはがっかりする。あまり興味がなかったようだ。

（どんなお話だったらご興味があるのかしら？）

　少しずつでも、彼のことを理解できたらと思った。




　一日の気温が一番低くなる時間。それは、朝である。

「うう、もうお布団の中で暮らしたい」

「あら？　では、お食事をこちらに運びましょうか？」

　ぽつりとこぼした言葉を拾ったエマが、アリスに問いかける。

「ううん、平気。そんなことしたら、一生ベッドから出られなくなりそう。あっという間に堕落王妃のできあがりよ。陛下にも怒られてしまうわ」

　肩をすくめて首を横に振るアリスを見て、エマはくすくすと笑う。

　アリスは意を決してベッドから抜け出すと、窓から外を見る。空はどんよりとした厚い雲で覆われており、余計寒さを感じる。

「今日は雪が舞うかもしれませんね」

「雪？　もう？」

「はい。システィス国の冬は長いですから。真冬なんて、本当に寒いですよ。濡れた布など、外に持っていったら一瞬で凍りついてしまいます」

「まあ、そんなに」

　言葉では〝寒い〟と何回も聞いているものの、実際に体験したことがないのでなかなか想像がつかない。話す人全員が寒いと言うのだから、本当にとても寒いのだろう。

「今でも暖炉を使っているのに。わたくし、冬を無事に乗り越えられるかしら？」

　部屋に設置されている暖炉は、朝エマが火をつけてくれたのでパチパチと音を鳴らして燃えていた。段々と室温が上がり、過ごしやすい温度になっていく。

　アリスは暖炉近くに洗顔用のお湯を準備してもらい、そこで顔を洗った。一方のエマはクローゼットの前に立ち、今日アリスが着る衣装を物色している。

「アリス様。念のため確認させていただきますが、今お持ちの冬物はこちらが全てですか？」

「ええ、そうよ」

　アリスは頷く。

「それがどうかしたの？」

　クローゼットの前に立ったまま考え込んでいるような様子のエマに、アリスは不安になる。

　システィス国への輿入れに際し、アリスはすでに持っている衣装に加えて、パーティー用ドレスから普段遣い用のドレスまで合計十着の冬物のドレスを新調してきた。十分な量だと思っていたが、足りなかっただろうか。

「こちらのドレスでは、システィス国の越冬は厳しいかもしれません。コートもありませんので、何着か新調したほうがよろしいかと」

「そうなのね。じゃあ、陛下にご相談してみようかしら」

　妃達の身分に応じて給料のように自由になるお金が支給されていたビクルス国のハーレムと違い、システィス国ではウィルフリッドとアリスふたり分の生活費が『王家の生活費』として予算化されている。無駄遣いをするつもりはないが、買い物をするならウィルフリッドに一言伝えてからのほうがいいと思ったのだ。

「それがよろしいかと。今日はこちらにいたしましょう」

　エマが手に取ったのは、アリスが持っているドレスの中でも一番生地が厚く暖かいものだった。

「ええ、ありがとう」

　アリスが頷くと、エマは手際よくアリスにそのドレスを着せてゆく。

　着替えたアリスはその足で朝食の場へと向うために部屋を出た。王宮内の廊下は暖房がついていないので、部屋よりもずっと気温が低い。

（寒っ！）

　思わずぶるりと体を震わせた。




　朝食の席で、アリスは早速ウィルフリッドにドレスを新調したいとお願いすることにした。

「あの、陛下……」

「なんだ？」

　おずおずと話しかけると、ウィルフリッドは顔を上げ、穏やかな青い瞳でアリスを見つめる。

「ドレスを買いたいのですがよろしいでしょうか。実は、エマにわたくしの持っているものではシスティス国の越冬は厳しいと」

「ドレスは全て、アーヴィ国から持ってきたものか？」

「はい」

「では、そうだろうな」

　ウィルフリッドは納得したように頷くと、いったん口を閉じる。そして、逡巡するような表情を見せた。

「来週、少しだけ時間がある。一緒に見に行くか？」

「え？」

　まさかウィルフリッドから一緒に行こうかと提案されるとは思っていなかった。てっきり護衛を連れて勝手に買いに行けと言われると思っていたアリスは、予想外の提案に驚いてまじまじとウィルフリッドを見返す。すると、ウィルフリッドは気まずそうに目を逸らし、「やっぱりいい。好きな品を買ってこい」と言った。

「いいえ！　陛下と一緒に行きたいです！　連れていってくださいませ！」

　アリスはハッとして、慌ててウィルフリッドにお願いをする。

「気を使わなくてもいい」

「気は使っておりません。本当に一緒に行きたいのです。だって、陛下が見立ててくださるということですよね？」

　アリスは夢中で話す。そして、ハッとした。

（もしかして――）

　ここ最近、夕食をいただく際にアリスは積極的にウィルフリッドに話しかけるようにしていた。そんな中、数日前は好きな本とお気に入りのシーンを話した。騎士の男性が庶民の恋人にドレスをプレゼントし、舞踏会に連れてゆくシーンだ。

　少し状況は違うけれど、男性に服を選んでもらうという点は同じだ。

（あんまり興味なさそうな様子だったのに……）

　実はちゃんと聞いてくれているということがわかって、何よりも、ウィルフリッドが自らアリスを誘ってくれたのが嬉しかった。

「陛下からお誘いいただけて、嬉しいです」

　アリスは満面の笑みを浮かべる。

「……っ、そうか。では、近日中に連れていこう。行きたい店があるなら、ピックアップしておいてくれ」

「はい！」

　心なしか、いつもよりもウィルフリッドの表情が柔らかくなった気がした。




　その日の午後は、ちょうどアメリアとお茶会の約束をしていた。王宮に遊びに来てくれたアメリアに、アリスは紅茶やお菓子を振る舞う。

「おすすめの仕立て屋？　いくつかあるけれど……どんなドレスを作るの？」

　さりげなくアメリアに仕立て屋について尋ねると、彼女はいくつかお店を思い浮かべたのか、宙に視線を投げる。

「普段用とパーティー用の両方を作りたいと思っています。実は、陛下が一緒に行ってくださることになっていて――」

「ええっ、ウィルが？　本当に!?」

　アメリアは驚いたように目を見開く。彼女にとっても、ウィルフリッドがそんなことをしてくれるなんて意外だったのだろう。

「はい」

　アリスはおずおずと頷く。

「まあ！　それは一大事だわ。ドレスだけじゃなくて靴やアクセサリーもきちんと選ぶように伝えておかないと！　そうね、城下のミセストールの工房なんてどうかしら？　あとは、サロンマリーネもおすすめよ！　わたくし、どちらも御用達だから連絡してすぐにカタログを届けさせるわ。絶対に素敵なドレスができるわよ」

　アメリアは興奮気味に言う。そして、ふふっと笑った。

「実は、ウィルから結婚するって聞いたときね、少し心配していたの」

「え？」

「あの子ってあの通り、人をあまり寄せつけないでしょう？　だから、お相手の方とうまくいくのかなって。でも、アリス様のご様子を見る限り、仲よくなさっているみたいでよかったわ。この分だと、お世継ぎのお顔も近いうちに見られるかしら？」

　紅茶を飲みながら、アメリアは安心したように言う。

「ウィルに嫁いできたのが、アリス様でよかったわ」

「……そう思っていただけて、光栄です」

　アリスは曖昧に微笑み返す。

　ウィルフリッドとアリスは本当の意味で夫婦ではないことも、愛と子供は望むなと言われたことも、アメリアは知らない。

　アリスは胸の辺りで、手をぎゅっと握る。

　いつも親切にしてくれるこの人を騙だましているようで、心が痛かった。




　ウィルフリッドとドレスを買いに行こうと約束をした日、アリスは彼と一緒にアメリアに勧められた仕立て屋のひとつ、ミセストールの工房へ向かった。

　色とりどりの生地や見本のドレスの数々に、アリスは圧倒される。

「冬場はとても冷えるので、長袖、詰め襟のドレスが主流となっております」

「素敵ね」

　アリスは店主の説明を受けながら、うっとりと商品を眺める。

　一くくりに〝詰め襟のドレス〟といっても、胸の辺りで生地を切り替えたものや襟の部分がレース状になっているもの、刺し繍しゅうが入ったものなど様々なデザインがある。また、毛皮や毛糸を編んだショールの数々はアーヴィ国では身に着けることがなかったので、目移りしてしまう。

「好きなものを選ぶといい」

「はい。ありがとうございます」

　ウィルフリッドに言われてそう答えたものの、どれを選べばいいのかなかなか決められない。

「あの、見立てていただけるかしら？」

　アリスが頼むと、店主は「もちろんです」と頷いた。

「このあたりはいかがでしょうか？　可愛らしい雰囲気が妃殿下にぴったりでございます」

　店主が見せてきたのは、スカートの部分が膨らんだピンク色の可愛らしいデザインだった。

「あとは、こちらもよろしいかと」

　次に手に取ったのは生地自体に刺繍が施されたベージュのドレスだ。刺繍糸が黄色なので、明るい印象を受ける。その後も数着案内されたが、どれも捨てがたい。

「あの、陛下。どれがいいと思いますか？」

　アリスは迷い、ウィルフリッドに問いかける。

「……どれでも同じだ。全部買えばいいだろう」

　ふいっと目を逸らされ、アリスはしゅんとする。

　前の夫のであるクリスは、お気に入りの妃――ルシアによくドレスをプレゼントしていた。また、アリスの好きな小説でも男性から女性にドレスを贈る場面はよく出てくる。

　ウィルフリッドからすれば、アリスはただの〝妃役〟であり〝愛する妃〟ではないことはわかっている。けれど、一度くらい夫からドレスを選んでもらうという体験を自分もしてみたいと思ったのだ。

　それに、王妃が着るドレスは普段遣いのものでもそれなりに値が張る。全部買ってお金を浪費するのは本意ではない。

　そのとき、椅子に腰かけていたウィルフリッドがすっくと立ち上がった。

「これはどうだろう？」

　ウィルフリッドが指さしたのは、部屋の端――カーテンの陰にひっそりと置かれた水色のドレスだった。銀糸で刺繍が施され、襟元や袖、裾部分に白いファーがついている斬新なデザインだった。

「あ。申し訳ございません。こちらはまだ試作品でして――」

　店主は慌てたようにそれを片づけようとする。しかし、アリスは目が釘づけになった。

（可愛い！）

　水色の生地とふわふわしたファーが相まって、とても可愛らしい印象を受けた。

「わたくし、それがいいです」

　アリスはすかさず店主に伝える。

「ですが、納品までにだいぶ時間をいただいてしまいます。よろしいでしょうか？」

　店主はおずおずとアリスに尋ねる。サイズ直しの調整をするだけの他の商品と違い、このドレスは一から作る必要があるのだろう。

「構わないわ」

　アリスは頷く。

「いいのか？」

　念を押すように、ウィルフリッドがアリスに尋ねる。

「はい。だって、陛下に選んでいただいたものですから」

　アリスが笑顔で告げると、ウィルフリッドはわずかに目を見開く。

「そうか……」

　また、ふいっと目を逸らされる。

「では、それとは別にすぐに納品できる品も頼もう」

「かしこまりました」

　店主は気が変わらないうちにとばかりに、注文書を記入する。一気にドレスの発注が複数入り、ほくほく顔だ。

「妃殿下は採寸のため、隣のお部屋へ」

　仕立て屋の職人がアリスを隣室へと招く。

　その後、別部屋で採寸を行ったアリスがウィルフリッドのいる部屋に戻ると、彼は店主と何か話し込んでいた。

「では、そのように手配させていただきます」

　店主はアリスが戻ってきたことに気づくと、そう言って話を終わらせる。きっと、ドレスをいつどこに運ぶかなどを話していたのだろう。

「陛下。ありがとうございます」

　店を出たアリスはウィルフリッドにお礼を言う。

「構わない」

　ウィルフリッドは懐から懐中時計を取り出す。

「まだ時間があるから、王立庭園にでも行くか？」

「え？」

　アリスは驚いて、まじまじとウィルフリッドを見つめる。まさか、彼から庭園に誘われるとは思っていなかったから。

　ウィルフリッドはアリスの反応にハッとしたような表情をし、気まずそうに視線を逸らす。

「気が進まないならいい」

「いいえ。行きたいです！　行きます！」

　王立庭園はたしか、アメリアの屋敷に招かれたときに見た絵画に描かれていた場所だ。まだ行ったことがなかったので行ってみたかったし、何よりもウィルフリッドが誘ってくれたのが嬉しかった。

　勢いよく主張するアリスの様子に、ウィルフリッドがフッと笑う。

（今、笑っていらっしゃった？）

　普段見ない表情に、胸がどきんと跳ねる。

「では、行こうか。遅咲きの秋桜コスモスの名所があるんだ」

　ウィルフリッドが歩きだしたので、アリスは慌ててあとに続く。

　そのとき、靴のつま先が石畳に引っかかり体がぐらりと前に傾いた。

（転ぶ！）

　咄嗟に手を突こうとしたが、その手が地面に着く前にアリスの体はふわりと浮いた。

「大丈夫か？」

　アリスのお腹なかに片手を回したウィルフリッドが、彼女の顔を覗き込む。

「はい。ありがと――」

　ありがとうございます、と言おうとしてウィルフリッドのほうを見たアリスは、その距離の近さにドキッとする。

　体を起こせば鼻先が届きそうな距離感に、心臓が早鐘のように鳴る。

「申し訳ございませんっ」

　アリスは慌てて、ウィルフリッドと距離を取る。

「気をつけろ。行くぞ」

「はい」

　アリスはウィルフリッドの後ろにおずおずと続く。彼は振り返って手を差し出した。

（……？）

　アリスが目を瞬かせると、ウィルフリッドは自然な所作で彼女の片手を取った。

（手……）

　初めてウィルフリッドから手を握られた。ウィルフリッドをうかがい見ると、彼と目が合う。

「きみは放っておくと、また転びそうだ」

「お気遣いありがとうございます」

（もしかして、わたくしのことを心配してくれたのかしら？）

　きゅっと力を込めて彼の手を握ると、わずかに握り返された気がした。

（結婚式以外で夫と手を繋ぐのって、初めてだわ）

　思えば、夫にドレスを見立ててもらうことも、手を繋ぐことも、庭園にふたりで出かけるのも初めてだ。当たり前のように世の中にあふれた光景は、アリスにはとても遠い世界だった。

「どうした？　嬉しそうだな」

　ウィルフリッドが怪け訝げんな顔でアリスを見る。

「たくさんの初めてがあって、嬉しかったのです。陛下、ありがとうございます」

　アリスは花が綻ほころぶような笑みを浮かべる。

　なんだか心が温かくなったような気がした。
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　アリスと仕立て屋に行った数日後のこと。ウィルフリッドが執務室で仕事をしていると、トントントンとドアがノックされた。

「陛下。そろそろ休憩なさってはいかがですか？　昼食をおとりください」

　顔を見せたロジャーにそう言われ、ウィルフリッドは時計を確認する。いつの間にか、午後の三時近くになっていた。朝から集中していて、食事をとるのを忘れていたのだ。

「軽くつまめるものを用意するように伝えてくれ」

「かしこまりました。ここ数日根を詰めていらっしゃいますので、あまり無理をなさらないでください」

「わかっている」

「ずっと執務室にこもっているのも体に毒です。食事のときぐらい、場所を変えませんか？　気分転換になって、仕事の効率も上がるかと」

　ウィルフリッドは迷った。正直言うと、少しでも仕事を進めておきたい。だが、ロジャーの言う通り根を詰めすぎると仕事の効率が下がるのも確かだ。

「それもそうだな。ただ、資料を読みながら食べたいから食事はリビングに運ぶように伝えてくれ」

「かしこまりました」

　ロジャーは胸に手を当ててお辞儀すると、部屋を退室した。タイミングを見計らって、ウィルフリッドはリビングルームへと向かう。ソファーに体を預けて書類を確認していると、女官が皿にのせた軽食を運んできた。

　ウィルフリッドはそれをつまみながら、書類――ローラン国に派遣した使者の報告書を読み進める。

（アリスが提案した地下水路の技術は、確かにわが国でも活用できそうだな。だが、設計と地盤調査の期間を考えると、今年はもう間に合いそうにないな）

　システィス国の冬は厳しい。寒くなると雪が降り積もり、地面は真っ白になり、やがて凍りつく。そのため、道路工事などは夏の間に実施するのが鉄則なのだ。

（いや、工事区間だけ俺が異能を使って氷を溶かせば、施工可能か？）

　ウィルフリッドが持っている異能を使えば、凍りついている大地を溶かすことも、一時的に天候を操って雪をやませることも可能だ。ただ、異能の力を使うとその代償に体力が奪われるので、あまり広い地域で長時間能力を使うことは無理だ。

（異能か……）

　極寒の地の王でありながら、ウィルフリッドは雪が嫌いだ。降りしきる雪を見ると、どうしてもあの日のことを思い出すから。

　あれは、ウィルフリッドがまだ十二歳の頃だった。




　――日ごとに暖かさが増し、大地には花が咲き乱れる。システィス国は短い夏を迎えようとしていた。

『今日は、郊外の町に視察に行く。新しい橋ができたんだ。ウィルも行くか？』

　国王という立場上いつも多忙で滅多に一緒に出かけることができない父が、ウィルフリッドを誘う。

　なんでも、郊外を流れる大河に、馬車も通れるような大きな橋が架かったのだという。今日はその視察に王太子である兄を連れていくようで、ウィルフリッドにも声をかけてくれたのだ。

『うん、行く！』

　そう返事するのに、ためらいはなかった。

　国を平和に導く国王の父と、民の期待を一身に背負う王太子の兄。ふたりはウィルフリッドにとって憧れの存在であり、誰よりも尊敬していた。だから、一緒に行こうと言われてとても嬉しかったのだ。

『このあと、ヴィクターから現地の説明を受ける。それを一緒に聞いてから行こう』

『はい』

　父に連れられて、叔父であるヴィクターの待つ会議室に行く。お茶を飲みながら聞いた話によると、建設は計画から竣しゅん工こうまで丸三年もかかる大工事だったそうだ。

『素晴らしい橋だぞ』

　ヴィクターから説明を聞く兄とウィルフリッドに、父は朗らかに笑いかけた。




　父の言葉通り、橋は素晴らしいものだった。大きな石をアーチ状に積み上げた物が幾重にも続き、対岸まで繋がっている。外国で実用化された工法で、わが国で取り入れられたのはこの橋が初めてだという。

（こんな素晴らしい物が造れるのか）

　子供心に驚いた。

　事件はその帰り道で起きた。馬車に揺られながらうとうとしていると、急に雲が分厚くなり周囲が暗くなる。やがて、気温が急激に下がり、馬車がガタガタと大きく揺れ、窓に固い物がぶつかる音までし始めた。

『なんだ？』

　父が訝しげに窓を見る。

『父上、氷壁です！』

　兄が叫ぶ。

（氷壁？）

　眠りかけていたウィルフリッドは咄嗟に目を覚まし、窓に顔を寄せる。驚いたことに、辺りには雪が降っていた。窓を開けて身を乗り出すと、兄が言う通り道が氷で塞がれている。

（嘘だろう？　今の季節に？）

　ちらほらと舞っていた雪は間もなく、数メートル先も見えないような猛吹雪に変わる。

　いくらシスティス国が雪が多い国だとはいえ、この季節にこんな吹雪が起きるなど普通ではない。

『陛下。馬車が動きません！』

　外にいる近衛騎士達が必死に叫ぶのが聞こえた。近衛騎士の黒い制服は、雪で真っ白になっていた。

『陛下！』

　近衛騎士が必死に呼びかける声に、父はどこかぼんやりとした様子で外を見た。

『父上？』

　どこか様子がおかしいと感じたウィルフリッドは父に声をかける。

『なんだ？』

『近衛騎士が呼んでいます』

『近衛騎士……。そうか』

　呂律ろれつが回っていないような喋り方に、ウィルフリッドは眉根を寄せる。

（どうしたんだ？）

　そう思った次の瞬間には、父が内側から馬車のドアを開けていた。ドアが風で押されて大きく開き、そこから猛烈な風と雪が車内に吹き込む。

『うぐっ！』

　咄嗟に両腕で顔を覆い、隠す。目が開けられないような猛吹雪は、ウィルフリッドが人生で経験した中でも記憶にないほどだった。

『陛下と王子殿下達をお守りしろ！』

『誰か、上着を』

　近衛騎士達が叫んでいるのが聞こえた。寒さで歯が鳴り、体がぶるぶると震える。

（なんとかしないと、全員死ぬ）

　直感的にそう悟った。真冬の装備をしてきたのならまだしも、全員薄着で雪にも寒さにも備えていない。

（なんとか――）

　寒さのせいか、段々と意識が薄れてくる。

『水の聖霊よ。力を貸してくれ』

　当時、ウィルフリッドはまだ異能の力が発現したばかりだった。なんとか異能を使おうと精霊に呼びかける。

　ふわっと空気が揺れ雪が弱まったが、数秒後にはまた猛烈な吹雪が襲ってくる。

（くそっ、力が足りない）

　異能を使ったことで体力が奪われ、意識がさらに遠のく。

『兄上、父上、起きてください。意識をしっかり！』

　ウィルフリッドは朦もう朧ろうとしている父と兄を必死に呼び、体を揺らす。

「兄上！　父上！」

　なぜふたりとも朦朧としているのか理解できなかった。一刻も早く城に戻らなければ命の危険があるのに、異常な眠気がウィルフリッドを襲う。

『兄上、父上……』

　ウィルフリッドはふたりに手を伸ばす。そのまま意識は闇にのまれた。




　気づくと、王宮の自分の部屋にいた。自由にならない体に鞭むち打って起き上がろうとすると、至近距離から『ウィル！　意識が戻ったのね』と感極まったような声がした。

『……姉上？』

　ぎゅっと抱きしめてきたのは、姉のアメリアだ。アメリアは『よかった』と言いながらぼろぼろと泣いていた。

『父上と兄上は無事ですか？』

　アメリアに尋ねると、彼女の顔はさっとこわばる。

『大丈夫。あなたのことはお姉様が絶対に守るから――』

『何があったのですか？』

『それは……』

　明らかにうろたえたような態度に違和感を覚え、部屋を飛び出す。

『ウィル、待って！　待ちなさい！』

　アメリアが制止する声が聞こえたが、無視して走った。大急ぎで父の執務室に向かったウィルフリッドが見たのは、信じられない光景だ。

『これは、弔旗？』

　弔旗は、主が亡くなったときに弔いの意味で掲げる旗だ。

　嫌な想像が、脳裏をよぎる。

　そのとき、叔父――ヴィクターの姿が見えてウィルフリッドは『叔父上！』と走り寄った。ヴィクターは驚いたように目を見開く。

『殿下。意識が戻られたのですね。不幸中の幸いです』

『それより、何があった！』

『残念ながら、陛下と王太子殿下は――』

　ヴィクターは沈痛な面持ちで首を横に振る。

　その瞬間、嫌な想像は現実のものになったのだと悟った。信じられない思いで、呆然とヴィクターを見返す。

『救助に当たった者達の情報によると、ごく局所的に猛吹雪が起きていたそうです』

『いったいなぜそんなことが！』

『わかりません。恐らく、特別な力が関与し、暴走してしまったのではないかと――』

『特別な力が関与し、暴走……？』

　ヴィクターはそれ以上明言せず、口を噤つぐむ。しかし、ウィルフリッドは自分の異能が関与している可能性が高いと言われているのだと即座に悟った。

（嘘だ……）

　しかし、水の精霊の加護を受けた異能はおろか、現在異能を発現している王族はウィルフリッドただひとり。状況的に、ウィルフリッドが原因としか思えなかった。

『嘘だ……』

　頭が混乱して、これしか言葉が出てこない。

　息が苦しい。

　絶望で、何も考えられない。

　ふと、優しい手が額に触れた。

（誰だ？）

　顔がよく見えない。けれど――。




　その手に触れられた途端、心が落ち着いた。

　ウィルフリッドが落ち着きを取り戻すと、優しい手は彼から離れる。

「行くな。そばにいてくれ」

　ウィルフリッドは咄嗟に手を伸ばし、その手を掴んだ。
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　アリスがこのリビングルームに来たのは十分ほど前のこと。ソファーで本でも読もうとそこに行くと、先客がいた。

（陛下？　珍しい）

　ウィルフリッドは書類を片手に持ったまま、眠っていた。彼がうたた寝しているところなどこれまで一度も見たことがなかったので、アリスは意外に思う。

（起こしたら申し訳ないから、部屋に戻ろうかしら？）

　そう思って戻ろうとしたそのとき、「うっ」と苦しげな声がウィルフリッドから漏れた。

「……陛下？」

　アリスは心配になってウィルフリッドに歩み寄る。目は瞑つぶっているので眠っているようだが、表情は険しい。額にはびっしょり汗をかいており、苦しげな声がときおり口から漏れていた。

（すごい汗。悪い夢でも見ているのかしら）

　アリスは持っていたハンカチを取り出すと、ウィルフリッドの隣に座り、彼の額の汗を拭く。拭き終えたのでそっと腕を引くと、それを追いかけるようにウィルフリッドの手がアリスの手首を掴んだ。

「陛下？」

　びっくりしたアリスはウィルフリッドの顔を見る。

「行くな。そばにいてくれ」

　胸がドキッとする。

　薄らと目を開けたウィルフリッドはそれだけ言うと、がくんとアリスのほうに体ごと倒れた。

「きゃっ、陛下!?　え？　もしかして、寝ていらっしゃる？」

　ちょうどアリスの膝に頭を置くように倒れ込んだウィルフリッドは、眠っているように見えた。

（もしかして、今のは寝言？）

　そばにいてくれだなんて言われてどきどきしてしまったが、寝言であれば納得だ。アリスと誰かを勘違いしていたのかもしれない。

　アリスは自分の膝の上に頭をのせて眠るウィルフリッドの顔を覗き込む。彼は規則正しい寝息を立てていた。

「よっぽど疲れていらっしゃるのね。寝かせておいて差し上げましょう」

　アリスはウィルフリッドの寝顔を見つめ、彼がうなされていないことにほっと息を吐く。額にかかった前髪を指でよけてあげると、美しい銀髪はさらりと横に流れ、ウィルフリッドの顔がしっかりと見えた。

「綺麗なお顔」

　寒い地域に住んでいるからだろうか、男性にしては白い肌はシミひとつなくなめらかだ。そのくせ、決して軟弱に見えるわけではなく、むしろ精悍な印象を受ける。高い鼻りょうはまっすぐに通っており、整った造形はまるで美術館に置かれた彫刻のようだ。

　ウィルフリッドを膝枕したまま本を読んでいると、ふいに部屋のドアをノックする音がした。

「陛下。そろそろお戻りに――」

　ドアを開けたのは、ロジャーだ。彼はアリスが部屋にいることに気づくとハッとした表情をし、ウィルフリッドがアリスの膝に頭を預けてすやすやと寝ている姿を見て目を丸くした。

　ロジャーと目が合ったアリスは、もう少しだけ寝かせてあげてほしいという意味を込めてそっと人さし指を口元に寄せる。ロジャーはアリスが言わんとしていることをすぐに理解したようだ。

「陛下は妃殿下と一緒だと、お休みになれるのですね」

「え？」

「いつも寝不足のご様子ですので。少ししてからまた呼びにまいります」

　ロジャーは口元に笑みを浮かべると、ドアを閉めた。




　その後、ウィルフリッドは十分ほどで目を覚ました。上から顔を覗き込むアリスの顔を見上げ数回目を瞬かせ、ハッとしたように飛び起きる。

「これはいったい!?」

　動揺したように辺りを見回し、自分の持っていた資料がテーブルに置かれているのを見つけると額に手を当てた。眉間にしわが寄り、不機嫌そうだ。

「寝てしまったのか」

「はい。わたくしがここに来たときにはすでに。お疲れのようですが、少しすっきりされましたか？」

　アリスがそう言うと、ウィルフリッドは記憶を辿たどるように視線をさまよわせる。

（そばにいてほしいと陛下から言われたことは、黙っていたほうがいいわよね？）

　彼は、はあっと息を吐いた。

「少し気が緩んでいたようだ。俺は仕事に戻る」

「はい。いってらっしゃいませ」

「……迷惑をかけたな」

「いいえ。全く迷惑ではありません。お体を大切にしてくださいね」

　アリスは立ち上がって、ウィルフリッドの背中に向かってぺこりとお辞儀をする。

（あら？）

　心なしか、髪の合間から覗くウィルフリッドの耳が赤い気がしたのだ。

（もしかして、照れていらっしゃる？）

　眉間に寄ったしわと少し機嫌が悪そうな表情は、バツが悪いのを隠すためだろう。

　意外な一面に、アリスは頬を綻ばせる。

（それにしても、陛下は大丈夫かしら？）

　うなされていたウィルフリッドの苦しげな表情がよみがえり、心配になる。たしか以前、眠りが浅くほとんど寝ないとも言っていた。

　ウィルフリッドは周囲に自分の弱さを見せようとしない。それは国王としての威厳を守る上で大切なことだと、アリスも理解している。けれど、いつも気を張っていて夜も眠れないのでは、いつか倒れてしまう。

（心配だわ）

　せめて、うなされているときに横に寄り添ってあげられれば、先ほど膝枕したときのように、ウィルフリッドを穏やかな睡眠に導いてあげることができるかもしれない。

　しかし、ウィルフリッドはアリスに愛と子供は望むなと言い、初夜以降、夜を共にしていないのでそれも難しい。一緒に眠ることができれば、なんとかすることもできそうなのに。

（そうよ！　理由はなんでもいいから、一緒に眠るように誘導すればいいのよ！）

　理由など、こじつければなんとかなるはずだ。
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　ウィルフリッドは、アリスと別れたあと執務室に戻った。

　先ほどのアリスとのやり取りを思い出し、ウィルフリッドはため息をつく。

（気が緩んでいた）

　人前でうたた寝するなど、ましてや膝枕をしてもらって寝たなど初めてのことだ。目を覚ましてアリスの黄金色の瞳と目が合ったときは、本当に驚いた。

　何事かとすぐに飛び起きたが、だんだんと頭が冴えてくるのに従い、記憶も鮮明になる。

（たしか、また父上と兄上の最期の夢を見て――）

　自分がアリスを引き留めたことも思い出し、頭が真っ白になる。

（夢じゃなかったのか）

　情けない姿を見せてしまった羞恥から、耳が赤くなるのを感じる。

　アリスはいつもウィルフリッドに笑顔で接し、決して彼を怖がったりしない。最初は煩わしく思っていたのに、いつしかアリスの笑顔を見ると、心が安らぐようになっていた。

（俺は――）

　ウィルフリッドはぐっと拳を握る。

　ずっと自分の気持ちをごまかしてきたが、ウィルフリッドはアリスに惹かれている。

　彼女を抱き寄せて心から愛することができたら、どんなに幸せだろう。その欲望は日増しに強くなる一方だ。

　それに、アリスはウィルフリッドの妻なのだから、本来であれば彼が彼女に何を望もうが、自由だ。

（いや）

　そこでウィルフリッドは頭を横に振る。

（俺は幸せになどなってはならない。幸せになる資格などない）

　ウィルフリッドは今の人生を、自分への罰だと思っている。

　十二歳のウィルフリッドを襲った突然の悲劇。いや、悲劇と言うのもおこがましい。

　国王と王太子を殺したのは、ウィルフリッド自身だ。自覚がないだけで、あの事故の原因は、ウィルフリッドが異能を暴走させたことである可能性が高いのだから。

　あの事故の夢を見るたびに、父と兄が自分を恨んでいるのではないかと、良心の呵か責しゃくにさいなまれる。

（俺にもっと力があれば、もっと異能を操る能力が高ければ、父上と兄上は助かったのに）

　ウィルフリッドを襲うのは、自分の能力の低さへの絶望と、あのとき視察についていくと言ってしまった自分の浅はかさへの後悔と自責の念だ。

　嫁いだ初日に子供を持つことも愛されることも諦めろと言ったウィルフリッドの言葉は、本当はアリスではなく彼自身に向けた言葉だ。

　そこまで考えて、ウィルフリッドはふと自問する。

（俺は己の贖しょく罪ざいに、アリスを付き合わせようとしているのか）

　アリスは何も悪くない。たまたま能力が高かったゆえにウィルフリッドの目に留まり、こんな雪深い辺境の国に嫁ぐことになっただけだ。

「彼女に対しては悪いことをしたな」

　せめて、ここでの生活は不自由のないものにしてやりたいと思う。好きな男ができたなら離縁にも応じるつもりだ。

　だが、ウィルフリッド自身はこの呪いともいえる呵責から一生逃れられないだろう。

「頭がおかしくなりそうだ」

　ウィルフリッドは両手で頭を抱えてぼそりとつぶやくと、銀色の髪をかきむしる。

（もういっそのこと、おかしくなってしまえばいいのに――）

　出口の見えない苦しさで、気を張っていなければ今にも押しつぶされてしまいそうだった。




　その日の夕食時、アリスに「大事な話がありますのでリビングルームに来てください」と言われた。いつにない真剣な様子に、ウィルフリッドは困惑した。

　思い当たることと言えば、今日アリスの膝で寝てしまったことだ。

（文句を言われるだろうか）

　そう思って緊張の面持ちでリビングルームに向かうと、なぜかアリスも緊張したような表情をしている。

（どうしたんだ？）

　アリスは先ほどから、何かを話そうと口を開きかけては閉じるという行動を繰り返していた。

「アリス、いったいどうし――」

「陛下！　今日からわたくしと一緒に寝てください！」

　意を決したようにアリスが言った言葉を聞き、ウィルフリッドは呆気にとられた。

「は？　一緒に？」

「その……お布団が寒いです」

「布団をもう一枚出すように伝えておこう」

「いえ！　そうじゃなくって！」

　アリスは慌てたようにウィルフリッドの服の裾を掴む。

「隣にどなたかが寝てくださらないと、よく眠れません！」

　アリスは真っ赤になりながら、そう叫ぶ。

「俺は抱き枕か」

　ぼそりとつぶやいた言葉に、「そんなことは思ってないです」とアリスは慌てた様子を見せる。そのあたふたした様子が可愛らしくて、ウィルフリッドはくくっと笑う。

「一緒に寝るだけでいいのか？」

　耳元で囁くと、アリスは首まで真っ赤にしてこくこくと頷く。

　国王を抱き枕にするなど、世界広しといえどもアリスしかいないだろう。そう考えると、またくくっと笑いが漏れた。










◆　第六章　出戻り王女はもっと夫に近づきたい




　温かいベッドで心地いい眠りの中、ふと髪の毛を触られる感触がした。続いて、額に柔らかいものが押し当てられる。

（なんだろう……この感じ……）

　まだぼんやりとしながら薄らと目を開けると、朝日の差す室内に、きっちりと服を着たウィルフリッドが見えた。

（え？　陛下？）

　びっくりしたアリスは、パチッと目を開ける。すると、朝の準備を整え終わったウィルフリッドと目が合った。

「おはよう。アリス」

「おはようございます。陛下」

　ウィルフリッドはいつもと変わらぬ淡々とした様子だ。そして、早々に部屋を出ていった。

　カツカツと足音が遠ざかってゆく。

（……夢？）

　部屋の中でひとりきりになったアリスは、自分の額に触れる。

「やけに臨場感のある夢だったな」

　額にキスをされる夢を見るなんて。

　アリスの頬はたちまち真っ赤になる。

（陛下がそんなことするわけないのに、どうしてあんな夢を見てしまったのかしら……）

　きゃーっとなって布団で羞恥に震えていると、パタンとドアが開く音がした。

「アリス様、おはようございます」

「お、おはよう。エマ」

　アリスは慌てて平静を装い、エマに朝の挨拶をする。エマはアリスの顔を見て、首をかしげた。

「お顔が少し赤いですが、暑いですか？」

「ううん。そんなことないの！」

　アリスはぶんぶんと首を横に振る。そして、言われてみれば部屋が暖かいことに気づいた。

　アリスは部屋の片隅に置かれた暖炉を見る。火は煌こう々こうと燃え盛っていた。夜間は火災を防ぐために暖炉の火は小さくされるので、きっと朝になってから薪まきを足したのだろう。

「暖炉の火を足してくれたのね。ありがとう、エマ」

　アリスにお礼を言われて、エマはきょとんとした顔をした。

「いいえ。私は何もしておりません」

「え？」

（じゃあ、陛下が朝起きてから足してくださった？）

　エマがやっていないなら、ウィルフリッドがやったとしか思えない。

（もしかして、わたくしが寒がりだから？）

　アリスの寒がりに呆れながらもさりげなく気遣ってくれる優しさに、心がほっこりとする。

　一方のエマは、アリスのためにてきぱきと朝の準備を整えていた。お湯とタオルを用意すると、いつものように暖炉の近くに設置する。

「ご用意できました」

「ありがとう」

　アリスはベッドから抜け出す。ふと、エマがとてもにこにこしていることに気づいて、不思議に思った。

「エマ、どうしたの？」

「最近は毎日陛下がいらっしゃいますね。これなら、お世継ぎもきっとすぐにできますね。アリス様がご寵愛を受けられていて、私も嬉しくって」

　エマから澄んだ瞳で見つめられ、アリスははたと我に返る。

「寵愛？」

「はい。だって、このコート！　最高級のイレーブの毛ですよ！」

　キャッキャしながらエマが取り出したのは、真っ白なコートだ。システィス国のみに生息するイレーブという生き物の毛を使っており、数ある毛の中でも最高級品なのだという。アリスが寒がりなので、ウィルフリッドがプレゼントしてくれた。

　ミセストールの工房に一緒に行った際に、アリスが採寸をしている間にこっそりと注文してくれていたようだ。アリスはそのことに全く気づいていなかったので、ウィルフリッドからこれを渡されたときは本当にびっくりした。

「それに、陛下は毎日欠かさずアリス様のもとに通われているじゃないですか」

　確かにウィルフリッドは欠かさずアリスのもとに来てくれる。しかし、彼は自分からアリスに指ひとつ触れない。

　ウィルフリッドの顔を思い浮かべた途端、脳裏によみがえったのは今朝方見た夢のことだ。アリスは頬が熱を帯びるのを感じた。

（わたくしったら、なんであんな夢を）

　ウィルフリッドから額にキスをされたことなんて、ただの一度もないのに。それどころか、一緒に寝るようになって二週間も経つのに、指一本触れられない。

　ただ、夢とはいえ、アリスは彼から額にキスをされても全く嫌悪感がなかった。むしろ、幸福感を覚えた。

（わたくし、もしかして陛下のこと――）

　そう自覚した途端、胸にずきっと痛みが走る。

『この結婚で、愛は望むな。子供も望むな』

　そう言ったときの彼の冷ややかな、けれどどこか孤独を匂わせるような瞳。アリスはそれに対して、構わないと承諾した。

　それなのに、今になってウィルフリッドから愛されたい、彼の子供を産んでみたいという欲が湧いてしまっている。

（でも――）

　一緒に寝ているにもかかわらず指一本すら触れてくれないのだから、それ以上進みようもない。

（もしかしてわたくし、女性としての魅力がない？）

　衝撃の事実に気づいてしまい、アリスは愕然とする。

　ハーレムにいたときに『ベッドで一緒に寝て手を出さない男など、この世にいないわ』と言ったのはたしか、豊満な体つきの艶なまめかしい妃だった。

　ということは、手を出されないアリスは悪い意味で希少な存在ということだろうか。

「今日はアメリア様のところでお茶会ですので、こちらはいかがでしょう？」

　エマは華美すぎない長袖のドレスをアリスに見せる。淡い黄色で、見た目も暖かそうだ。

「ありがとう」

　アリスは袖に腕を通しながらも悩む。

（アメリア様にご相談してみようかしら？）

　彼女なら、何かヒントをくれるかもしれない。




「ようこそいらっしゃいました、アリス様。今日も可愛らしいわ」

　アメリアはアリスを見るや否や、笑顔で駆け寄ってくる。

「アメリア様。本日はお招きいただきありがとうございます」

「わたくしがアリス様とお会いしたかったのよ。さあ、入って」

　アメリアはアリスの手を引き、屋敷の奥へと案内する。

　屋敷のメイド達もアリスを見て皆立ち止まり、微笑みを浮かべてお辞儀をする。たったそれだけのことだが、屋敷全体でアリスの来訪を歓迎してくれているのがわかった。

「最近はウィルが毎日アリス様のもとに通っているらしいじゃない？　ラブラブね」

　アメリアははしゃいだように言う。ウィルフリッドとアリスが一緒に寝ているという情報は、間違いなくエマから聞いたのだろう。

「実はそのことで、アメリア様にご相談がございまして……」

　アリスはおずおずと切り出す。

「相談？　わたくしでよければいくらでも聞くわ」

　アメリアは胸に手を当てて任せろとばかりに言う。

「実は、陛下がわたくしに女性としての魅力を感じていらっしゃらないようです。その……一緒に寝ているのに、指一本触れてすらくださいません」

「は？」

　アメリアは呆気にとられた顔でアリスを見返す。

（やっぱり、あり得ないことなのね）

　アメリアの表情から、これは普通ではないのだと悟ったアリスは少なからずショックを受けた。

　朝起きたらアリスがウィルフリッドに抱きついていることは日常茶飯事だが、ウィルフリッドから触れてくれたことは一度もない。

　ハーレムにいた際は女しかいないので、男女の明け透けな話も多かった。そこで、『ベッドに誘い込んで肌が触れ合えば、男は簡単に流される』と聞いたことがある。しかし、触れ合うどころか抱きついてもウィルフリッドは全くリアクションなしだ。

「あのヘタレが……」

「はい？」

　アメリアがつぶやいた言葉がよく聞き取れず、アリスは聞き返す。アメリアは慌てたように「あら、なんでもないのよ」と言った。

「アリス様、わたくしに名案があります。少しだけお時間をくださいませ」

　アメリアはその顔に美しい微笑みを浮かべた。




　その日の夜、アリスはとても困惑していた。

「――本当にこれを着たら？」

「ええ、間違いありません――」

　エマは力強く言いきる。

　アリスはにわかには信じられず、目の前の衣装を眺める。

　ピンクがかった薄地の布は薄らと透けており、至るところにレースやリボンが飾られている。結び目はリボンだけでひどく心もとなく、指をかければ簡単に脱げてしまうだろう。

　なんでも、アメリア厳選の男性を誘う寝間着だそうだ。リボンのかかったプレゼントが届いたので何かと思って開けてみたら、これだった。

「無理よ」

　アリスはぶんぶんと首を左右に振る。こんなはしたない格好、恥ずかしすぎて絶対に無理だ。

「そうですか？　絶対に陛下はお喜びになると思いますが」

「うーん、でも……やめておくわ」

　万が一ウィルフリッドに淫いん乱らんな女とでも思われたら、それこそショックすぎる。

　それに、アリスには男性と性的な意味で触れ合った経験が一度もない。これを着たところで、そこからどうやって彼を誘えばいいのか皆目見当もつかない。

　アリスは今日届いたばかりの寝間着をクローゼットにしまうと、いつもの白いシルクの寝間着を着たのだった。




　夜も更けた頃、アリスはベッドの上でうとうととまどろむ。カチャッと音がして部屋に入ってきたのは、ウィルフリッドだ。

「お疲れさまです」

　アリスが言うとウィルフリッドは「ああ」と一言だけ言った。

「今日は姉上のところに行くと言っていたな。楽しかったか？」

「はい、とても」

「どんな話を？」

　ウィルフリッドに尋ねられ、アリスは頬を赤らめる。どうやったらウィルフリッドに女性として見てもらえるかを相談していただなんて、絶対言えるはずがない。

（部屋が薄暗くてよかったわ）

　アリスは内心でほっとする。ウィルフリッドに赤くなった顔を見られずに済むから。

「美お味いしいお菓子をご紹介していただきました」

「へえ、よかったな」

　ウィルフリッドはそれだけ言うと、ベッドの上に乗る。いつものようにアリスの隣、ちょうど十センチくらい離れた位置に横たわる。

「おやすみ」

「はい、おやすみなさいませ」

　隣を見ると、ウィルフリッドはアリスに背を向けるようにして寝ていた。

（今日も指一本触れてくださらない）

　アリスはしゅんとする。手を伸ばせば背中に届く距離なのに、彼のことがとても遠く感じられた。
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　寒いので一緒に寝てほしいと言われて応じたことを、ウィルフリッドは若干後悔していた。

　毎朝のように、アリスが抱きついてきて、花のような甘い香りがふわりと鼻孔をかすめる。そのたびに、鋼の精神力が崩壊して劣情が抑えられなくなりそうになる。

　しかも、彼女に触れたいという欲望は日増しに強くなるばかりだ。

「悪夢は見なくなったが、別の理由で睡眠不足になりそうだ」

　ウィルフリッドは額に手を当てた。

　そのとき、とんとんとドアをノックする音がした。入ってきたのは宰相のヴィクターだ。彼は書類を手に持ち、険しい表情をしている。

「今度の議会に提出する予定の地下水路建設の件ですが、私は反対です」

「またその話ですか」

　ウィルフリッドはヴィクターを一瞥し、息を吐く。

　アリスの発案で検討が始まった地下水路建設は、ローラン国の技術者も交えた検討の結果、システィス国でも技術的には建設可能という結論に至った。

　そのため、第一弾として、王都の主要な地域に次年度から地下水路を建設する議案を、今度の議会に提出することになっていた。

「建設費用がかかりすぎます」

　ヴィクターは書類の数字を指さす。

「公共事業とはそういうものです。確かに費用はかかりますが、建設すれば市民の生活水準が格段に上がります。今、彼らは冬の間洗い物もろくにできません」

「そういう地域なのだから、仕方がないでしょう」

　ウィルフリッドはぴくっと肩を揺らす。ヴィクターの言葉が、受け入れがたいものだったからだ。

「そういう地域なのだから？　叔父上は本気でそう言っているのですか？　不便さを解決する努力をするからこそ、文明は発展し国は豊かになる。叔父上の屋敷でも冬の間、使用人が水の確保に苦労しているはずです」

　ヴィクターはウィルフリッドの言葉に、眉根を寄せる。

「あいにく、我が家ではさほど困ってはいません。彼らは甘えているのです」

　困っていないのは叔父上が水の確保を直々にしているわけではないからでしょう、と言いかけて、ウィルフリッドは口を閉ざす。

　そんなことを指摘して口論しても、なんにもならない。

「資金確保については、すでに財務省から問題ないとの回答がありました。ローラン国が、金属資源を輸入する長期契約をしたいと言っているので、それを原資にします」

　システィス国は寒さが厳しいという欠点があるものの、国土が広く、資源が豊かだ。多くの国がその資源を欲しがるので、経済的には潤っている。

「叔父上、私は考えなしに物事を進めようとするほど子供ではありません。すでに七割を超える議員が、この施策を進めることに賛成しています」

　ウィルフリッドはヴィクターを見つめる。

　国王に即位した幼いウィルフリッドを補佐して実質的に国を回していたのは、他でもないヴィクターだ。しかし、あれから十年以上が経ち、ウィルフリッドはもう子供ではない。

　しかし、ヴィクターはいまだに当時の感覚が抜けないようで、ウィルフリッドが自主的に何かを進めようとすると、すぐにそれをやめさせようと横槍を入れてくる。

　自身が関わらない施策を行うのは、不安なのかもしれない。

「叔父上の今までのご尽力には深く感謝しています。ですが、私ももう大人だ。そろそろ、少しゆっくりと休まれてもいいかもしれません」

「私は必要ないと？」

「そうではありません。ただ、もう少し私を信頼していただきたい」

　ウィルフリッドの言葉に、ヴィクターは顔をぴくっとさせる。

「……そうかもしれませんね。数日間、お休みをいただくとしましょう」

「ええ。ゆっくりするといいでしょう」

「お心遣いに感謝します」

　慇いん懃ぎんな態度でお辞儀をしたヴィクターは、「そういえば」と口を開く。

「最近、妃殿下のもとに毎晩通われているとか。どういう心変わりですか？」

　ヴィクターの言葉に、ウィルフリッドはぴくりと反応する。

　アリスを娶るにあたり、ウィルフリッドは彼女と必要以上に親しくなるつもりも、子供をもうけるつもりもないことを、ヴィクターに相談していた。

　それをわかった上で、ヴィクターはウィルフリッドの結婚を後押ししてくれたのだ。

「気が変わっただけです」

「お世継ぎをもうけるおつもりですか？」

「さあ、どうでしょう」

　夫婦の閨ねや事情まで叔父に話す義理もない。それに、アリスは子供が産めない体だという噂を、ヴィクターも知っているはずだ。

　これ以上聞いてもウィルフリッドが話すつもりもないと悟ったようで、ヴィクターは「それでは、私は失礼します」と言った。

　立ち去るヴィクターの後ろ姿を見つめ、ウィルフリッドは息を吐いた。
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　王妃にはいくつかの大切な役目がある。

　そのひとつが、貴族の夫人達と社交を図ることで人脈と人望をつくり、夫である国王を陰から支えることだ。

　冬のシスティス国には珍しく朝から快晴だったこの日、アリスは国内の有力貴族のひとりに招かれ、お茶会に参加した。

「ふう。思ったより遅くなっちゃったわね」

　帰りの馬車に揺られながら、アリスは同行したエマに話しかける。

　アリス以外にも何人か参加しており、彼らの話が盛り上がってしまったせいで、予定より一時間も帰るのが遅くなってしまった。

「そうですね。それにしても、今日のイリス様はひどかったと思います。アリス様の前のご結婚のことを、他の夫人達もいる場で話すなんて――」

　エマはご機嫌斜めな様子だ。

　エマが怒っているのには理由がある。今日のお茶会に参加していた、ヴィクターの妻であるイリスが突然、アリスのハーレム時代のことについて話題を振ってきたのだ。

　イリスの姉がアリスと同じハーレムにいたという話の流れからだったのだが、正直人のいる場所ではあまり触れてほしくなかった。

「まあ、仕方がないわね。イリス様には、今後は発言に気をつけていただくことにしましょう」

　アリスは馬車に座る自分の体を見下ろす。体全体をすっぽりと包むのは、先日ウィルフリッドからプレゼントされたイレーブのコートだ。

「暖かい」

　アリスはコートを撫で、笑みをこぼす。システィス国のことを知り尽くしたウィルフリッドが選んだだけあり、このコートはアリスが持つどのコートよりも格段に暖かかった。

（陛下には、帰ったらお礼を言わないと）

　アリスは窓の外を見る。遥か遠くまで青空が広がり、遠くの白い山脈がよく見えた。

（本当に真っ白になるのね）

　今までの人生で一度も見たことがない景色に、なんだか不思議な気分だ。

　馬車は順調に進み、アリスは心地よい振動に揺られる。コートの暖かさも相まってうつらうつらとしていると、ふいにバーンと馬車のドアを激しく叩く音がした。

「何？」

　アリスはハッとして目を覚ます。薄暗く感じて外を見て、驚いた。

「何これ。雪？」

　窓の外では、大粒の雪が激しく降っていた。数メートルの距離にいるはずの、近衛騎士の姿すら見えないほどだ。

　アリスは咄嗟に、馬車のドアノブに手をかける。

「アリス様、外に出てはいけません。吹雪です」

　一緒に馬車に乗っていたエマが慌ててアリスの手を止める。

「吹雪？」

　吹雪という現象があることは知っている。風が強く吹き、雪が激しく降ることだ。しかし、こんなにも強烈な風と雪なのだとは思っていなかった。

　コンコンコンと馬車の窓を叩く音がする。外から、同行した近衛騎士が呼んでいた。黒いはずの制服は雪で真っ白になっている。エマは窓を数センチだけ開けた。その瞬間、猛烈な風と雪が車内に吹き込む。

「突然の猛吹雪で馬車が動けません。王宮まですぐなので、助けを呼びに行ってまいります」

「わかりました」

　アリスは頷く。

　すぐにエマが窓を閉めたが、風が強く吹き込んだせいで車内の気温はぐっと下がっていた。

（寒い）

　アリスは自分の体を両腕で包み込むように抱きしめる。

　風がますます強くなり、馬車をガタガタと揺らした。このまま馬車が倒れてしまうのではないかという恐怖が、アリスを襲う。

（怖い……）

　不安そうな様子のアリスを励ますように、エマが彼女の体を抱きしめる。

　次の瞬間、バーンとまた大きな音がして馬車の窓ガラスが割れた。アリスは両腕で頭を覆う。猛烈な風と雪が車内に入り、あっという間に座席を白くしてゆく。

「王妃殿下をお守りしろ！」

　近衛騎士達が叫ぶが、彼らもまた吹雪対策などしていないのだから、下へ手たすると死んでしまう。

（わたくし、このまま死んじゃうのかしら？）

　意識が朦朧としたとき、「アリス！」と叫ぶ声が聞こえた。あれほどの吹雪が一瞬で収まり、アリスの体は力強く抱きしめられる。

「陛下？」

「もう大丈夫だ。城に戻ろう」

　そのとき、再び辺りに吹雪が押し寄せる。ウィルフリッドが片手を天に向けると青白い光が放たれ、その吹雪はかき消えた。

（綺麗……）

　アリスは朦朧としながら、空を見上げる。

　いつの間にか、意識は闇にのまれていた。
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　ウィルフリッドがアリスを連れて戻ってきたあと、王宮内はしばらく混乱していた。

　気を失ったアリスを診るために彼女の部屋に宮廷医が呼ばれ、冷えた体を温めるために暖炉の薪が足される。

　同行していた近衛騎士やエマ達も、王宮内の医務室へと運ばれた。

「アリスの様子は？」

　ウィルフリッドは、アリスを診察した宮廷医が部屋から出てくるや否や、問いかける。

「先ほど、意識を取り戻されました。微熱がありますので、このあと熱が上がってくるかもしれません。しばらくは安静にしたほうがよろしいでしょう」

「命に別状はないのだな？」

「それは大丈夫です。早期に救出されたのが幸いでした」

　宮廷医の言葉に、ウィルフリッドはホッとする。

　アリスが吹雪に巻き込まれたと知ったとき、真っ先に思い出したのは父と兄を襲った悲劇だった。もしかしたら、彼女のこともここで失うのではないかと気が気でなかったのだ。

「どうぞ、中で面会なさってください」

　宮廷医はウィルフリッドを促すように、部屋のドアを開けた。

　アリスは目を閉じたままベッドに横たわっていた。ただ、眠っていたわけではないようで、ウィルフリッドが歩み寄ると薄らと目を開ける。

「陛下。助けてくださってありがとうございます。ご迷惑をおかけして申し訳ございません」

「気にするな。無事で安心した」

「陛下はお怪け我がをしていらっしゃいませんか？」

「俺はなんともない」

「よかった」

　アリスはホッとしたように微笑む。

「わたくしが生きていられたのは、陛下とあの場にいた者達のおかげですね」

　その姿を見て、胸がぎゅっとした。

「なぜきみは――」

　なぜ、こんな辺境の雪国に嫁ぐきっかけとなったウィルフリッドを責めない。

　なぜ、自分のことより人の心配ばかり先にする。

　なぜ、いまだにウィルフリッドに微笑みかける。

　聞きたいことはたくさんあったが、言葉が続かなかった。アリスはきっと、どうしてそんなことを聞かれるのかと気にして、逆に困惑してしまうだけだろうから。

　数カ月間アリスと過ごして、彼女にとってそれらの行動はごく当たり前の自然なことなのだとわかってきた。そしてウィルフリッドは、彼女がそういう健けな気げで温かみのある人間だからこそ、いつの間にか惹かれてしまった。

「水を飲むか？　何か欲しいものがあれば持ってこさせる」

「いえ、大丈夫です」

　アリスは小さく首を横に振る。

「陛下」

「なんだ？」

「手を……手を握ってくださいませんか？」

　思わぬ願い事に、ウィルフリッドは驚く。

「陛下が来てくださって、わたくしを抱きしめてもう大丈夫だって言ってくださったとき、すごく安心したんです。だから、安心したくて――」

「わかった」

　ウィルフリッドは寝ているアリスの片方の手を握る。すると、アリスはきゅっと握り返してきた。

（小さな手だな）

　アリスの手を取るのは初めてではないか、こんなにも小さく儚はかなげだっただろうかと驚いた。

「アリス？」

　やがてスースーと規則正しい寝息が聞こえてくる。眠ってしまったようだ。

　額に手を触れると、宮廷医が言った通り少し熱っぽい。

「早く元気になってくれ」

　そして、また屈託のない笑顔で「陛下」と呼びかけてほしい。ウィルフリッドはアリスの頭をそっと撫でると、部屋をあとにした。




　執務室に戻るとすぐに、ロジャーが訪ねてきた。

「アリスに付き添っていた近衛騎士達の様子は？」

「全員、吹雪の影響で低体温状態になっていました。しばらくは療養させたほうがよさそうです」

「そうか。では、医師からの許可が出てから状況についての聴取をしてくれ」

「わかりました。さっき会いに行ったときは、『私どもがついていながら、誠に申し訳ございません』とうわ言のように繰り返していましたよ」

　ロジャーははあっと息を吐くと、窓の外を見る。

「しかし、あんなに快晴だったのに急に吹雪になるなんて、珍しいこともあるものですね」

「……そうだな」

　ウィルフリッドは短く答える。

　快晴だったのに、突然吹雪になって馬車が立ち往生する。その状況のせいか、最近眠っていた、父と兄の死にまつわる忌まわしい記憶がまたよみがえった。




＊　＊　＊




　結局、アリスはその後高熱を出して、三日間も寝込んだ。

　その間、ウィルフリッドは暇さえあればアリスのもとを訪ねてきた。

「陛下。その……お忙しいと思いますので、どうぞわたくしのことはお構いなく」

　ウィルフリッドの仕事の邪魔をしている気がして、アリスは恐縮する。しかし、ウィルフリッドは眉根を寄せて首を横に振った。

「俺がアリスのことが心配だから来ているだけだ」

「心配……？」

　アリスはベッドサイドに立つウィルフリッドを見上げる。

　視線が絡み合うとウィルフリッドはふいっと目を逸らしてしまった。

「とにかく、ゆっくり休んでいろ。またあとで様子を見に来る」

「はい」

　アリスは頷く。ウィルフリッドが出ていったあと、さっきの言葉の意味を考える。

（近い立場の人が体調を崩したから心配してくれているだけ？　それとも、陛下にとってわたくしは、思わず心配してしまうほど大きな存在になった？）

　どちらなのかは、アリスにはわからない。けれど、アリスの中でウィルフリッドの存在が日増しに大きくなっているのは確かだった。

「陛下。あんまり思わせぶりな態度を取られると、期待してしまいます……」

　アリスはひとり、つぶやく。

　あと一歩の距離を踏み込めない。けれど、いつかウィルフリッドの心の壁を全て取り払える日がくればいいなと思った。
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　執務室にいたウィルフリッドは、窓を揺らす風の音で顔を上げた。寒冷地のためシスティス国の窓は二重窓構造なのだが、それでも音が聞こえてくる激しさだ。

「今日は吹雪か」

　システィス国では冬の間、時折こういった猛吹雪に襲われることがある。大体一日で収まるので、こういう日は外に出ないに限る。

　立ち上がったウィルフリッドは窓の外を見る。激しい雪で視界は閉ざされ、十数メートル先にあるはずの尖せん塔とうすら認識できない。

「陛下。失礼します」

　ノックと共に入室してきたのは、側近のロジャーだ。ロジャーは手に書類を持っていた。

「今日はひどい吹雪ですね。明日は騎士や衛兵達を総動員して雪かきだな」

　ウィルフリッドが窓の外を眺めているのに気づいたロジャーも窓に近づき、肩をすくめる。吹雪になると雪が積もり、道路が使えなくなる。そのため、主要な幹線道路を使えるように、雪かきをするのだ。

（吹雪か）

　ウィルフリッドは右手に神経を集中させる。その手を窓に向けて大きく振ると吹雪が止み、城下から王宮へと続く幹線道路の雪も一瞬で消え去った。ウィルフリッドが持つ、異能の力だ。

「うわ。相変わらず、すごいですね」

　ロジャーが窓の外を眺めながら、感嘆の声を上げる。

（特に異常は感じないな）

　ウィルフリッドは自分の右手を眺める。右手はウィルフリッドの意思に合わせ、開いたり閉じたりした。

「ロジャー。アリスが吹雪に見舞われた日のことだが、同行した騎士達への聴取は終了したか？」

「はい。まさにちょうど報告書がまとまったところです」

　ロジャーは手に持っている書類をウィルフリッドに見せるように、掲げる。

　全身に雪をかぶった近衛騎士が助けを求めて王宮に駆け込んできたときは、本当に肝が冷えた。会議を中断して急きゅう遽きょ助けに行き最悪の事態は逃れたが、ウィルフリッドにはどうにも解せないことがあった。

（なぜ急に、アリスがいた場所だけが局所的に猛吹雪になったんだ？）

　もちろん、天気の影響でたまたまそうなったということも否定できない。しかし、あの日は朝から雲ひとつない晴天で、とても吹雪が発生する状況には思えなかった。

　それゆえ、ウィルフリッドの脳裏によみがえるのは、十三年前の忌まわしい記憶だ。

（父上と兄上が亡くなったときと、似ている）

　十三年前のあの日、ウィルフリッドは父と兄と共に視察へ向かった。

　その道中、晴天だった天気が急変し、突然の猛吹雪に見舞われた。吹雪対策をしていなかったウィルフリッド達一行はなすすべなく立ち往生し、ふたりは帰らぬ人となったのだ。

　あのときはウィルフリッドが異能を暴走させたのではないかという疑いが濃厚だったが、今回のアリスの件に関しては同行すらしていない。それに、あの吹雪を収めたのはウィルフリッドであり、異能は暴走させていない。

　それに、気になることがもうひとつ――。

「お時間が大丈夫なら、今ご説明しますがどうしますか？」

　ロジャーがウィルフリッドに尋ねる。

「では、今聞こう」

　ウィルフリッドは応接用のソファーに座り、ロジャーにも座るよう顎で向かいのソファーを指す。ロジャーは勧められるがままに、そこに座った。

「アリス妃が外出された日ですが、気象台の報告によると天気は朝から晴れ。雲もほとんどない晴天で、風は穏やかでした」

「ああ、そうだな」

　ウィルフリッドは相槌を打つ。

　あの日は外出するアリスに『晴れていてよかったな』と声をかけた記憶がある。少なくとも、王宮の付近は晴れていた。

「同行した近衛騎士によりますと、行きは天気もよく何も問題なかったものの、帰りにあの事態に見舞われました。奇妙なことに、吹雪に襲われる直前まで、誰ひとり天気の急変に気づかなかったそうです」

「誰ひとり？」

　ウィルフリッドは眉根を寄せる。

　システィス国はその気候から、国民の誰しもが猛吹雪の恐ろしさを知っている。そのため、冬場の天気に気を配ることが幼い頃から習慣化されているのだ。万が一にも吹雪のサインを見逃すと、命を落としかねないからだ。

　それなのに、四人もいた近衛騎士が誰ひとりとして天候の変化に気づかなかったことに、強い違和感を覚えた。

「はい。四人全員に対して別々に聴取しましたが、皆同じことを言っておりました。晴れていた空がものの数十秒で厚い雲に覆われ、あっという間に吹雪になったと。それも、前が見えないほどの猛吹雪で、なすすべなく馬車は立ち往生してしまったと」

「……妙だな。聞けば聞くほど、異能を使ったようにしか思えない」

「はい。私もそう思いました」

「だが、俺は使っていない」

　ウィルフリッドは断言する。

　異能が発現したばかりの十三年前ならいざ知らず、今はしっかりと異能の力をコントロールできている。異能の暴走はしていないと断言できる。

「となると、原因がわからない」

　ウィルフリッドは当時の状況を思い出しながら、口を開く。

「実はアリスを助けに行ったとき、妙な力を感じたんだ」

「妙な力、と言いますと？」

　ロジャーは聞き返す。

「吹雪を止めようとする俺に対し、まるで反発するような力を感じた」

「反発するような？　それは別の何者かが異能を使ったということですか？」

　ロジャーは眉をひそめた。

「しかし、異能の力を持つのは、現在ウィルフリッド様だけです」

　システィス国の王族に伝わる異能の力。それは初代国王が精霊神の盟友であったことから、彼の能力を一部託されたことによると言われている。異能の力を発現するのはシスティス国の王族直系のみ、しかもごく稀だ。現在も異能の力を持つのはウィルフリッドひとりしかいない。

「どういうことなんだ……」

　ウィルフリッドは、顎に手を当てて考え込む。

　自分のあずかり知らぬところで、何かが動いている。そんな嫌な予感がした。
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　ベッドで上半身を起こして本を読んでいると、ふいにドアが開いた。現れたのはウィルフリッドだ。

「アリス。調子はどうだ？」

「陛下！　体調は、とてもよくなりました。熱ももう下がってすっかり元気なのに、エマがまだ無理をしてはだめだって言うんです」

　アリスはそう言い終えるや否や、ゴホゴホッと咳せきをする。まだ喉の調子は完全回復とは言えない。

「咳が出ているじゃないか。エマの言う通り、完全に回復するまでゆっくりしておけ」

「はい」

　アリスは素直に返事しながらも、しゅんとする。もう一週間もベッドに寝てばっかりで、そろそろ体を動かしたいのだ。

　ウィルフリッドはそんなアリスの様子を見て眉尻を下げた。

「そんな顔をするな。すぐによくなる」

　慰めるように、ウィルフリッドはアリスの頭をポンポンと撫でる。

（あ、いけない）

　アリスはハッとして、「はい。そうですね」と笑顔でその場を取り繕った。ウィルフリッドを心配させる気はなかったのに、また心配させてしまったと反省した。

　彼と視線が絡むと、秀麗な美貌がゆっくりと自分に近づいてきた。

（キスされる？）

　ぎゅっと目を瞑ると、額がこつんと当たる。

「うん。確かに、もう熱はないな」

　ウィルフリッドはそう言うと、アリスから顔を離す。

「無理せずゆっくりしておけ」

「はい」

　アリスが頷くと、ウィルフリッドはフッと口元に笑みを浮かべる。

「俺は仕事に戻る。またな」

「はい。いってらっしゃいませ」

　アリスは寝室から出ていくウィルフリッドの後ろ姿を見送ってから、両手で自分の頬を包み込むように触れる。

（陛下、なんであんなことを）

　まるで、体調の悪い恋人を労いたわるかのような態度に、戸惑いが隠せない。

　額に彼と触れ合った感触が残っている気がした。




　ウィルフリッドとエマから安静にしているように言われたアリスだったが、その数時間後には暇を持て余していた。両腕を広げ、うーんと伸びをする。

「暇だわ……」

　ウィルフリッドにはゆっくりしていろと言われたけれども、何もせずにじっとしているのもなかなか大変だ。部屋に置いてある本も全部読んでしまったし、刺繍する気分でもないし。

（ちょっとぐらいなら、お仕事してもいいかしら？）

　ここ数日寝込んでしまったので、本来アリスがやるべき執務は滞っているはずだ。無理のない範囲でそれらの処理をしておきたかった。

　アリスは寝室の内扉を開け、自分の私室へ移動する。机の上に置かれていたのは、あの吹雪に巻き込まれる直前に依頼していた、地域別の就学状況に関する資料だった。

　アリスは資料を手に取り、ぱらりとめくる。地域別に数字が並んでいた。

「王都はともかくとして、辺境の地はずいぶん低いわね」

　ハーレムにいたとき、高度な技術立国として有名な国から嫁いできた妃がいた。

　彼女によると、基礎教育、特に、識字率の高低は産業の生産性に大きく影響するのだという。

　どうしてかと不思議に思ったが、文字が読めればマニュアルを読んで自分でできることも、文字が読めないと誰かが横にいて教えなければならないと聞いて納得した。それに、文字が読めれば遠く離れた場所で開発された技術を文章として伝え、多くの地域に広めることができる。

　だから、彼女の祖国では全国民に最低三年間の義務教育があるとも言っていた。

「システィス国でも、就学率を一〇〇パーセントにすることができないかしら？」

　アリスは腕を組む。だがそれを実現するには、学校の整備や教師の補充など、やるべきことがたくさんある。

「まずは陛下にご相談……いえ、やっぱりヴィクター様に相談してみましょう」

　ウィルフリッドには先ほど、ゆっくり寝ていろと言われたばかりだ。彼のことだから、アリスがこの書類を持って訪ねてきたら、きっと呆れて書類ごと没収してしまうだろう。

「あら、アリス様。もう起きて大丈夫なのですか？」

　ふいに部屋のドアが開く。そこにいたエマは、てっきり寝ていると思ったアリスが起きていて驚いた様子だ。

「エマ。ええ、もう大丈夫。心配かけてごめんなさいね」

　アリスはエマを安心させるようにふわっと笑う。

「ねえ、エマ。少しだけヴィクター様のところに行きたいから、準備を手伝ってくれる？」

「もしかして、お仕事をなさるおつもりですか？」

「ほんの少しだけよ。もう、退屈すぎて死んでしまいそう。お願い！」

「仕方がないですわね。少しだけですよ？」

　エマは呆れつつも、準備を手伝ってくれた。




　アリスは簡単に髪を整え、ゆったりした楽なドレスに着替える。最後に厚手のショールを羽織ると、早速ヴィクターのもとを訪れた。

「ごきげんよう、ヴィクター様」

　ヴィクターはアリスの訪問に、驚いたような顔をした。

「これは妃殿下！　体調を崩されていると聞きましたが、もう大丈夫なのですか？」

「ええ、おかげさまで。心配させてしまってごめんなさい」

　アリスはヴィクターにも、迷惑をかけたことを謝罪する。

「あの日、血相を変えた陛下が妃殿下を腕に抱えて王宮に戻られたときは、本当に驚きました。いったい何が？」

　ヴィクターは探るような目でアリスを見つめ、尋ねる。

「えっと……、大したことじゃないの。ちょっとしたトラブルで、馬車が途中で立ち往生してしまって」

　本当は、突然吹雪に襲われて馬車が身動きできなくなったのだけれど。

　だが、雪が原因だと言うと、『これだから、暖かい国から来た妃は雪慣れしていなくて困る』とヴィクターをはじめとする国内貴族から思われてしまいそうな気がして、アリスは曖昧に言葉を濁した。

「そうですか。それで、今日はいかがなさいましたか？」

「えっと、教育に関する施策方針と予算を見せてもらいたいの」

「教育に関する施策方針と予算？　もちろんよろしいですが、それはなぜですか？」

　ヴィクターは、怪訝な顔でアリスに尋ねる。

「わたくしがビクルス国のハーレムにいたことは、ヴィクター様もご存じですよね。そのときに、とある妃から識字率の高さが経済の発展に大きく寄与すると聞いたのです。先ほど、システィス国の就学率に関する資料を確認したのですが、特に郊外においてはまだまだ低いと感じました。だから、どうにかできないかと思いまして」

　アリスはそのことを教えてくれた妃の話を交えながら、ヴィクターに訴える。

　ヴィクターは「なるほど」と言ってアリスを見つめる。

「しかし、私としてはその案の実行に、慎重な姿勢をとらざるを得ません」

「え？」

　まさか真っ向から否定されるとは思っておらず、アリスは驚いた。

「辺境の地、特に貧しい家庭では、子供は貴重な労働力です。数年間とはいえ貴重な労働力が学校に通うことにより削そがれることに、彼らは納得しないでしょう」

「しかし、それでは悪循環です。学があれば子供達は自分達の未来の可能性を、様々に広げることができます」

「様々に広げる？　しょせんは平民でしょう。何ができるというのです」

　失笑気味に言われ、アリスは衝撃を受けた。

（しょせんは平民？）

　その平民が納めた税金で、この国が成り立っているというのに。

「それに、知恵をつけると彼らは余計なことを考え始めるのでよくありません。かつて隣国で起きた革命も、知恵をつけた平民の仕業です」

「そんな……」

　やるせない感情を覚え、アリスはぎゅっと拳を握る。

　隣国の革命のことは、歴史を学んだのでアリスも知っている。国民を弾圧して贅ぜいの限りを尽くした国王に反発した反政府勢力が主導し、政権交代となったのだ。

「アリス妃はまだ病み上がりでお疲れなのでしょう。もう少しゆっくりされてください。回復された暁には妻に茶会にでもお誘いするよう、伝えておきましょう」

「そう……ですね。お心遣い感謝いたします」

　アリスは力なく答える。

　ただ、なんとも言えない悲しみと、虚しさだけが残った。




　部屋に戻ると、エマが寝室のシーツを交換してくれていた。エマはアリスが戻ってきたことに気づくと「おかえりなさいませ」と笑顔を見せる。

「全て干したてのシーツに変えておきましたので、今夜も気持ちよくお休みになれると思いますよ」

「そうね。ありがとう」

　にこっと笑って答えるアリスの顔を見て、エマは首をかしげる。

「アリス様、何かありましたか？」

「ううん。なんでもないわ」

　アリスは慌てて取り繕う。ただでさえここ数日の体調不良で心配をかけているのに、これ以上の心配をかけたくなかったのだ。

「そうですか」

　アリスはホッとしたように笑う。

「病み上がりによいハーブティーをお淹いれしますね。そちらを召し上がって、少しお休みください」

「ええ、ありがとう」

　しばらくすると、エマはトレーにティーセットをのせて戻ってきた。真っ白の陶器製ティーカップに注がれたのは、薄茶色のハーブティーだ。顔を寄せると、どこかりんごに似た甘い香りがした。

「これはアップルティーかしら？」

「カモミールティーです。胃腸に優しくてリラックス効果もあるんですよ」

　アリスはカップに口をつけ、一口飲む。確かにアップルティーとは違うが、すっきりとして優しい味わいはとても美味しい。ハーブティーを飲んだせいか、体がぽかぽかと温まり、すぐに眠くなってきた。

　アリスはふわっとあくびをして、ソファーのひじ掛けに腕と頭をのせる。

（今日のヴィクター様の反応はショックだったな）

　きっとこの国のためになると賛同してくれると思っていたのに。

（せっかくハーレムで得た知識を役立てられると思ったのに）

　ハーレムで過ごした七年間。閉鎖した空間での生活を余儀なくされたので気が滅入ることもあったけれど、様々な国出身の妃や女官から聞いた話はどれも興味深いものばかりだった。内容は、公共事業などの政治的なことから食べ物、それぞれの王族の裏話まで様々だ。

（なんだか眠い……）

　あんなにたくさん寝たのに、またこんなに眠くなるなんて。きっと、まだ体力が回復しておらず、疲れも取りきれてないのだろう。

　アリスは目を閉じるとすぐに、心地よい夢の世界に誘われる。

　それは、ウィルフリッドにお姫様抱っこで抱き上げられる幸せな夢だった。

「陛下？」

　アリスはウィルフリッドを呼ぶ。薄らと目を開けると、彼の美麗な顔がすぐ近くに見えた。

　アリスはへらっと笑うと、彼の首に両腕を回す。

「陛下、大好きです。お慕いしています」

　素直な気持ちを告げると、ウィルフリッドの腕がビクッと揺れた気がした。アリスと目が合うと、彼の青い瞳は切なげに揺れる。

　ベッドに下ろされると、強く抱きしめられた。

「俺も、好きだ」

　つぶやくようなウィルフリッドの言葉が聞こえる。

（ああ、なんて都合のいい夢かしら）

　ウィルフリッドがアリスのこと好きだと言って、抱きしめてくれるなんて。

　こんな幸せな夢なら、一生目覚めたくないと思った。
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　事件から二週間が経つ頃には、アリスはすっかり元気になった。

　あれ以降は不思議な吹雪も発生しておらず、王宮は平穏を取り戻している。

　朝食の席で、アリスはたまごスープを口に運ぶウィルフリッドをうかがい見る。

「ウィルフリッド様。本日はイリス様にご招待されて、ノートン公爵家に行ってまいります。アメリア様も参加されるので、ご一緒させていただく予定です」

「叔父上の屋敷に？　そうか、楽しんでくるといい」

　ウィルフリッドはスプーンを運ぶ手を止め、にこりと微笑む。

「はい」

　アリスもつられるように微笑んだ。

　先日ヴィクターを訪ねたとき、彼はアリスの気晴らしになるようにお茶会でも開くよう妻に伝えると言っていた。その言葉通り、数日前に『お茶会を開催するのでぜひ来てほしい』とノートン公爵夫人であるイリスからの招待状を受け取った。

　招待状が届いたとき、アリスはたまたま王宮にお見舞いに来てくれていたアメリアとお茶を飲んでいる最中だった。お茶会のことを知ったアメリアは自分も行きたいと言いだし、アリスもぜひにとそれを望んだので、結局ふたりで参加することになったのだ。

（イリス様ってほとんどお話ししたことがないけど、アメリア様がいるなら安心ね）

　実は、イリスには若干苦手意識がある。以前お茶会で同席したときに他の夫人達の前でハーレムの話を持ち出されて以来、なんとなく苦手になってしまったのだ。

「万が一何かが起こったときのために、近衛騎士は多めに連れていけ。あと、防寒もしっかりとな」

　万が一何かが起こったときのため、と言われてすぐに、先日の吹雪のようなことを警戒しているのだとわかった。

「はい。承知いたしました」

　アリスは唇を引き結んで頷いた。




　ノートン公爵家に到着したのは、約束の時間の少し前だった。王宮からノートン公爵家までの道が驚くほど綺麗に雪かきされていたので、思ったよりすんなりと移動できたのだ。

「時間前に申し訳ございません」

「いえ、大丈夫です。もうそろそろ時間ですし」

　イリスは謝罪するアリスに顔を上げるように促すと、屋敷の奥へと案内する。

　広い廊下の床にはふかふかの絨じゅう毯たんが敷かれ、天井には小さなシャンデリアが等間隔に並ぶ。そこかしこに飾られている絵や壺などの美術品も、かなり高価な品だろう。

（とても立派ね）

　ノートン公爵であるヴィクターは前国王の弟で、ウィルフリッドの叔父だ。現在最も王家に近い公爵家であることもあり、屋敷内の調度品はアリス達が過ごす王宮に遜色ないほどだった。

「こちらのお部屋へどうぞ」

　長い廊下にいくつも並ぶドアのひとつをイリスは開く。中は接客用のサロンになっており、六人掛けのテーブルセットが置かれていた。

　テーブルに向かって、すでにアメリアが座っていた。アメリアはアリスに気づくと、表情を明るくする。

「アメリア様！」

「ごきげんよう、アリス様。先週以来ですね」

　アメリアは一呼吸置き、アリスのドレスをまじまじと見る。

「そのドレスはもしかして、以前お伝えしたミセストールの工房の製品ではありませんか？」

「はい、よくわかりましたね。ウィルフリッド様にプレゼントしていただいたんです」

　アリスはドレスのスカートを両手でつまみ、よく見えるようにポーズしてみせる。

　今日着ているのは、ウィルフリッドが選んでくれた薄水色のドレスだった。厚手の生地で保温性を持たせているが、生地の薄水色の効果で軽やかに見える。最近のアリスの一番のお気に入りだった。

「まあ、そうなのね！　自分の瞳に似た色を贈るなんて、ウィルもなかなか隅に置けないわね」

　アメリアは、アリスとウィルフリッドがうまくいっていることを感じ取り、とても嬉しそうだ。

　アリスとイリスが着席すると、屋敷のメイド達が次々にお菓子を運んできた。テーブルの上が、あっという間に色とりどりの焼き菓子でいっぱいになる。

（美味しそう……だけど……）

　吹雪に見舞われて寝込んで以降、なんだか食が細くなってしまった。

　アリスは、用意された紅茶を一口飲む。イリスはそんなアリスの様子を不思議そうに見つめた。

「アリス様。先ほどからあまり食が進んでいないようですが、食欲がないのですか？」

　イリスからの指摘に、アリスはハッとする。

「そういえばそうね。いつもならもっともりもり食べるのに、どうしたの？」

　アメリアもアリスに視線を向け、目を瞬く。

「そんなことありませんわ。とても美味しくいただいております」

　アリスはにこっと笑い、ちょうど目の前のトレーに置かれていたクッキーをつまむ。恐らく、体調を崩した影響であまり食事をとれなかったので食が細くなってしまったのだが、それを言うとふたりを心配させてしまうだろう。

「本当に？　あっ」

　アメリアはハッとしたように口元に手を当てる。

「……アリス様。もしかしてご懐妊？」

　思わぬ問いに、アリスはゲホゲホと咳せき込む。

「アリス様、大丈夫ですか？」

　アメリアは慌てたようにアリスの背中をさすった。

「申し訳ございません。突然、懐妊などと言われたので、びっくりしてしまって」

「あら。でも、アリス様はお若いし、いつご懐妊してもおかしくないのではなくて？」

「それはそうなのですが……こればっかりは、授かりものですので」

　アリスは曖昧に笑う。

　ウィルフリッドとはいまだに白い結婚のままだ。彼は頻繁にアリスに笑いかけるようになったが、必要以上に触れようとはしない。だからアリスは、きっと自分は女性として見られない存在なのだろうと思った。

（子供か……）

　どうしても初夜に『子は望むな』と言われたことを思い出してしまうし、そもそもそういう行為をしていないのだから子供などできるはずもない。けれど、アリスの中で、いつかウィルフリッドの子供を産みたいという気持ちは日に日に強くなる。

（もしもわたくしが妊娠したら、ウィルフリッド様は喜んでくださるかしら？）

　叶うことなら、喜んでほしい。そして、『おめでとう』と言ってほしい。

　そのためには今より関係を一歩進めなければならないわけだが――。

「陛下とアリス様はずいぶんと仲がよろしいのですね」

　アリスの様子をじっと見つめていたイリスが言う。

「え？　ありがとうございます」

　アリスははにかむ。

「それはそうよ。こんなに可愛い妻ができて、溺でき愛あいしないほうがおかしいわ！　ねえ。最近、デートは行った？」

　アメリアが身を乗り出し、アリスに尋ねる。

「わたくしが寒がりなのであまり。でも、今度のお休みの日に樹氷を見せてくださるって約束しているんです」

　アリスは少し照れながらも答える。

「樹氷？　どちらのです？」

　そう尋ねてきたのはイリスだ。

「どこなのかは聞いておりません。ただ、連れていってくださると約束しているだけです」

　樹氷とは、木に霧や雲がぶつかることで細かな氷として付着し、まるで雪の木のように見えることを言うそうだ。アリスは一度も見たことがないので、とても楽しみにしている。

「まあ、そうなのですね。陛下が連れていってくださるなら、さぞかし美しい樹氷が見られる場所なのでしょうね。行き先がわかったら、ぜひ教えてください」

「はい、もちろんです」

　返事をしながらも、アリスは不思議に思う。

　行ってから、どこに行ったか、そこの樹氷が実際どうだったかと感想を聞かれるならまだしも、行く前に行き先を教えてほしいというのはあまり聞かない。

（よっぽど早く行きたいのね）

　樹氷とはそれほどまでに美しいものなのだろうかと、ウィルフリッドと行くのがますます楽しみになった。

　その後もアリス達は会話を楽しむ。楽しい時間が経つのはあっという間だ。

「――どの部屋だったかしら？」

　アリスは廊下を歩きながら、等間隔に並ぶドアを眺める。

　お茶ばかり飲んでいたのでお手洗いを借りたいと思い、席を立ったのがつい先ほどのこと。行きはメイドに案内してもらったのだが、帰りは自分で戻れるからとメイドを先に帰してしまった。

　ところがだ。ノートン公爵家の造りは、思った以上に難しかった。構造自体は一本の廊下の片側にドアが並んでいるだけなので単純なのだが、どれも同じような見た目なので、どれがサロンにつながるドアなのかがわからない。

（誰か、メイドでも――）

　アリスは周囲を見回す。こんなときに限って、人っ子ひとりいない。

（仕方がないわね）

　たぶんこの部屋だった気がする、というアタリをつけて、アリスはそっとドアを開ける。

「あ、違った……」

　そこは、書斎のような部屋だった。壁際には本がずらりと並び、中央にはテーブルが置いてある。部屋には誰もおらず、シンとしている。

　アリスは慌ててドアを閉めようとする。そのとき、部屋の一番端にある棚がふと目に入った。下は観音開きの物入れ、上はガラス扉になっているその棚には、何本かのボトルが置かれていた。恐らく、酒だろう。そして、同じ棚に緑色のラベルが貼られた小さな茶色の瓶もあるのが見えた。

（あら？）

　その瓶にどこか見覚えがあり、アリスは首をかしげる。

（あれってたしか、ビクルス国のハーレムで出回っていた催淫剤じゃないかしら？）

　ビクルス国のハーレムではルシアが絶対的な寵妃だったが、クリスはごく稀に他の妃のもとに通うことがあった。妃達はそのチャンスを利用してなんとしても身ごもろうと、催淫剤が出回っていたのだ。

（でも、あの催淫剤は――）

　とても強力な効き目を発揮すると評判だったが、容量を間違えると意識の混濁や判断力の低下、最悪の場合は死に至ることもある危険なものだ。しかも、それらの副作用が時間を置いてから突然現れるからたちが悪い。

　ハーレムでも使用が禁止されていたが、効果がてきめんなため、密ひそかに入手して利用する者があとを絶たなかった。

　イリスはルシアの妹なので、もしかしたら姉からその存在を聞いて入手したのかもしれない。

（危ない薬だから、あまり使いすぎないほうがいいですよって伝えたほうがいいけど――）

　きっと夫婦生活で使用しているのだろう。他人のプライベートな部分に意図せず踏み込んでしまったら、気まずい。

　それに、貴族は男女問わず愛人を持って火遊びを楽しむ人が多いので、万が一愛人と楽しむためのものだった場合、下手に話すと夫婦不和の原因をつくってしまう。

（……ウィルフリッド様にご相談ね）

　とりあえず、今は見なかったことにしてやり過ごそう。アリスはそう決めるとそっとドアを閉じ、隣の部屋――今度こそ先ほどまでいたお茶会の会場へと戻ったのだった。
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　何度考え直しても、違和感が拭えない。

　ウィルフリッドはリビングルームで、すでに穴があくぐらい読み込んだアリスが吹雪に見舞われた事件の報告書を、再度読み返していた。

（あのときと、似ている）

　季節の差はあるものの、アリスが吹雪に見舞われた一件はウィルフリッドの父と兄が吹雪で亡くなったあの忌まわしい事件と、状況が酷似していた。

　さらに解せないのは、ウィルフリッドがアリスを助けに行ったとき、いったん収まった吹雪がまた猛烈に吹き荒れたことだ。まるで、アリスとウィルフリッドを狙い撃ちしているかのように。

　こんなことができるのは、異能を持っている者だけだ。そして、今現在異能を持っている者はウィルフリッドしかいないはず。

（また俺が異能を暴走させたのか？　いや、そんなはずはない）

　十三年前とは違い、ウィルフリッドは自分の意思に合わせて異能の力を操ることができるようになっている。

　アリスが吹雪に襲われたとき、ウィルフリッドは王宮で会議中だった。特に精神的に動揺していたわけでもなければ、体調に異常があったわけでもない。だから、絶対に暴走などさせていないと断言できる。

（となると、考えられるのはやはり――）

　頭を抱えたそのとき、「ウィルフリッド様！」と愛らしい呼び声がした。お茶会に出かけていたアリスが帰ってきたのだ。

「ただいま戻りました。今日は息抜きの時間をくださりありがとうございます」

　ウィルフリッドは目を細め、アリスに自分の横に座るよう促す。すると、アリスはおずおずと、ウィルフリッドの隣に座った。

「今日は陛下に選んでいただいたドレスを着ていったのですが、アメリア様に褒められました」

　アリスは嬉しそうに、着ているドレスを撫でる。

「そうか。寒くはなかったか？」

　ウィルフリッドは、アリスの手を温めるように触れる。指先がひんやりとしているが、冷えきっているというほどではなさそうだ。

「は、はい。大丈夫です」

　ウィルフリッドに触れられたせいか、アリスの頬がほんのりと赤くなる。

　そんな些さ細さいな反応まで、ウィルフリッドは『可愛いな』と感じ、ますますアリスを愛おしく思う。

「楽しんできたか？」

「はい、とても」

「どんな話をしてきた？」

「色々です。おすすめのお店のお話や、最近行った場所、それに面白かった本の話などもしてきました。そうそう、ウィルフリッド様に樹氷を見に連れていってもらう約束をしたとお話ししたら、イリス様がとっても興味を持たれていました。ウィルフリッド様が連れていくくらいだから、きっと素晴らしい場所に違いないので、場所がわかったらぜひ教えてほしいって」

「叔母上が樹氷に興味を？」

「はい。わたくしが行く前でも行き先がわかったら知りたいだなんて、よっぽど早く見たいのでしょうね」

　アリスは話しながら、くすくすと笑う。一方のウィルフリッドはどこか違和感を覚えた。

（叔母上が樹氷に興味を示すなど、珍しいな）

　ウィルフリッドの記憶の限りでは、一度もそんなそぶりを見せたことなどなかったのに。今は寄宿学校で学んでいる最中の自身の息子が樹氷を見たいと言ったときでさえ、面倒くさそうにしていた。

　ただ、急に興味を覚えることもなきにしもあらずなので、アリスから話を聞いて、行きたくなったのかもしれない。

「そうか。今、どこに連れていくのがいいか悩んでいるのだが――」

　一番のおすすめは、温泉地の近くにある樹氷の景勝地だ。樹氷を見たあとは、温かな湯に浸かりながら雪景色を楽しむこともできる。ただ、やや遠方にあるのでアリスに負担がかかるかもしれないと思い、迷っていた。

「陛下が連れていってくださる場所なら、どこでも嬉しいです」

　アリスはウィルフリッドを見上げ、微笑む。その笑顔を見ると、つい頬が緩んだ。

（可愛いな）

　ごく自然に顔を寄せると、アリスが驚いたように目を瞬かせる。

　ウィルフリッドはハッとして、動きを止めた。

（まずいな）

　アリスが可愛くて、気を抜くと無意識に彼女に触れそうになってしまう。

　ウィルフリッドは慌ててアリスと距離を取る。すると、アリスは何か言いたげな顔をしてウィルフリッドを見つめてきた。

「どうした？」

「陛下は――」

「何？」

「陛下はどうやったら、わたくしのことを女性として見てくださるのですか？」

　想像すらしていなかった質問に、ウィルフリッドは呆気にとられる。

「は？　何を言って――」

「だって、もうずっと一緒に夜を過ごしているのに、指一本触れてくださらないじゃないですか。わたくしだって、ひとりの女性として見られたい」

　一気にそう言ったアリスは、ハッとしたように目を伏せる。

「申し訳ございません。愛も子供も望むなと、最初に言われていたのに」

　失言を後悔するように唇を噛かむアリスを見て、胸が押しつぶされそうな気持ちになる。

「アリスが悪いわけではない。全て、俺のせいだ。俺は、誰かと愛し合い、子をなし、幸せになる資格などない。それに、きみを巻き込んでしまった」

「なぜ幸せになる資格がないのですか？」

　アリスはウィルフリッドを見つめ、尋ねる。

「それは……」

　ウィルフリッドは膝の上で、ぎゅっと拳を握る。

「俺は、父上と兄上を死に追いやった」

　ウィルフリッドを苦しめる自責の念は、まるで呪縛のように彼に取りついている。きちんと国を治めればいつか解放されるかと思ったが、苦しみは一向になくならない。

「そのことについては、エマから聞きました。不幸な事故です。陛下は王座欲しさに親兄弟を殺あやめるような方ではございません」

「しかし、結果的にそうなったんだ。俺の血は穢けがれている」

「穢れていません。その証拠に、陛下はいつもわたくしに優しくて、臣下達にも慕われています」

　アリスは、ウィルフリッドの両頬に手を添える。

「いいですか。わたくしも、アメリア様も、ロジャー様も、他の臣下達も、陛下のことをよく知っています。でも、その中で、あなたの血が穢れていると思っている者など、ひとりもおりません。もし陛下の血が穢れているというなら――」

　アリスはそこで一呼吸置く。

「私はむしろ、あなたに穢してほしい」

　ウィルフリッドは目を見開く。

「アリス……」

　いつだってアリスに触れたかった。その白い肌に口づけて、思う存分愛したかった。

　しかし、それを止めるのはウィルフリッドの中の忌まわしいあの記憶だ。父と兄を殺した自分に、幸せになっていい資格などないと思っていた。

「どんなあなたも、わたくしは愛しています。わたくしはまだ、あなたの愛や子供を望んではいけませんか？」

　まっすぐに告げられ、ウィルフリッドは息をのむ。

（彼女は、美しいな）

　凛りんとしたアリスのことを、心から美しいと思った。こんな自分が手を出してしまっていい存在ではないと思う一方で、ここまで言ってくれたのに応えないなどあり得ないとも思った。

「今嫌だと言ってくれないと、後戻りできない」

「嫌ではありません」

　はっきりと言いきったアリスの態度に、ウィルフリッドはフッと笑みをこぼす。

「そうだったな。無粋なことを聞いた」

　優しくキスをすると、アリスはそれに必死に応えようとする。その仕草の全てが、ウィルフリッドからすると愛おしい。

　初めて触れ合った彼女の唇は柔らかく、それだけで全身が多幸感に包まれた。

「へ、陛下」

「ウィルフリッド」

「え？」

「ウィルフリッドだ。アリスには、名前で呼んでほしい」

「ウィルフリッド様？」

　アリスはおずおずとウィルフリッドの名を呼ぶ。自分の名前を呼ばれただけでこんなにも心が満たされたのは、初めてだった。

「アリス。愛してる」

　ずっと言いたくても言えなかった言葉を告げる。ウィルフリッドの腕の中で、アリスは幸せそうに微笑んだ。




　薄暗い寝室で、ウィルフリッドは自分に寄り添ってすやすやと眠るアリスを見る。

　ウィルフリッドが身じろぐとそれに合わせてぴったりとついてくる姿に、思わず笑みがこぼれる。

（可愛いな）

　愛おしくて、いつまでも見ていられる。

　しばらくすると、髪と同じ蜂蜜色の長いまつ毛が揺れた。

「おはよう。体は大丈夫か？」

「え？」

　アリスは呆気にとられたようにウィルフリッドの顔を見つめ、数秒後には首まで真っ赤になる。布団を必死にかき集めて体を隠そうとしている姿にも、愛しさを感じた。

「まさか初めてとは思っていなくて、無理をさせた」

「言わないでください！」

　真っ赤になったアリスはウィルフリッドの口を自分の手で塞ぐ。数時間前の凛とした姿とのギャップに、思わずクスッと笑いが漏れた。

　アリスにとって、ウィルフリッドとの結婚は再婚だ。当然前の夫であるビクルス国の前王太子とそういう関係もあったのだとウィルフリッドは思っていた。しかし、いざ抱いたアリスは純潔だったので、ウィルフリッドはたいそう驚いた。

　どういうことかと困惑したが、アリスから前の夫が年上好きだったと聞いて神に感謝したことは言うまでもない。

　七年もハーレムにいたのに妊娠しなかったので子供ができない体なのではというアリスの噂についても、子をなす行為をしていないのに子供などできるわけがないと納得した。

「初夜の日に、アリスが酒を飲んで酔いつぶれただろう？」

「はい」

「あの酒は寝つきをよくする他に、女性の痛みを和らげる媚薬のような効果もあるんだ。わかっていれば、用意していたのに」

「媚薬……？　そういえば――」

「どうした？」

　アリスが何かを思い出したような顔をしたので、ウィルフリッドは優しく問いかける。

「ヴィクター様が夜のお薬を使っていらっしゃるようなのですが、その薬はとても強力な反面、副作用が強く危険なのです。もしご存じなかったら危険なので、知らせたほうがいいのかと迷いまして――」

「叔父上が？」

　ウィルフリッドは眉根を寄せる。アリスは頬を赤らめながらも、今日の昼間に見た催淫剤について話してくれた。

「――というわけで、効果は強いのですが危ない薬なのです。容量を誤ると、数時間後に一気に副作用の症状が現れるので、ビクルス国のハーレムでも何人かが意識が混濁した状態になり大騒ぎになりました」

「なるほど。ビクルス国のハーレムで使われていた催淫剤か」

　アリスが言うような強力な催淫剤はこれまで聞いたことがなかったので、恐らくイリスが姉の伝手を使って入手したものだろう。だが、ウィルフリッドにはそれ以上に気になることがあった。

（意識が混濁して、判断力が鈍る……）

　父と兄が死んだときのことを思い出す。遠のきそうになる意識の中、朦朧とする父と兄に必死に呼びかけた。今思い返しても、無念のあまりに体が震えそうになるほどだ。

（偶然だが、症状が同じだな）

「見た目やにおいに特徴はあるのか？」

「それが、無味無臭なのです。それゆえ相手に気づかれずに飲ませることが容易なのも、ハーレムで出回った一因かと」

「相手に気づかれずに飲ませることが容易……」

　偶然ではないのかもしれない。

　父と兄が亡くなったあの日、ウィルフリッドを含む三人は出発前にヴィクターが用意したお茶を飲んだ。あのときのお茶に、何か混入されていたとしたら？

　異能のこともあり、ウィルフリッドの中で芽生えていた疑惑が確信へと変わりつつあった。

「もしや、叔父上が……」

「え？　どうしました？」

　アリスはウィルフリッドのつぶやきが聞き取れなかったようで、きょとんとした顔で彼を見つめる。

「アリス。協力してほしいことがある。俺の推測が正しければ、アリスを襲った犯人は叔父上の可能性がある」

「ヴィクター様が？」

　アリスは驚いて目を見開く。

「でも、なぜ？」

「王座が欲しかったからかもしれない。これまで叔父上は幼い俺を陰で支えると称して実質的に政権を握っていた。だが、ここ最近は俺も大人になり、衝突することが多かった。それに、アリスが万が一妊娠でもしたら、彼の王位継承順位は下がる」

「まさか、そんな」

　アリスは口元を手で押さえる。

「そうあってほしくない……。だから、真相を確かめたい。ついては、協力してくれるか？」

「はい。もちろんでございます」

　アリスは意を決したように、しっかりと頷いた。




◇　◇　◇




「うーん。さすがに着込みすぎかしら？」

　アリスは鏡に映る自分を眺めながらつぶやく。

　今日から一泊二日で、アリスはウィルフリッドと樹氷を見に旅行に出かける予定だ。

　皆から寒い寒いと脅されたので、持っている中で最も暖かいドレスを着て、その上にカーディガンを二枚羽織り、さらに分厚い靴下を三枚重ねで履き、ショールを羽織った上にさらにコートを着込んだ。頭をすっぽりと包むのはもふもふの帽子だ。

　アリスは元々小柄なのだが、これだけ着込むとさすがに体がパンパンに膨らむ。その姿はまるで、雪だるまのようだ。

「まあ、よろしいのではないでしょうか。アリス様は寒がりですので。多少不格好ではありますが、暑ければ脱げば済みますから」

　そう言ってくれるエマも、笑いをこらえているのか口元が震えている。

「エマ。今、笑ったでしょ」

　アリスはじろっとエマを見る。

「そんなことはございません。とても可愛らしいと思っておりました」

　エマは真顔に戻ると、すました顔でそう言う。

（絶対笑っていたわ。やっぱり、これだと着込みすぎ――）

　そう思ったそのとき、ガチャッと部屋のドアが開く。

「アリス、そろそろ出発するぞ。準備はでき――」

　ドアノブを握ったまま、ウィルフリッドの動きが止まる。視線はアリスに釘づけだ。

　アリスと視線が絡み合うと、ウィルフリッドは口元を手で押さえ、ふいっと視線を外した。

（もしかして、あまりにひどい格好に呆れられた!?）

　ショックを受けたのも束つかの間、ウィルフリッドはつかつかとアリスに歩み寄り、がしっと彼女を抱きしめる。

「可愛い……」

「ウィ、ウィルフリッド様!?」

　突然のことに、アリスは困惑する。

「雪だるまの妖精かと思った」

「……雪だるま？」

　一瞬何を言われたのかと思ったが、ウィルフリッドもまたアリスがもこもこで雪だるまみたいだと思ったのだと理解した。

「やっぱり不格好だから、少し脱いで――」

「不格好じゃない」

　服を脱ごうとしたアリスを、ウィルフリッドが止める。

「まるで雪だるまの妖精のようで可愛いと言っているだろう」

　雪だるまと言われるのがいまいち納得いかないが、ウィルフリッドがどうやらこの格好のアリスを気に入っているようだということはわかった。

「可愛いから問題ない。このまま行こう」

「ウィルフリッド様がそうおっしゃるなら――」

　アリスはどこか釈然としない思いを抱えながらも、ウィルフリッドの差し出した手に自分の手を重ねる。手袋二枚重ねでほぼ動きの自由を失った手を、ウィルフリッドはきゅっと握りしめる。

　その後ろ姿を見つめながら、エマは笑いをこらえて肩を揺らしたのだった。




　ウィルフリッドが選んだ行き先は、王都から北に向かって半日ちょっとかかる場所にある山だった。三時間ほど馬車に揺られ、その後はトナカイの引くそりに乗り換える。

「馬車ではなく、そりなのですね」

「ここから先は雪が深い。馬車だと車輪がはまって動けなくなってしまう」

「なるほど」

　同行する騎士達も皆、ここの駐屯地で馬を預けてトナカイのそりへと乗り換えていた。システィス国の馬は寒冷馬と呼ばれる元々寒さに強い品種なのだが、それでもこれ以上北に行くのは厳しいのだという。

「アリス。来い」

　ウィルフリッドに手招きされ、アリスはそりに乗り込む。ウィルフリッドが手綱を引くと、トナカイ達が走り出した。雪深い山の斜面を上り始め、道なき道を進んでいく。

「わあ、すごい」

　馬車とは違い、屋根のないそりは視界が開けている。一面の銀世界に、アリスは感嘆の声を上げる。はあっと息を吐くと、凍りついた水分が太陽を反射してきらきらときらめいた。

「アリス。見て」

　山の中腹あたりで、ウィルフリッドが進行方向を指さす。前方の斜面に目を凝らすと、木々に白い氷がつき、まるで雪のオブジェのように見えた。

「あれが樹氷ですか？　綺麗だわ」

　アリスは目を輝かせる。

「気に入った？」

「はい。とても」

　アリスは笑みをこぼす。

　こんな景色、アーヴィ国にいたら一生見ることがなかっただろう。

　しばらく進み、ウィルフリッドはそりを停めた。彼に続いていた護衛の近衛騎士達も周囲に集まる。

「ウィルフリッド様。雪だるまを作っても？」

　そりを降りたアリスはウィルフリッドに問いかける。雪に触れると、王都のそれよりもずいぶんとさらさらしていた。アリスは両手で雪を丸めたものをふたつ作り、上下に重ねる。

「できました！」

　アリスは胸を張り、得意げにウィルフリッドに告げる。彼は雪だるまとアリスを交互に見比べ、くくっと笑った。

　何を思ったのかは、敢あえて聞かないことにする。

「さて。俺の予想が正しければ、そろそろ仕掛けてくると思うのだが」

　ウィルフリッドがつぶやく。

　ふいに真っ青だった空を分厚い雲が覆う。ふわふわと雪が舞い落ちてきて、アリスは手袋をした両手を空にかざした。

「雪だわ」

「アリス、こっちに来い。お前達も」

　ウィルフリッドがアリスと近衛騎士達に呼びかける。慌てて駆け寄ってウィルフリッドに抱きとめられたのと時を同じくして、ゴーッと地鳴りの音が聞こえてきた。

「陛下、雪崩なだれです！」

　近衛騎士のひとりが叫ぶ。アリスはハッとして山の斜面を見上げた。雪が、まるで打ち寄せる波のように壁となって近づいてくるのが見えた。

（何、あれ……）

　雪崩がなんなのかは、システィス国の気候について学んだので知識として知っている。けれど、実物を見るのは初めてだ。

　想像以上の規模に、恐怖で体が動かなくなる。あの押し寄せる雪に巻き込まれたら、まず助からないだろう。

　表情をこわばらせるアリスの体を、ウィルフリッドが力強く抱き寄せる。

「絶対に俺から離れるなよ。お前達もだ！」

　叫ぶウィルフリッドの右腕が、青白い鈍い光を発する。

（死んじゃう！）

　目の前に迫った雪崩にアリスがぎゅっと目を瞑った瞬間、周囲の近衛騎士達が「おおっ！」と叫ぶのが聞こえた。

（死んでない？）

　恐る恐る目を開けたアリスは目の前の景色に驚いた。押し寄せてきた雪崩は、氷になってその場で固まっていた。

（すごい。これがウィルフリッド様の異能？）

　水や氷を操る力があるとは聞いていたが、実際にそれを見たのは初めてだ。飲み物用の氷をつくることなどを想像していたので、スケールの大きさに驚いた。

　ウィルフリッドのもとに、一羽の鷹が舞い降りる。ウィルフリッドは鷹の足に結ばれた手紙を取ると、それを読んだ。

「ロジャーからだ」

「いったいなんと？」

　アリスはウィルフリッドに尋ねる。

「叔父上が、我々が出発して少ししてから、追うようにこちらに向かっているのを確認したと」

「ヴィクター様が？」

「ああ。叔父上が黒幕である線は極めて濃厚になったな。妃と樹氷を見に行った国王は雪崩に巻き込まれて事故死か。なかなかよい筋書きだ」

　ふっと笑ったウィルフリッドは、冷徹な眼差しで来た道のほうを見る。

「それでは、反撃といこうか」

「え？」

「先ほど、ロジャーのものではない別の鷹が、山の中腹から飛び立つのが見えた。恐らく、叔父上の手先で我々の状況を確認する者からの伝令だろう。叔父上は俺達が死んでいないことに、すでに気づいているはずだ。逃げる前に捕らえる」

　ウィルフリッドは近衛騎士達のほうを見る。

「行くぞ」

「「「はいっ！」」」

　近衛騎士達が一斉にそりに乗り込む。アリスもウィルフリッドに促され、慌ててそりに飛び乗った。

　そこからは、ついていくので精いっぱいだった。そりは猛スピードで山を下りる。

「危ない！」

　前方を見ていたアリスは思わず叫ぶ。進行方向に、道を塞ぐように大きな氷山があるのが見えたのだ。

「大丈夫だ」

　背後のウィルフリッドがそう言うのと同時に、パーンと大きな音が鳴り氷山が一瞬でバラバラに砕け散った。

（すごい……）

　圧倒されている間にもそりは進み、馬を係留していた地点に到着する。

「アリス！」

　ウィルフリッドはアリスを馬車から外された馬に乗せると、自身はその後ろにひらりと飛び乗る。アリスを後ろから包み込むように手綱を握り、すぐに走り出した。

　しばらく走ったところで、遥か前方に箱馬車が走っているのが見えた。

「あれか」

　ウィルフリッドがつぶやく。アリスは手綱を握る彼の腕が再び青白く光っていることに気づいた。

（あ、また光っているわ）

　ウィルフリッドから発せられたその光は見る見るうちに上空へと伸び、青かった空が急激に雲に覆われてゆく。ゴーッと風の音が鳴り始め、遥か前方――箱馬車の周囲が真っ白に覆われるのが見えた。

（あれは吹雪？　あそこだけ局所的に吹雪が起きているの？）

　いつだかアリスを襲ったのと全く同じ状況だ。

　ウィルフリッドはそのまま走り続け、吹雪の中に突入する。彼の周囲だけガラスドームにでも覆われているかのように、吹雪が収まっていた。

「あ。馬車が見えたわ！」

　アリスは前方を指さす。

　驚いたことに、その馬車は吹雪の中をウィルフリッドと同様に平然と走っていた。それこそ、ガラスドームにでも覆われたかのように。

　ウィルフリッドの腕が再び青白く光る。彼が手を伸ばすと、馬車の前方に高い氷壁が立ちはだかった。

　ヒヒーンという嘶いななきと共に、馬車を引く馬が急停止する。そのはずみで、馬車は大きく傾き、横倒しになった。

「誰か出てくるわ！」

　中から這い出ようとしている男を見ようと、アリスは目を凝らす。ウィルフリッドは馬に乗ったまま剣を抜き、男の首元にぴたりと刃先を当てる。

「叔父上。こんなところで会うなんて奇遇ですね」

　それは、システィス国の宰相でありウィルフリッドの叔父である、ヴィクター・ノートンその人だった。




❖　ヴィクター・ノートンの最期




　たかが生まれた順番が遅いだけで、王位を継げないなんて――そんな思いに支配され、ヴィクターは常々、兄が国王で自分は臣下になることに納得できずにいた。

　政治的手腕も国王に必要なしたたかさも十分に持ち合わせている、能力的に兄より、自分のほうが勝っていると思っていた。

　しかしヴィクターが国王になる未来はない。

　それはひとえに、ヴィクターが第二王子だったからだ。

　やがてヴィクターの父が崩ほう御ぎょし、兄が新国王に即位する。

『ヴィクター。お前のその才能を、俺の治世のために貸してくれないか？』

　新国王となった兄にそう言われたときは、ヴィクターはあまりに不愉快でつばを吐き捨ててやりたい気分だった。誰がお前などに、力を貸すかと。

　だからヴィクターは、兄である国王を殺し、自分がその座につくことにした。

　問題は、どうやってそれを実行するかだ。

　言うまでもなく、国王殺しは重罪だ。常に近衛騎士に守られている国王を、誰にもばれずに暗殺する。それは、至難の業だ。

　虎こ視し眈たん々たんとチャンスをうかがっていたある日、ヴィクターは天からの恵みを得た。美しい男が『お前に力を授けよう』と言って手を握ってくる不思議な夢を見たのだ。

　翌日、ヴィクターが感じたのはこれまでにない不思議な感覚だった。

　体の芯が熱くなり、体の奥底から力が湧いてくる。初めての感覚にもかかわらず、異能の発現だと瞬時に悟った。

　このとき、ヴィクターはすでに二十代半ばになっていた。まさかこの年になって自分が異能を得るとは思っていなかったので、彼は驚いた。

　それと同時に、この力をどう活用するべきかと悩んだ。

　異能を得たことを周囲に明らかにして、精霊の加護を得た自分のほうが国王にふさわしいと主張することも考えた。しかし、すでに即位している兄を廃位させてまで王座を交代させるほどの影響力はないだろう。

　ヴィクターは少し考え、この力を得たことを周囲には言わないことにした。容易に手の内をさらすのは、愚者の行為だ。

　それから数年して、第二王子のウィルフリッドに異能が発現したと王宮で騒ぎになった。まだ十代前半の甥おいが得た加護は偶然にもヴィクターと同じ、水の精霊だ。

（これは使えるぞ）

　異能を発現したばかりの第二王子がその力を暴走させ、親子もろとも命を落とす。

　なんて美しいストーリーなのかと、惚れ惚れする。

　そして決行の日、ヴィクターは『新しい橋について、解説をする』と言って国王とふたりの王子を呼び出し、飲んでしばくしてから意識を朦朧とさせる薬を飲ませた。

　これで国王になれる。

　そう思っていたヴィクターにとって想定外だったのは、第二王子のウィルフリッドが生きていたことだった。

　異能が発現したばかりでうまく操れていない様子だったので、相手にならないと思っていた。しかし、ウィルフリッドはヴィクターの予想より遥かにうまく異能を操っていた。

　猛吹雪だったにもかかわらず、なんの後遺症もなくすぐに意識を取り戻すくらいには。

　システィス国の王位継承順位は、直系の男子が優先される。つまり、ウィルフリッドがいるとヴィクターは王位を継げない。

　ヴィクターはウィルフリッドを殺すべきか迷った。しかし、国王と王太子が亡くなったすぐあとに、新国王となった第二王子まで亡くなれば、周囲からヴィクターに疑いの目が向く可能性が高い。

　新国王のウィルフリッドは何もできない子供だ。奴を傀かい儡らいの国王にして自分が実権を握ったほうが都合がいいと、ヴィクターは判断した。

　だが、どんなに幼い子供もいつかは大人になる。

　だんだんとウィルフリッドが自身の意思を持って政治を執り仕切るようになり、彼はヴィクターに意見するようになってきた。

（この青二才が）

　いかに周囲から疑いを持たれずにウィルフリッドを始末するか。ヴィクターの頭の中は、段々とそのことばかりに占められるようになった。

（もうあまり時間がない）

　ウィルフリッドが王妃と毎夜を共にしているという情報を耳にし、ヴィクターは焦った。

　王妃であるアリスは『子供が産めない』という噂だったが、絶対に妊娠しないという保証はない。万が一にも彼女がウィルフリッドの子供を宿し、その子が男の子だった場合、次の王はその子供になってしまう。

（近日中に始末するか。この国は私のものだ）

　ヴィクターは仄ほの暗ぐらい瞳で、王宮の外を見つめた。




＊　＊　＊




　質素な部屋に置かれたソファーに座っていると、不意にドアが開いた。複数の衛兵を伴い入ってきたのは、ウィルフリッドだ。

「叔父上、気分はいかがですか？」

「おや、どの面つらを下げて現れたんだか。お前はとんだ恩知らずだ。これまでの私の忠臣ぶりを忘れたのか？」

「全て、私を騙すためでしょう」

「人聞きの悪い」

　哀愁のこもった目で見つめてくるウィルフリッドを一瞥し、ヴィクターはくくっと笑う。

「叔父上、ご移動ください。これより裁判で、判決が下ります」

「父と兄に続いて叔父まで殺すのか。さすがは冷酷王だ」

「……私は父上と兄上を殺してはいません。叔父上の屋敷の使用人達が全て証言してくれました」

　ウィルフリッドはそこで一呼吸置き、ヴィクターを見つめる。

「なぜこんなことをしたのです。たかだか、王座のために」

　その瞬間、腹の底から怒りが湧き起こるのを感じた。

「たかだか？　たかだかだと！　お前に何がわかる！　何もせずに王座が転がり込んできたお前に！」

　ヴィクターは激しく怒鳴り、肩を揺らす。ウィルフリッドの周囲を固めていた衛兵が、すぐさまヴィクターに剣を向けた。

「お前など、さっさと殺しておけばよかった」

　怨えん嗟さの念を込めて言い放ち、ウィルフリッドの美麗な顔に向かって唾を吐きかける。

　ウィルフリッドの眉間に、深いしわが寄った。

「連れていけ」

　短い命令で、ヴィクターは裁判所へと連行される。

　彼が前国王暗殺、王太子暗殺、および現国王夫妻暗殺未遂の罪で処刑されたのは、それから間もなくのことだった。










◆　エピローグ




　私室の窓を開けると、心地よい風が室内に流れてきた。風の冷たさが以前に比べて柔らかい。

「だいぶ温かくなってきたわね」

「そうですね。もうすぐ、庭園の花もたくさん咲き始めるかと」

「本当？　楽しみだわ」

　アリスはエマの話を聞き、表情を綻ばせる。

　システィス国では冬の間、花を楽しむことができない。花が大好きなアリスとしてはとても残念なので、今年の夏は温室を建築したいと思っている。温室であれば、もしかしたら花が咲くかもしれないと思ったのだ。

　それに、これがうまくいけば、システィス国で冬の間にもっと多くの種類の野菜を育てることもできるかもしれない。

　冬に育てられる野菜が増えれば、食卓のバリエーションが格段に増える。きっと、国民生活も豊かになるはずだ。

「そろそろ、裁判の判決も出た頃ですね」

　エマの言葉にアリスは「そうね」と答えて、再び窓の外に目を向けた。




　ウィルフリッドとアリスが樹氷を見に行った日から、そろそろ四カ月が経つ。

　あの日、ウィルフリッドの叔父であるヴィクターは、国王暗殺未遂の罪で逮捕された。ヴィクターは『陛下のことが心配になって様子を見に追いかけただけだ』と無罪を主張しているが、誰が聞いても苦しい言い訳だ。それに、ヴィクターが氷と水の異能を持っていることは、あの場にいた全員が目撃した。

『まさか異能を持っていることを隠しているとは、全く気がつかなかった』

　項うな垂だれて寂しげにつぶやくウィルフリッドの姿に、アリスは胸が押しつぶされるような思いだった。

　思い返せばヴィクターが異能を持っている片へん鱗りんは随所に見られたのだという。

　真冬に水路が凍りつく時期にも水に苦労している様子が全くないこと、雨の日にも一切衣服が汚れていないこと、どんなに大雪が降っても、ノートン公爵家と王宮を結ぶ道路はきっちりと除雪されていること、そして、少し前に王都の南を襲った豪雨のときにノートン公爵領だけは被害を受けなかったこと……。

　けれど、〝異能を持っているのはウィルフリッドしかいない〟と誰もが思い込み、ヴィクターの秘密を見抜く目を曇らせたのだ。

　一方で、ヴィクターが逮捕されたことから言い逃れはできないと観念したノートン公爵家の使用人達は、次から次へと証言をしてくれた。

　酒に酔ったヴィクターは『国王の座を必ず手に入れる』とよく漏らしていたこと、イリスは息子のことを〝未来の国王陛下〟として接するように使用人達に命じていたこと、そして、前国王と王太子が亡くなった日、ヴィクターとイリスが祝杯をあげていたという証言もあった。

　ヴィクターは元々、ウィルフリッドのことも前国王と王太子と共に殺して、自分が国王になるつもりだった。しかし、ウィルフリッドが自分の異能の力を使って生き延びてしまったので計画が崩れた。

　ヴィクターは新国王となった幼いウィルフリッドを殺すこともできたが、後見人としてほぼ国王と同等の権力を手にしたので、下手に動いて自身に疑惑が向くのを防ぐためにしばらくは忠臣を演じることにした。

　しばらくはそれでうまく事が運んでいたが、どんなに幼い子供も時が経てば大人になる。段々と成長したウィルフリッドは、やがて自分の意思をもって政権を運営するようになった。さらにヴィクターにとって都合が悪いことに、ウィルフリッドは文武両道で警戒心が強く、全く隙がない。

　なんとかしてウィルフリッドを殺す機会をうかがっていたヴィクターにようやくチャンスが到来したのは、今から一年半ほど前のことだ。ウィルフリッドが、異国の出戻り王女と結婚したいと言い出したのだ。

　相手の王女――アリスは子供をなせない体であるという噂があり、ヴィクターにとっては都合がよかった。子供ができなければ、ウィルフリッドが死んだときの王位継承者は彼だからだ。

　さらに、アリスは雪国の知識がほとんどなく、彼女に起因した事故死とすればウィルフリッドが巻き込まれたとしても不審に思われない。

　だから、ヴィクターはウィルフリッドがアリスと結婚することを後押しした。あたかも、ウィルフリッドの意をくんだ忠臣かのように振る舞って――。

　国王殺しは殺人罪の中でも最も重罪とされる。恐らく、ヴィクターは死刑を免れないだろう。

「アリス様。お医者様がいらっしゃいましたよ」

　エマがアリスに呼びかける。

「ええ。わかったわ」

　アリスは振り返り、返事をする。

　ここ最近、アリスは原因不明の体調不良に悩まされていた。ずっと微熱が続き、突然気持ち悪くなったり、日中やけに眠くなったり。心配したウィルフリッドが医師にかかるように命じ、今日はその診察日なのだ。

　医師は穏やかそうな、初老の女性だった。

「失礼いたします、妃殿下」

　問診から始まり、医師は一通りアリスの健康状態を確認してゆく。

「おめでとうございます。ご懐妊と見て、ほぼ間違いありません」

「え？　懐妊？」

　アリスは目を瞬かせる。

「まあ！　おめでとうございます、アリス様！」

　部屋に控えていたエマは、医師の言葉を聞き興奮気味だ。

（懐妊ってことは、赤ちゃんができたってこと？　わたくしと、ウィルフリッド様の？）

　言われた言葉を理解すると、じわじわと喜びが湧き起こる。

「アリス！」

　バタンとドアが開き、ウィルフリッドが入ってきた。裁判が終わり、今戻ってきたのだ。急いで戻ってきたのか、艶やかな銀髪はいつもより後ろに流れている。

「診断の結果は出たのか？」

　ウィルフリッドはアリスに歩み寄ると、彼女の両手を握り心配そうな顔をする。

「はい」

　アリスは頷く。

「わたくし、赤ちゃんができたそうです。喜んでくださいますか？」

　アリスが微笑むと、ウィルフリッドは大きく目を見開く。そして、満面の笑みを浮かべた。

「もちろんだ。これ以上喜ばしいことはない。おめでとう、アリス」

　ウィルフリッドはアリスを抱き寄せると、そっとキスをする。

　柔らかな日差しが窓から差し込む。長い冬が終わり、システィス国に春が訪れようとしていた。




〈了〉
















特別書き下ろし番外編










番外編　アリス、舞踏会に参加する




「バレー公爵家から舞踏会の招待状がきた。一緒に参加するか？」

　夕食の席でウィルフリッドにそう告げられ、アリスは目を瞬かせる。

「舞踏会？」

「ああ。舞踏会だ」

「行きます！　絶対行きます！」

　アリスは興奮気味に、前のめりに答える。

　アリスは最初に結婚した十五歳から、一度も舞踏会に参加したことがない。ビクルス国にはそもそも舞踏会の文化がなかったし、出戻り王女となってアーヴィ国にいる間もちょうどいい舞踏会が開催されていなかったので、参加できなかったのだ。

　そして、アリスは好きな人と舞踏会で踊ることに密かな憧れを抱いていた。

　恋愛小説では、ヒロインとヒーローが舞踏会でダンスを踊るシーンがよく描かれている。一度でいいから、自分もそんな体験をしてみたい！

　そんな話をウィルフリッドにも少し話していたので、彼からの誘いはとても嬉しかった。

　ウィルフリッドはアリスの反応に、くすっと笑う。

「そう言うと思った。では、一緒に参加しようか」

「はい。ぜひ！」

　アリスは花が綻ぶような笑顔を見せた。




　舞踏会当日、アリスは鏡に映る自分を見つめる。

　蜂蜜色の髪の毛は緩くウェーブをつけてハーフアップにまとめ上げられ、百合を模した髪飾りがついていた。

　裾と袖にふんだんなレースが使われた豪華なドレスは、今日のために仕上げたものだ。ウィルフリッドからの贈り物で、生地の色は胸元から裾にいくにつれて白から濃い青へと変わる。

「素敵ね。ありがとう」

「どういたしまして。楽しんできてくださいませ」

　鏡越しに目が合ったエマは、にっこりと微笑んだ。

　今夜は、ウィルフリッドと一緒にアメリアの屋敷――バレー公爵家で開催される舞踏会に参加する。

　準備ができたアリスは、ウィルフリッドと待ち合わせたリビングルームへと向かう。ドアを開けると、ウィルフリッドがすでにソファーに座っているのが見えた。

「ウィルフリッド様」

　アリスの呼びかけに反応して、ウィルフリッドが立ち上がって振り返る。

（わあ、かっこいい！）

　銀糸で精緻な刺繍が施された黒のフロックコートを着たウィルフリッドは、その整った美貌も相まって芸術的なまでに様になっていた。髪の毛はいつもよりしっかりと後ろに流されており、青い瞳がよく見える。

　ウィルフリッドは、アリスの姿を凝視したまま、しばし動きを止める。

（どうしたのかしら？）

　アリスはすぐに、ウィルフリッドの様子がおかしいことに気づいた。

「あの、ウィルフリッド様？　どうかなさいましたか？」

　まさか、アリスの姿がおかしいのだろうか。

　不安になってアリスがおずおずと尋ねると、ウィルフリッドはハッとしたような顔をした。

「……可愛い」

　ウィルフリッドが口元を手で押さえてぼそりとつぶやいた言葉に、アリスの顔はたちまち真っ赤になる。

「あの、ありがとうございます。ウィルフリッド様が贈ってくださったドレスが素敵だからですね」

「アリスは何を着ても可愛いが、今日は格別だ」

　ウィルフリッドはアリスをぎゅっと包み込むように抱きしめる。

「ウィルフリッド様もとっても素敵です。先ほどウィルフリッド様の振り返った姿を見たとき、思わず見とれてしまいました」

　アリスはウィルフリッドを見上げ、恥じらいつつも告げる。すると、彼は数回、目を瞬いた。

「……そうか」

　ふいっと視線を外される。ウィルフリッドの顔をよく見ると、目元が赤い。

（もしかして、照れていらっしゃる？　可愛い！　好き！　大好き！）

　照れるウィルフリッドを見る機会など滅多にない。普段は男らしい彼の、ちょっと可愛い一面に思わず頬が緩む。

「そろそろ行こう」

「はい」

　ウィルフリッドがアリスに手を差し出す。アリスは笑顔で彼の手に自分の手を重ねた。




　目の前に広がる華やかな世界に、アリスは感嘆の息を漏らす。

　バレー公爵家の舞踏会には国内の主要な貴族が招待されており、皆美しく着飾っていた。

　アリスは参加者の挨拶を受けながら、どこかふわふわした気持ちで会場内を歩く。

「ずいぶんと嬉しそうだな」

「だって、ウィルフリッド様と一緒に舞踏会に参加できるのは嬉しいですもの。夢だったんです」

「そうか。では、踊ろうか」

「はい。ただ、とても久しぶりに踊るので、うまく踊れるかしら」

　アリスは不安げにつぶやく。

　今日に備えてダンスレッスンの本を読みながら自主練習はしたけれど、あまり自信がない。もしかしたら、ウィルフリッドに恥をかかせてしまうかもしれない。

「大丈夫だ。俺がリードする」

「はい、ありがとうございます」

　アリスは頷く。しかし、いざダンスホールでウィルフリッドと向かい合うと、緊張で頭が真っ白になった。

（どうするんだったかしら？）

　迷っていると、すぐにそれに気づいたウィルフリッドがリードしてくれた。

（楽しい）

　アリスの顔に、自然に笑みが浮かんだ。




　ダンスが終わると、ウィルフリッドはすぐに男性に声をかけられる。

「わたくしはあちらでお待ちしていますね」

　アリスは窓際に置かれた椅子を指さす。

　火ほ照てった体には、窓際の少しひんやりとした空気が気持ちいい。椅子に座って会場を眺めていると、アメリアがアリスに気づいて近づいてきた。

「アリス様。先ほどのダンス、素敵でしたよ」

「ありがとうございます。わたくしは踊り慣れていないので、ほぼ陛下のリードのおかげですが」

　アリスははにかみつつもお礼を言う。

「確かに、ウィルも慌てて練習したにしてはうまくリードできていたわね」

「慌てて練習した？」

　アリスはなんの話だろうと、首をかしげる。

「ウィル、今日のためにこっそりダンスの練習をしていたのよ。これまで舞踏会なんて一切参加してこなかったから」

「そうなのですか？」

「そうよ。誰かと踊るとすぐに『妃候補か』って周囲が騒ぎ始めるから嫌だって言って、どんなに誘っても参加しなかったのよ。それなのに、今回は急に『招待状を送ってくれ』って言いだしたから、びっくりしちゃったわ」

　アリスはアメリアの話に驚いた。

（もしかして、わたくしが行きたいって言っていたから？）

　ウィルフリッドが心変わりした理由は、そうだとしか思えない。

「アリス様に格好悪いところを見せたくなくて、わたくしにダンスの相手をしてくれって頼んできたのよ」

「え？」

　アリスは意外な話に目を丸くする。

　くすっと笑ったアメリアは、内緒話をするように口元に人さし指を一本当てると「これ、わたくしが話したって秘密ね」と言ってウインクする。

「あら、噂をすれば」

　アリス達のほうに歩いてくるウィルフリッドに気づき、アメリアはくすくすと笑う。

「なんだ？」

　自分の顔を見てくすくす笑うアメリアを見て、ウィルフリッドは怪訝な顔をした。

「なんでもないわ。アリス様、またあとで。ウィルも楽しんで」

　アメリアは口の端を上げると、ふたりに手を振る。その後ろ姿を見送ってから、ウィルフリッドはちらりとアリスを見た。

「姉上とは、なんの話を？」

　ウィルフリッドに尋ねられたアリスは少し考え、彼の襟を引く。ウィルフリッドは、アリスのなすがままに、体をかがめた。

　アリスは彼の耳元に口を寄せる。

「ウィルフリッド様のことが大好きで大好きで、本当に大好きなんですってお話です」

　そのまま頬に触れるだけのキスをすると、ウィルフリッドは大きく目を見開く。

「ウィルフリッド様。わたくし、もう一曲一緒に踊りたいです。いいですか？」

「もちろん」

　ウィルフリッドは微笑むと、アリスの手を取る。

　ダンスホールの中央でふたりは向かい合い、曲が始まると軽快なリズムに乗ってステップを踏む。

「ウィルフリッド様」

「なんだ？」

「今日はありがとうございます。大好きですよ」

　ウィルフリッドは目を瞬まばたき、また照れを隠すように視線をさまよわせる。

（もう、本当に大好き！）

　アリスは幸せを噛みしめ、満面の笑みを浮かべたのだった。




〈了〉










あとがき




　皆さんこんにちは。三沢ケイです。

　このたびは『元・最下位の妃、２度目の政略結婚で氷の冷酷王に嫁ぎます』をお読みいただき、ありがとうございます！




　本作品は、訳ありヒーロー×訳ありヒロインの王道ラブファンタジーを書きたいと思ってストーリーを練りました。

　ヒーローのウィルフリッドに重めの過去を持たせた分、ヒロインのアリスは底抜けに前向きで明るい性格にしてバランスを取ってみたのですが、いかがでしたでしょうか。このふたりのもだもだしたじれきゅんな恋模様は、書いている私自身とっても楽しかったです。

　ところで、作中でアリスがアメリアから蠱こ惑わく的な寝間着をプレゼントされるシーンがありますが、実はウィルフリッドはアメリアからその件について話を触れられて「いつ着てくれるんだろう」と毎晩わくわくしながら待っている、という裏設定があります。

　実際にアリスがその寝間着の着た姿を見たら、ウィルフリッドは「可愛い」しか言葉が出てこなくなるほどでれでれになるでしょう。その様子は皆さんのご想像にお任せしますね！




　最後に、この場を借りてお礼を言わせてください。

　素敵なカバーイラストを描いてくださったすずむし先生、まるで美術館の絵画みたいに美しいイラストで本当に嬉しかったです。

　刊行にご尽力いただいた編集担当様、編集協力担当様、タイトなスケジュールの中で的確なご指摘やご提案でバックアップしてくださり、非常に頼もしかったです。

　そしてなによりも、本作をお読みくださった読者の皆さん、本当にありがとうございます。

　本作の刊行に関わる全ての方々に深く感謝申し上げます。

　またどこかでお会いできることを願って。

三み沢さわケイ










冬の贈り物




　冬、システィス国の夜は長い。まだ夕方というような時刻でも、あたりは真っ暗になってしまう。

　アリスは王宮の私室から、城下の街並みを眺める。たくさんの灯りと共に、小さく人が往来しているのが見えた。

「人が沢山だわ。とっても賑やかなのね」

　寒さが厳しい夜は、特に人出がない。けれど、今日は多くの人で賑わっているのが遠目にもわかった。

「年越しでございますから。皆お祭り気分なのです」

　エマは笑いながら答える。

（年替わりか。今頃、アーヴィ国では打ち上げ花火の準備をしている頃かしら？）

　ふと思い出したのは、遠い故郷の記憶だ。アーヴィ国では、新年を祝う打ち上げ花火がたくさん上がるのが毎年の風物詩だったのだ。

（もう何年も見ていないな）

　一回目の嫁ぎ先であるビクルス国では、年末年始も変わらずハーレムで過ごしていた。多少食事が豪華になるということ以外は、日常生活と何も変わらなかった。

「ねえ、エマ。システィス国では新年を祝う花火を上げたりするの？」

「新年を祝う花火でございますか？　特にそういうものはございません」

「そう」

　アリスはエマの返事を聞き、しょんぼりする。

　またあの美しい光景を見られたらいいのにと思うけれど、それは叶わぬ夢のようだ。




　その日の夕食時、ウィルフレッドはアリスの顔を見て首をかしげた。どことなく、元気がないような気がしたのだ。

「アリス、どうした？　体調でも悪いのか？」

　心配そうにアリスの様子を窺うウィルフリッドの声に、アリスはハッとする。

「いえ、なんでもございません」

「なんでもないことはないだろう？　元気がない。理由を言ってみろ」

　ウィルフリッドに重ねて問いかけられ、アリスは少し逡巡し「実は……」と話しだす。

「久しぶりに、故郷で見た打ち上げ花火を見てみたいと思って」

「打ち上げ花火？」

「はい。アーヴィ国では毎年、新年を祝って花火を打ち上げるのです。大空に大輪の花が咲いて、とても綺麗なのですよ」

「なるほど」

　ウィルフリッドはアリスの話を聞き、腕を組む。

「気になさらないでください。ふと思い出しただけです」

　彼を困らせたくはない。アリスは表情を取り繕うと、両手を胸の前でひらひらと振る。一方のウィルフリッドは、少し考えるような顔をしてから口を開いた。

「……アリス。このあと少しだけ、外に出ないか？」

「え？　今からですか？」

　アリスはびっくりして聞き返す。既に外は暗いし、かなりの寒さだ。

「アリスに見せたいものがあるんだ」

「見せたいもの？」

　それがなんなのか全く予想がつかず、アリスは首をかしげる。

「冬の贈り物だ。きっと、気に入ると思う」

　ウィルフリッドは意味ありげに笑った。




　食後、ウィルフリッドがアリスを連れて向かったのは、王宮内で一番高い塔の最上階だった。万が一敵が攻めてきたときは見晴らし台として使われる場所で、普段は安全上の理由から立ち入ることができない。

（こんなところに、なんの用かしら？）

　ウィルフリッドの意図がわからず、アリスは戸惑う。しかし、塔の一番上まで登って外を見たとき、思わず歓声を上げた。

「わあ！」

　はるか遠く、夜空に光のカーテンを引いたような幻想的な景色が見えたのだ。

「あれはなんですか？」

　アリスは光のカーテンを指さす。

「オーロラだ。冬の間のごく限られた時期だけ見ることができる」

「へえ」

　アリスはただただ驚き、その景色を見つめる。真っ黒な空に浮かぶ無数の星たちと、空からぶら下がるように見える、光のカーテン。

「素敵……」

「気に入った？」

「はい。本当に素敵で……、ありがとうございます」

　花火を見られずがっかりするアリスを元気づけるために連れてきてくれたのだろう。

　ウィルフリッドの優しさに、胸が温かくなる。

　当たり前のように彼と過ごすこのひとときが、とても幸せだと思った。




〈了〉
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